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本書の 構成

本書は OpenRTM-aist の 公式解説書で す 。 OpenRTM-aist は 独立行政法人新エネル ギー ・ 産業技

術統合開発機 構 (NEDO) の 21世紀 ロ ボ ットチャ レ ン ジプ ロ グラ ム 「 ロ ボ ット機 能発現の た め に

必要な要素技術開発」 に お い て 研究 開発さ れ 、 標準化作業が 進め ら れ て い る RTM Specification

の イ ン ター フ ェー ス仕様に 準拠した 実装で 、 独立行政法人産業技術総合研究 所に よ り 開発さ れ

フ リ ー で 提供さ れ て い ま す 。 OpenRTM-aist を 使用す る こ と に よ り 、 ユ ー ザは 分散オブ ジェク

ト技術を 利用した ネットワ ー ク・ ロ ボ ットシステム を 簡 単に 構築す る こ と が 出来ま す 。

OpenRTM-aist に は ロ ボ ットシステム 構築に 特化した ミ ドル ウ エア で す 。 しか しなが ら 、 現

在開発さ れ て 間 も ない た め に 、 必要な機 能が 全て 実装さ れ て い る わ け で は あ り ま せ ん し、 バ グ

も 多く 含 ん で い る と 思わ れ ま す 。 今後、 ユ ー ザの 皆様か ら の フ ィ ー ドバ ックを 得て よ り 使い や

す い ミ ドル ウ エア に 成長さ せ た い と 考え て い ま す 。

第 1章 RT ミ ドル ウ エア と は

RT ミ ドル ウ エア の 概要を 説明しま す 。 RT ミ ドル ウ エア の 研究 開発に 至っ た 背景や 現在の 課

題など を 示しま す 。 RT ミ ドル ウ エア と は ど う い う も の なの か 、 そ の コン セプ ト、 特徴、 基 本的

なア ー キテクチャ に つ い て 紹介しま す 。

第 2章 RTコン ポ ー ネン ト入門

RT ミ ドル ウ エア の 実装の ひ と つ で あ る 、 OpenRTM-aist の イ ン ストー ル 方法、 基 本的な使

い 方に つ い て 説明しま す 。 OpenRTM-aist の イ ン ストー ル に 必要なパ ッケー ジ類の イ ン ストー

ル 方法に つ い て は 、 付録の 「 依 存パ ッケー ジの ビ ル ドに つ い て 」 も あ わ せ て ご 参照く だ さ い 。

第 3章 RTコン ポ ー ネン トプ ラ グラ ミ ン グ

OpenRTM-aist に お け る コン ポ ー ネン トの 形態や 実行方法に つ い て 紹介しま す 。 OpenRTM-

aist を 使用して コン ポ ー ネン トを 作成す る 方法に つ い て 説明しま す 。

第 4章 OpenRTM-aist ツー ル

RTコン ポ ー ネン トを 視覚 的に 操作す る た め の ツー ル RTCLink の 基 本的な使い 方や 、 そ の

ほ か OpenRTM-aist に 付属して い る ツー ル 群に つ い て 説明しま す 。
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第 5章 RTM Specification

OpenrRTM-aist の イ ン ター フ ェー ス仕様で あ る RTM Specification に つ い て 説明しま す 。

第 6章 OpenRTM クラ スリ フ ァ レ ン ス

OpenRTM-aist の クラ スリ フ ァ レ ン スで す 。

第 7章 OpenRTM IDL リ フ ァ レ ン ス

RTM Specification に 基 づ い た IDL イ ン ター フ ェー ス定義 の リ フ ァ レ ン スで す 。

第 8章 OpenRTM 拡張 IDL リ フ ァ レ ン ス

RTM Specification か ら 派生した 、 OpenRTM-aist 独自の IDL イ ン ター フ ェー ス定義 の リ

フ ァ レ ン スで す 。

付録 依 存パ ッケー ジの ビ ル ドに つ い て

OpenRTM-aist を コン パ イ ル す る た め に 必要なパ ッケー ジ類の ビ ル ドの 仕方に つ い て 説明し

ま す 。
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第1章 RTミ ドル ウ エア と は

1.1 RT ミ ドル ウ エア の 目的

イ ン ター ネットの 広が り と と も に 、 ロ ボ ットや ロ ボ ットシステム を ネットワ ー ク化しネット

ワ ー ク上の リ ソー スを 活用して 、 更なる 知能化を 目指す 研究 ・ 開発が 盛ん に 行わ れ て い ま す 。 し

か しなが ら 、 こ れ ら の システム の 開発に は 通常膨大な開発技術者の 投入及 び 、 長い 開発期 間 が

必要で 、 ロ ボ ット製品と して 市場に 提供で き る だ け の レ ベ ル 、 機 能、 価格 の も の は い ま だ ほ と

ん ど 世に 出て い ない の が 現状で す 。

RT ミ ドル ウ エア は 、 様々 なロ ボ ット要素（ RTコン ポ ー ネン ト） を 通信ネットワ ー クを 介し

て 自由に 組み合わ せ る こ と で 、 多様なネットワ ー クロ ボ ットシステム の 構築を 可能に す る 、 ネッ

トワ ー ク分散コン ポ ー ネン ト化技術に よ る 共通プ ラ ットフ ォー ム を 確 立す る こ と を 目指して い

ま す 。

こ こ で い う ロ ボ ットシステム と は 、 必ず しも 移 動ロ ボ ットや ヒ ュ ー マ ノ イ ドロ ボ ットと い っ

た 単体の ロ ボ ットの みを 想定して い る 訳で は なく 、「 ロ ボ ット技術を 活用した 、 実世界に 働き か

け る 機 能を 持つ ネットワ ー ク化さ れ た 知能化システム 」 の 総体と して の ロ ボ ットシステム を 指

して い ま す 。 例え ば セン サ、 ア クチュ エー タを 生活空間 の 中に 分散配置さ せ 、 ネットワ ー クを

介して 協調す る こ と に よ り 生活支援 や 介護を 実現す る と い っ た 、 一 見ロ ボ ットに は 見え ない が

ロ ボ ット的な技術を 利用した システム を 広く 包含 して い ま す 。 実際、 セン シン グ技術と セン サ

か ら 得ら れ る 信号の 処理、 及 び ア クチュ エー タ等に よ る 現実世界へ の 働き か け の フ ィ ー ドバ ッ

クに よ り 相互作用を 行う システム は ロ ボ ット技術と い っ て よ い で しょ う 。 日本ロ ボ ット工業会

が 主体と なり 、 こ う した ロ ボ ット技術の 総称を RT(RobotTechnology) と 呼ぶ こ と が 提言さ れ

て い ま す 。

RT ミ ドル ウ エア は こ う した 技術 (RT) の 共通プ ラ ットフ ォー ム を 整備し、 ロ ボ ット研究 ・ 開

発の 効率を 高め 、 RT の 適用範囲 を 広げ 、 さ ら に は 新た な市場を 拓く こ と を 目指して 現在も 開発

が 続け ら れ て い ま す 。 ロ ボ ットシステム の ソフ トウ ェア 開発に お い て は 、 通常の ソフ トウ ェア

開発と 比べ て 、 ロ ボ ットシステム 特有の 問題の た め に ソフ トウ ェア の 再利用性が 低く 開発効率

が 悪 い と い っ た 問題が 指摘さ れ て い ま す 。 こ う した 背景か ら 、 ロ ボ ット技術要素を ソフ トウ ェ

ア レ ベ ル で モ ジュ ー ル 化し、 そ の 再利用性を 高め る ミ ドル ウ ェア を 研究 ・ 開発し多く の ユ ー ザ

に 使っ て も ら い 、 さ ら に は 開発に 参加して も ら う こ と で 、 ロ ボ ットシステム 開発に 資す る 共通

プ ラ ットフ ォー ム を 提供す る こ と が RT ミ ドル ウ エア の 目的なの で す 。

1.2 RT ミ ドル ウ エア の 現状と 課題

OpenrRTM-aist の 開発は 主に 、 我々 、 独立行政法人産業技術総合研究 所・ 知能システム 研究

部門・ タスクイ ン テリ ジェン ス研究 グル ー プ に よ り 行わ れ て い ま す 。 基 は 、 平成 14年度か ら 平

成 16年度ま で 、 独立行政法人新エネル ギー ・ 産業技術統合開発機 構 (NEDO) の 21世紀 ロ ボ ッ

トチャ レ ン ジプ ロ グラ ム 「 ロ ボ ット機 能発現の た め に 必要な要素技術開発」 に お い て ロ ボ ット
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用分散ミ ドル ウ ェア の 研究 開発プ ロ ジェクトに よ り スター トしま した 。 こ の 研究 プ ロ ジェクト

に お い て 、 分散ミ ドル ウ ェア の イ ン ター フ ェー スレ ベ ル で の 仕様が 策定さ れ 、 プ ロ トタイ プ 実

装が 完 成しま した 。 本書は 、 そ の プ ロ トタイ プ 実装 OpenRTM-aist-0.2.0 の 使用法等に つ い て

解説す る た め の 本で す 。

上記 プ ロ ジェクトで は 、 RT ミ ドル ウ ェア に つ い て の コン セプ トの 議 論及 び 、 大枠で の イ ン

タフ ェー スと こ れ に 基 づ い た プ ロ トタイ プ 実装が 得ら れ ま した 。 しか しなが ら 、 こ れ は あ く ま

で サン プ ル の 仕様お よ び 実装なの で 、 実システム で の 使用に 耐え う る レ ベ ル に ま で は い た っ て

い ない の が 現状で す 。 今後、 多く の ユ ー ザか ら の フ ィ ー ドバ ックを 基 に 実用的で 詳細な仕様を

策定し、 リ フ ァ レ ン スと なる 実装を 開発す る 必要が あ り ま す 。 OpenRTM-aist-0.2.0 は そ の 足が

か り と なる 実装で あ り 、 今後多く の 改良・ 改善が 必要なレ ベ ル の ソフ トウ エア で あ る こ と を ご

承知お き く だ さ い 。

1.3 RT ミ ドル ウ エア の 特長

RT ミ ドル ウ エア の 特長を 以 下に 挙げ ま す 。

RTシステム に 特有な機 能を サポ ー トして い る

従来の ネットワ ー クロ ボ ット、 情報家電や 情報化ハ ウ スなど IT分野を 中心と して 類似の ミ ド

ル ウ ェア の 提案 が い く つ か なさ れ て い ま す 。 こ れ ら は 、

• 個々 の 機 器 に コマ ン ドを 送る

• ストリ ー ミ ン グを 行う

など が 主体で あ り 、 各機 器 を 個別に ネットワ ー ク越 しに 使う こ と を 中心に 考え ら れ て お り 機 器

間 の 密な連携ま で は 考慮さ れ て い ま せ ん 。 RT ミ ドル ウ エア で は 、 コマ ン ドフ ロ ー と デー タフ

ロ ー を 明示的に 分離し機 器 間 の 密な連携を 意 識した 設計と なっ て い ま す 。 ネットワ ー ク上の コ

ン ポ ー ネン トは 互い に 他の コン ポ ー ネン トを あ た か も 自分の 一 部の 機 能で あ る か の よ う に 使用

しタスクを 遂行す る こ と が で き ま す 。 ま た 、 CORBA、 DCOM と い っ た 汎用的な分散オブ ジェ

クトミ ドル ウ ェア も 確 立さ れ て い ま す が 、 RT ミ ドル ウ ェア と そ れ ら と の 一 番大き な違い は 、 コ

ン ポ ー ネン ト自身が ア クティ ブ に 動作す る こ と 、 上記 コン ポ ー ネン ト間 の 密な連携など 、 RTシ

ステム に 固有な機 能を サポ ー トして い る こ と で す 。

高い スケー ラ ビ リ ティ を 有した コン ポ ー ネン ト化が 可能

旧 来の 単体の ロ ボ ット単位 に お け る コン ポ ー ネン ト化で は 、 そ れ ぞ れ の コン ポ ー ネン トを 組

み合わ せ て 新しい ロ ボ ットシステム を 構築す る こ と は 困難で した 。 RT 関 連技術を 機 能要素単位

で モ ジュ ー ル 化し部品化す る こ と に よ り 、 新しい ロ ボ ットシステム の 構築の みなら ず 、 ロ ボ ッ

ト以 外の 分野へ も RT の 活用が 開か れ ま す 。 さ ら に 、 RT ミ ドル ウ ェア で は 、 同一 の フ レ ー ム

ワ ー クで 、 装置レ ベ ル ま で も 広く カバ ー す る こ と が 可能で す 。 こ の 高い スケー ラ ビ リ ティ に よ

り 、 コン ポ ー ネン ト化の 粒度を 、 RT を 部品と して 提供しよ う と して い る も の 及 び そ れ を 利用し

よ う と して い る も の が 必要に 応じ て 自由に 選ぶ こ と が で き 、 粒度の 異 なる コン ポ ー ネン トを 自

在に 組み合わ せ る など の 応用面に お い て も 、 幅広い 選択が 可能と なり ま す 。
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プ ラ ットフ ォー ム 、 ネットワ ー ク非依 存

特定の 計算機 や OS、 特定の ネットワ ー クに 限定さ れ て は 、 自由な粒度で モ ジュ ー ル 化を 行う

こ と は 困難で す 。 RT ミ ドル ウ ェア の 考え 方は 、 特定の ア ー キテクチャ に 依 存しない も の で す の

で 、 各 CPU や OS、 ネットワ ー クイ ン タフ ェー ス (デバ イ ス) に 適用可能で す 。 RTM で は 基 本

的に CORBA が 使用可能なプ ラ ットフ ォー ム で あ れ ば 、 OS、 言語を 問わ ず 実装す る こ と が 出来

ま す 。

既 存の ソフ トウ ェア 資産の 再利用が 可能で あ る

RT ミ ドル ウ エア で は ソフ トウ エア 資源の 再利用が 容易 に なり 、 導入の 敷居が 低く なる よ う に

フ レ ー ム ワ ー クや ツー ル 群など を 用意 して い ま す 。 ま た 、 一 旦完 成した コン ポ ー ネン トは 、 開

発者以 外に も 再利用可能で あ り 、 イ ン テグレ ー タの ア イ デア 次第で 多種多様なシステム を 実現

で き る で しょ う 。

国際標準に 基 づ い た 仕様策定

RT ミ ドル ウ ェア は 、 ネットワ ー ク通信の た め の ミ ドル ウ ェア と して OMG (Object Manage-

ment Group) の 策定した CORBA を 採用して い ま す 。 ま た 、 RT ミ ドル ウ ェア 自体は 、 OMG

の SDO モ デル へ の マ ッピ ン グ作業が 行わ れ て お り 、 標準化を 意 識した 仕様策定を 行っ て い ま

す 。 こ の 標準化作業の 過程で 、 ロ ボ ットの 分散モ ジュ ー ル 化お よ び そ の 仕様の 標準化は OMG

で 重要視さ れ 始め 、 MDA(Model Driven Architecture) に 基 づ く ロ ボ ットソフ トウ ェア 開発の

た め の 標準化作業も 始ま ろ う と して い ま す 。

1.4 RT ミ ドル ウ エア ・ RTコン ポ ー ネン ト

RT ミ ドル ウ エア と は 、 上述した よ う に RT の た め の プ ラ ットフ ォー ム で あ り そ の た め の ミ ド

ル ウ エア を さ しま す 。 図 1.1 は RT ミ ドル ウ エア の 概観 図で す 。 RT ミ ドル ウ エア は 、

• コン ポ ー ネン トフ レ ー ム ワ ー ク、

• 標準的に 再利用さ れ る ソフ トウ エア 部品群、

• ラ イ ブ ラ リ 群、

• 標準サー ビ ス群

など か ら 構成さ れ ま す 。
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図 1.1: RT ミ ドル ウ エア

RT ミ ドル ウ エア の う ち 、 RTシステム を 構成す る 主体と なる ソフ トウ エア 部品群を RTコン

ポ ー ネン トと 呼び ま す 。 RTコン ポ ー ネン トは 通常、 上記 の RTコン ポ ー ネン トフ レ ー ム ワ ー

クを 用い て 作成さ れ ま す 。 既 存の RTコン ポ ー ネン トを 利用した り 、 自分で 開発した RTコン

ポ ー ネン トを 部品の よ う に 組み合わ せ る こ と で 目的と す る システム を 作成しま す 。 RTコン ポ ー

ネン ト群を 使用す る た め に 必要な機 能で 、 コン ポ ー ネン ト自身に ない も の は い つ か の サー ビ ス

群を 利用す る こ と が 出来ま す 。 ま た 、 コン ポ ー ネン トの 作成を 助け る ラ イ ブ ラ リ など も 提供す

る こ と を 想定して い ま す 。

以 上の 全て を ま と め た も の を RT ミ ドル ウ エア と 呼び ま す 。

1.5 RTコン ポ ー ネン ト

RTコン ポ ー ネン トの 基 本的構造を 説明しま す 。 図 1.2 は RTコン ポ ー ネン トの ア ー キテク

チャ ・ ブ ロ ック図で す 。 RTコン ポ ー ネン トの 仕様で は ネットワ ー ク上に 分散さ れ た コン ポ ー ネ

ン トへ の 透過的ア クセスを 実現す る た め に 、 分散オブ ジェクト技術を 用い て 実装さ れ る こ と を

想定して い ま す 。

OpenRTM-aist で は 、 OS・ 言語非依 存性を 重視して CORBA を 用い て 実装さ れ て い ま す 。
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図 1.2: RTコン ポ ー ネン ト

通常の 分散オブ ジェクトで は 、 デー タの や り 取り は 基 本的に メ ソッド呼び 出しを 介して 行わ

れ ま す 。 こ れ に 対して 、 ロ ボ ットの 制御に お け る 入出力デー タストリ ー ム は 、 通常メ ソッドよ

り も デー タ型が 重要な意 味を 持ち ま す 。

例え ば 、 6自由度を 持つ ジョ イ スティックが あ り 、 こ れ が 出力す る 6個の double型デー タを 用

い て 対象 (マ ニピ ュ レ ー タ、 移 動ロ ボ ット、 ヒ ュ ー マ ノ イ ド等) を 様々 な方式 (位 置制御、 速度制

御、 イ ン ピ ー ダン ス制御等) で 制御した い と しま す 。 単なる 分散オブ ジェクトと して システム を

構成す る なら ば 、 ジョ イ スティ ックは あ ら ゆ る タイ プ の 制御対象の メ ソッド (イ ン ター フ ェー ス)

を 予め 知っ て い なけ れ ば なり ま せ ん 。 しか しなが ら 、 実際に は 送り 手が 6個の double型デー タ

を 送る こ と が で き 、 受け 手も 6個の double型デー タを 処理して 動作す る こ と が で き れ ば 十分な

の で す 。 RTコン ポ ー ネン トは こ う い っ た デー タ交換 の た め に 、 デー タ型が 同じ で あ れ ば 接続可

能な InPort/OutPort と 呼ば れ る デー タポ ー トを 持っ て い ま す 。

RTコン ポ ー ネン トは い く つ か の オブ ジェクトか ら 構成さ れ て お り 、 大き く 分け る と 以 下の 3

つ の 部分か ら 成り ま す 。

RTComponent RTコン ポ ー ネン トの 本体で あ り 、 基 本的なイ ン ター フ ェー スお よ び 入出力

を 行う InPort/OutPortオブ ジェクトを 0∼n個以 上持つ 。 処理を 行う コア ロ ジックを 1個

持ち 、 外部ま た は 内部か ら の イ ベ ン トに 応じ て 内部状態を 遷移 さ せ る 。 こ れ を Activity と

呼び 、 他と は 独立した スレ ッドに 割 り 当て ら れ 以 下に 挙げ る 入出力と は 独立に 処理が 行わ

れ る 。

InPort 他の RTコン ポ ー ネン トか ら の 出力を を 受け 取り ハ ン ドリ ン グす る 入力ポ ー ト。 デー

タの ストリ ー ム を 受け 取る 必要が あ る RTコン ポ ー ネン トは こ の InPort を 持つ 。 コア ロ

ジックは 連続的に 送ら れ て く る デー タに 対して 処理を 行う た め 、 基 本的に 周期 動作を 行う

コン ポ ー ネン トの みが こ の InPort を 持つ 。

OutPort 他の RTコン ポ ー ネン トへ 処理結果の デー タストリ ー ム を 渡す 出力ポ ー ト。 受け 取

る 側の コン ポ ー ネン トか ら 値を 取得す る pull型の デー タ出力と 、 サブ スクラ イ ブ す る こ

と に よ り 受け 取り 側へ 能動的に デー タを 送る push型の 動作が あ る 。
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OpenRTM-aist で は 、 上記 の 構造を 持つ RTコン ポ ー ネン トを 簡 単に 作成で き る フ レ ー ム ワ ー

クや ツー ル 群が あ り ま す 。 こ れ ら を 使用す る こ と で 、 既 存の ソフ トウ エア 資産 (ロ ボ ット制御用

ラ イ ブ ラ リ 等) に コン ポ ー ネン トの 皮に 包む こ と が で き ま す 。 さ ら に 、 一 旦コン ポ ー ネン ト化さ

れ た ソフ トウ エア は 、 仕様が 変わ ら ない 限り 、 最コン パ イ ル す る こ と なく 他の コン ポ ー ネン ト

と 組み合わ せ システム を 構築す る こ と が 出来る の で す 。

1.6 RTコン ポ ー ネン ト、 マ ネー ジャ 、 ネー ム サー ビ ス

上述した よ う に 、 RTコン ポ ー ネン トは 、 ロ ボ ットシステム を 構築す る た め の 様々 な機 能を

持っ て い ま す が 、 RTコン ポ ー ネン トだ け で は 意 味の あ る システム を 作る こ と は 出来ま せ ん 。 幾

つ か の ホ スト上で 動作す る コン ポ ー ネン トを 検索し、 接続、 起 動、 停止す る など 操作を 行う 必

要が あ り ま す 。

OpenRTM-aist に お い て は 、 RTコン ポ ー ネン トの ラ イ フ サイ クル の 管 理、 ネー ム サー バ へ

の 登録など を 一 括 して 行う オブ ジェクトと して コン ポ ー ネン トマ ネー ジャ を 提供して い ま す 。

コン ポ ー ネン トと マ ネー ジャ や ネー ム サー ビ スなど の 関 係は 図 1.3 の よ う に なっ て い ま す 。

コン ポ ー ネン トは 通常、 ロ ー ド可能なラ イ ブ ラ リ 形式 (=モ ジュ ー ル と 呼ぶ ) で 提供さ れ 、 マ

ネー ジャ は こ の モ ジュ ー ル を ロ ー ドし、 イ ン スタン ス化す る こ と で コン ポ ー ネン トを 生成しま す 。

ま た 、 マ ネー ジャ は 生成した コン ポ ー ネン トが ネットワ ー ク上の 他の ホ ストか ら も 検索で き る

よ う に 、 CORBAネー ミ ン グサー ビ スを 使用して 、 ネー ム サー バ へ コン ポ ー ネン トの 名前と オ

ブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 登録しま す 。 ま た 、 コン ポ ー ネン トは マ ネー ジャ を 通して ネー ム サー

バ に 対して 問い 合わ せ る こ と に よ り 、 他の コン ポ ー ネン トを 名前で 検索す る こ と も 出来ま す 。

図 1.3: RTコン ポ ー ネン ト、 マ ネー ジャ 、 ネー ム サー ビ ス
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2.1 OpenRTM-aist の イ ン ストー ル

こ こ か ら は 、 OpenRTM-aist を ソー スか ら ビ ル ドしイ ン ストー ル す る 手順を 説明しま す 。 自

分で ソー スか ら ビ ル ドして イ ン ストー ル す る 場合に は 、 以 下の 手順に 従っ て イ ン ストー ル を 行っ

て く だ さ い 。 パ ッケー ジを 利用す る 場合に は 読み飛ば して も 構い ま せ ん 。

2.2 UNIX系システム で の ビ ル ドと イ ン ストー ル

2.2.1 動作条件

OpenRTM-aist の イ ン ストー ル に は 下記 の パ ッケー ジが 必要で す 。 各パ ッケー ジの イ ン ストー

ル は 、 そ れ ぞ れ の ドキュ メ ン トに 従っ て 行っ て く だ さ い 。 なお 、 簡 単なイ ン ストー ル 方法に つ

い て は 巻 末の 付録 A 「 依 存パ ッケー ジ類の ビ ル ドに つ い て 」 に て 説明して い ま す の で 参照して

く だ さ い 。

● 依 存パ ッケー ジ一 覧

ACE The ADAPTIVE Communication Environment (ACE) 5.4 以 上

URL: http://www.cs.wustl.edu/~schmidt/ACE.html

boost boost C++ ラ イ ブ ラ リ 1.30 以 上

URL: http://www.boost.org/

ORB 現在の と こ ろ 対応ORB実装は omniORB-4.0 以 上の みと なっ て い ま す 。

omniORB – URL: http://omniorb.sourceforge.net/

Python Python 2.2 以 上。 Python で コン ポ ー ネン トを 開発す る 場合に は 、 Python

の 開発環 境も 必要に なり ま す 。

URL: http://www.python.org/

gcc gcc は version3 以 降が 望ま しい 。 gcc2.95.x で も コン パ イ ル 可能で す が 、

オプ ショ ン を 指定す る 必要が あ り ま す 。 (下記 参照)

URL: http://gcc.gnu.org/

こ れ ら の パ ッケー ジが 、 システム の 標準的なディ レ クトリ (/usr, /usr/local 等) 下に 正し

く イ ン ストー ル さ れ て い る と 、 OpenRTM-aist の コン パ イ ル お よ び イ ン ストー ル 作業が よ り ス

ム ー ズに で き る で しょ う 。 標準の ディ レ クトリ と は 、 コマ ン ド、 ヘ ッダ、 ラ イ ブ ラ リ そ れ ぞ れ の

イ ン ストー ル が 下記 の ディ レ クトリ に さ れ て い る と い う こ と で す 。
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● 標準イ ン ストー ル ディ レ クトリ

コマ ン ド /usr/bin, /usr/local/bin

ヘ ッダ /usr/include/package name, /usr/local/include/package name

ラ イ ブ ラ リ /usr/lib, /usr/local/lib

最近の Linux で は 各ディ ストリ ビ ュ ー ショ ン の 標準パ ッケー ジ類が 、 /usr/ 以 下の

[bin|include|lib] に 、 そ れ 以 外の UNIX 系 OS で は /usr/local/ あ る い は /opt 以 下

の [bin|include|lib] の 下に イ ン ストー ル さ れ て い る こ と が 多い と お も い ま す 。 OpenRTM-

aist は autoconf, automake を 使用して ビ ル ドさ れ る の で 、 上記 以 外の 場所に 依 存して い る パ ッ

ケー ジが イ ン ストー ル さ れ て い る 場合で も ビ ル ド可能で す が 、 あ ま り 推奨さ れ ま せ ん 。 後々 の

面倒を 避け る た め に も 、 標準的なディ レ クトリ に 各種パ ッケー ジを イ ン ストー ル して お く こ と

を お 勧 め しま す 。

ま た 、 debian GNU Linux や RedHat/Fedora など の ディ ストリ ビ ュ ー ショ ン で は 、 上記 の

依 存パ ッケー ジ類は す で に deb パ ッケー ジや 、 rpm パ ッケー ジ化さ れ て い る の で 、 そ れ ら を イ

ン ストー ル す る ほ う が よ い で しょ う 。

● 依 存パ ッケー ジの 入手先

debian GNU Linux http://www.debian.org/distrib/packages を 参照

ace – ○ , boost – ○ , omniORB – ○ , Python – ○

RedHat/Fedora 系 http://rpmfind.net/ を 参照

ace – ○ , boost – ○ , omniORB – ○ , Python – ○

Vine Linux http://vinelinux.org/ を 参照

ace – × , boost – × , omniORB – × , Python – ○

FreeBSD http://www.freebsd.org を 参照

ace – ○ , boost – ○ , omniORB – ○ , Python – ○

Vine Linux 用 ace, boost, omniORB ( + omniORBpy) に つ い て は 、 産総研で 用意 して い

ま す の で 、 OpenRTM-aist の Web ペ ー ジ (http://www.is.aist.go.jp/rt/) を 参照して 下

さ い 。

2.2.2 ソー スコー ドの 展開

ま ず ソー スコー ド OpenRTM-aist-0.2.0.tar.gz を 適当なディ レ クトリ に 展開しま す 。 自分の

ホ ー ム ディ レ クトリ で も 構い ま せ ん し、 ソー スビ ル ド用ディ レ クトリ が あ れ ば そ こ で 行っ て も

構い ま せ ん 。

た だ し、 一 般的に こ れ 以 後の 作業は イ ン ストー ル 作業を 除い て 、 一 般ユ ー ザ (root 以 外) と

して 行っ た ほ う が よ い で しょ う 。
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> tar xvzf OpenRTM-aist-0.2.0.tar.gz

> cd OpenRTM-aist-0.2.0

2.2.3 ビ ル ド

OpenRTM-aist は パ ッケー ジの ビ ル ドに autoconf, automake を 使用して い ま す の で 、 ビ ル

ドは 、 他の autoconf, automake を 使用した パ ッケー ジと 同様に 行う こ と が で き ま す 。 た だ し、

ORB を 指定す る オプ ショ ン は 必須で す の で 必ず 指定して く だ さ い 。

> ./configure [options]

./configure に 与え る こ と の で き る オプ ショ ン の 一 部を 以 下に 示しま す 。

2.2.3.1 使用す る ORB の 指定

※ 現在は omniORBしか サポ ー トさ れ て い ま せ ん 。 他の オプ ショ ン は 将来の た め に 予約さ れ

て い ま す 。 追加オプ ショ ン と して ORB が イ ン ストー ル さ れ て い る ディ レ クトリ を =dir の 部分

に 指定す る こ と が で き ま す 。

● ORB の 選択オプ ショ ン

--with-omniorb=dir ORB に omniORB を 使用しま す 。

--with-tao=dir ORB に TAO を 使用しま す 。

--with-mico=dir ORB に MICO を 使用しま す 。

--with-orbix=dir ORB に Orbix/E を 使用しま す 。

--with-orbacus=dir ORB に ORBacus を 使用しま す 。

2.2.3.2 サポ ー トす る 言語の 指定

OpenRTM-aist で の コン ポ ー ネン ト開発は 、 C++言語で の 開発を 前提と して い ま す 。 現在の

と こ ろ 、 他に サポ ー トす る 言語は 、 スクリ プ ト言語で あ る Python の みサポ ー トして い ま す 。

Python で の 開発を 行う 場合は 、 オプ ショ ン を 指定す る 必要が あ り ま す 。 こ れ を 指定した 場合は

Python の 開発環 境が システム に イ ン ストー ル さ れ て い なけ れ ば なり ま せ ん 。 ま た 、 Python の

バ ー ジョ ン は 2.2 以 上で あ る 必要が あ り ま す 。

Python が 標準的なディ レ クトリ 以 外に イ ン ストー ル さ れ て い る 場合は =dir に イ ン ス

トー ル 先の ディ レ クトリ を 指定して く だ さ い 。 ディ レ クトリ の 指定の 仕方は Python.h が
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python dir/python2.x/Python.h に あ る 場合、 --with-python=python dir の よ う に 指定し

ま す 。

● サポ ー トす る 言語の 選択オプ ショ ン

--with-python=dir Python言語の イ ン ター フ ェー スを 提供しま す 。

2.2.3.3 gcc3.x 以 前の コン パ イ ラ （ gcc2.95.x等） を 使用す る 場合

最近ま で 使用さ れ て い た gcc-2.95.x など 、 バ ー ジョ ン 3 未満の gcc で は テン プ レ ー ト・ クラ

スの イ ン スタン ス生成の 深さ が 深す ぎ る 場合に コン パ イ ル エラ ー に なる 場合が あ り ま す 。 こ の

た め 、 こ れ を 回避す る オプ ショ ン (-ftemplate-depth-n) を 指定して こ れ を 回避しなけ れ ば な

り ま せ ん 。 gcc-2.95.x など の コン パ イ ラ を 使用す る 場合は 、 以 下の オプ ショ ン を 指定す る こ と

で こ の コン パ イ ラ オプ ショ ン を 自動的に つ い か しま す 。

● コン パ イ ラ の 選択オプ ショ ン

--with-gcc2 コン パ イ ラ に gcc-2.x を 使用す る 。

2.2.3.4 ACE include パ ス, lib パ ス

ACE が 標準的なディ レ クトリ に イ ン スト一 ル さ れ て い ない 場合以 下の オプ ショ ン で へ ッダと

ラ イ ブ ラ リ の ディ レ クトリ を 指定して 下さ い 。

● ACE ヘ ッダラ イ ブ ラ リ ディ レ クトリ 指定オプ ショ ン

--with-ace-includes=dir ACE の ヘ ッダディ レ クトリ を 指定しま す 。

--with-ace-lib=dir ACE の ラ イ ブ リ ディ レ クトリ を 指定しま す 。

ACE は ソー スコー ドの ア ー カイ ブ を 展開す る と ACE_wrappers と い う ディ レ クトリ を 作成

しま す 。 ヘ ッダ及 び ラ イ ブ ラ リ は ど ち ら も は ACE_wrappers/ace 以 下に 展開、 ま た は 作成さ れ

ま す 。 ACE_wrppers が 仮に /tmp/src/ACE_wrappers に あ る 場合、 以 下の よ う に 指定しま す 。

./configure ... --with-ace-include=/tmp/src/ACE_wrappers \

--with-ace-libs=/tmp/src/ACE_wrappers/ace ...

こ こ で 、 注意 が 必要なの は 、 ACE の ヘ ッダ群は #include "ace/ACE.h" と い う よ う に サブ

ディ レ クトリ ace を 仮定して 参照す る た め 、 /tmp/src/ACE_wrappers を 指定しなけ れ ば なら

ない と い う こ と で す 。 こ れ に 対して 、 ラ イ ブ ラ リ ディ レ クトリ は ラ イ ブ ラ リ が あ る ディ レ クト

リ を 直接指定、 つ ま り /tmp/src/ACE_wrappers/ace を 指定す る 必要が あ る と い う こ と で す 。
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2.2.3.5 そ の 他

そ の 他使用可能なオプ ショ ン は --helpオプ ショ ン で 参照して 下さ い 。

> ./configure --help

2.2.4 configure, make

システム の 環 境に 適した オプ ショ ン を 指定して 、 configure を 下の よ う に 実行しま す 。 最後

に 、 ど の よ う なコン パ イ ル オプ ショ ン が 指定さ れ る か が 表示さ れ 、 Makefile, ヘ ッダ、 依 存関 係

の フ ァ イ ル を 生成して 終了しま す 。 configure を 行っ た 後は configure が 正常に 終了した こ

と を 確 認して 下さ い 。

> ./configure --with-omniorb --with-python

:(中略)

------------------------------------------------------------

OpenRTM-aist will be compiled with the following environment.

------------------------------------------------------------

CXX: g++

CPPFLAGS: -I/usr/local/include -I/usr/local/include \

-I/usr/local/include -I/usr/local/include

CXXFLAGS: -I/usr/local/include -O

BUILD_CFLAGS:

BUILD_CPPFLAGS:

LD: /usr/bin/ld

LIBS: -lpthread -lACE -lboost_regex -lomniORB4 -lomnithread -lomniDynamic4

LDFLAGS: -L/usr/local/lib -L/usr/local/lib -L/usr/local/lib

LDSOLIBS: -lACE -lboost_regex -lomniORB4 -lomnithread -lomniDynamic4

ORB: omniORB

IDLC: /usr/local/bin/../bin/omniidl

IDL_FLAGS: -bcxx -Wba -nf

WRAPPERS:

------------------------------------------------------------

configure: creating ./config.status

config.status: creating Makefile

:(中略)

config.status: creating rtm/config_rtc.h

config.status: executing depfiles commands

config.status: executing depfiles commands が 最後に 実行さ れ て い なけ れ ば 、 config-

ure に 失敗して い ま す 。 も し、 エラ ー や Warning が 出て い る 場合は config.log を 見て 原因 を

特定して 対処して く だ さ い 。 た い て い は 、 依 存パ ッケー ジが イ ン ストー ル さ れ て い ない 、 イ ン

ストー ル さ れ て い る が ヘ ッダや ラ イ ブ ラ リ が 見つ か ら ない など の 理由が 多い よ う で す の で 、 オ

プ ショ ン を よ く 調べ て みて く だ さ い 。



14 第 2 章 RTコン ポ ー ネン ト入門

configure が 正常に 終了した 事を 確 認した ら make を 行い ま す 。 数分か ら 十数分程度で ビ ル

ドが 完 了しま す 。

> make

再帰 的に 全て の ディ レ クトリ を ビ ル ドしま す 。 イ ン ストー ル す る た め に は 少なく と も 下記 の

ディ レ クトリ が 正常に ビ ル ドさ れ て い る 必要が あ り ま す 。

● OpenRTMディ レ クトリ 構成

OpenRTM-aist-0.2.0/rtm RTコン ポ ー ネン トフ レ ー ム ワ ー ク

OpenRTM-aist-0.2.0/rtm/idl RTコン ポ ー ネン ト IDL

OpenRTM-aist-0.2.0/util/rtm-config RTM コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン ツー ル

OpenRTM-aist-0.2.0/util/rtm-naming RTM ネー ミ ン グサー ビ スラ ッパ

OpenRTM-aist-0.2.0/util/rtc-template RTCテン プ レ ー トツー ル

OpenRTM-aist-0.2.0/util/rtc-link コン ポ ー ネン ト操作GUI

ビ ル ドが 正常に 終了した ら 、 ヘ ッダフ ァ イ ル 、 ラ イ ブ ラ リ 、 ユ ー ティ リ ティ コマ ン ド群、 ド

キュ メ ン トを イ ン ストー ル しま す 。 システム ディ レ クトリ (/usr や /usr/local) へ イ ン ストー

ル す る に は root に なる 必要が あ り ま す 。

> su

# make install

root に なっ て make install と す る と 、 ヘ ッダ類や ラ イ ブ ラ リ が システム の ディ レ クトリ に

イ ン ストー ル さ れ ま す 。

2.2.5 サン プ ル の テスト

イ ン ストー ル が 正常に 終了した ら 、 example/SimpleIO 以 下の サン プ ル で テストを 行っ て お

く と よ い で しょ う 。 こ の サン プ ル は 、 コン ソー ル か ら 入力さ れ た 数値を 出力す る コン ポ ー ネン

トと 受け 取っ た 数値を コン ソー ル に 表示す る コン ポ ー ネン トを 実行し、 接続す る だ け の 簡 単な

サン プ ル で す 。

> cd examples/SimpleIO/

> run.sh

run.sh で は ター ミ ナル ウ イ ン ドウ と して kterm を 仮定して い ま す 。 も し、 kterm で は なく

他の ター ミ ナル ウ イ ン ドウ を 使用して い る 場合に は 、 実行シェル スクリ プ ト run.sh を 適宜 書

き 換 え て 実行して く だ さ い 。
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は じ め に 画面 kterm が 2 つ 開き 、 数秒後に も う ひ と つ 開き ま す 。 3 つ 目の kterm が 開く ま で 、

必ず 待っ て く だ さ い 。 ウ イ ン ドウ タイ トル に ConsoleIn と あ る 方で 数字を 打ち 込みま す 。 入力す

る 数字は 、 long int に 収ま る 範囲 の 数値を 入力して く だ さ い 。 数字を 打ち 込む と 、 ConsoleOut

と ウ イ ン ドウ タイ トル の あ る 方か ら 、 入力した の と 同じ 数字と 時刻 (sec:nsec の フ ォー マ ットに

なっ て い る ) が 現れ ま す 。 こ こ ま で で き れ ば 、 OpenRTM-aist の メ イ ン の ラ イ ブ ラ リ libRTC.so

が 正しく ビ ル ドさ れ て い る こ と が わ か り ま す 。

2.2.6 コン ポ ー ネン トテン プ レ ー トの テスト

次に 、 コン ポ ー ネン トの テン プ レ ー トジェネレ ー タを 使用して 、 簡 単なコン ポ ー ネン トを 作成

す る テストを 行い ま す 。 テン プ レ ー トジェネレ ー タ rtc-template を 使用しま す 。 コン ポ ー ネ

ン トを 作成す る デイ レ クトリ (任意 の ディ レ クトリ で 結構で す 。 ) を 作成して 、 そ こ で コン ポ ー

ネン トを 作成しコン パ イ ル して みま す 。

> cd [コン ポ ー ネン トを 作成す る ディ レ クトリ ]

> mkdir SampleComponent

> cd SampleComponent

ま ず は 、 rtc-template の ヘ ル プ を 見て みま す 。

> rtc-template --help

Usage: rtc-template [OPTIONS]

Options:

[--help] Print this help.

[--c++] Generate C++ template code.

[--python] Generate Python tempalte code.

[--output[=output\_file]] Output base file name.

[--module-name[=name]] Your module name.

[--module-desc[=description]] Module description.

[--module-version[=version]] Module version.

[--module-author[=author]] Module author.

[--module-category[=category]] Module category.

[--module-comp-type[=component\_type]] Component type.

[--module-act-type[=activity\_type]] Component’s activity type.

[--module-max-inst[=max\_instance]] Number of maximum instance.

[--module-lang[=language]] Language.

[--module-inport[=PortName:Type]] InPort’s name and tyoe.

[--module-outport[=PortName:Type]] OutPort’s name and type

:

中略

:

Example:

rtc-template --c++ --module-name=Sample --module-desc=’Sample component’ \

--module-version=0.1 --module-author=DrSample --module-category=Generic \

--module-comp-type=COMMUTATIVE --module-act-type=SPORADIC \

--module-max-inst=10 \

--module-inport=Ref:TimedFloat --module-inport=Sens:TimedFloat \

--module-outport=Ctrl:TimedDouble --module-outport=Monitor:TimedShort

rtc-template に 作成した い コン ポ ー ネン トの 設定を 引 数と して 渡す と 、 コン ポ ー ネン トの
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雛形の コー ドを 作成しま す 。 こ こ で は 、 help の 表示の 最後に 現れ た ”Example:” 以 下を コピ ー

して 試して みま す 。

> rtc-template --c++ --module-name=Sample --module-desc=’Sample component’ \

--module-version=0.1 --module-author=DrSample --module-category=Generic \

--module-comp-type=COMMUTATIVE --module-act-type=SPORADIC \

--module-max-inst=10 \

--module-inport=Ref:TimedFloat --module-inport=Sens:TimedFloat \

--module-outport=Ctrl:TimedDouble --module-outport=Monitor:TimedShort

Sample.h was generated.

Sample.cpp was generated.

SampleComp.cpp was generated.

Makefile.Sample was generated.

> ls

Makefile.Sample Sample.h

Sample.cpp SampleComp.cpp

こ の よ う に 、 コン ポ ー ネン トの C++の ソー スコー ドと Makefile (Makefile.Sample) が 作成

さ れ ま す 。 作成さ れ た ソー スコー ドは こ の Makefile を そ の ま ま で ビ ル ドで き ま す 。

> make -f Makefile.Sample

も しく は

> mv Makefile.Sample Makefile

> make

の よ う に 、 make の -f オプ ショ ン を 使用し Makefile.Sample を 直接して い す る か 、

Makefile.Sample を Makefile に リ ネー ム して make しま す 。

> make -f Makefile.Sample

rm -f Sample.o

g++ ‘rtm-config --cflags‘ -c -o Sample.o Sample.cpp

:

中略

:

g++ ‘rtm-config --libs‘ -o SampleComp Sample.o SampleComp.o

rm -f Sample.so

g++ -shared ‘rtm-config --libs‘ -o Sample.so Sample.o

> ls

Makefile.Sample Sample.h Sample.so* SampleComp.cpp

Sample.cpp Sample.o SampleComp* SampleComp.o

こ れ で 、 ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル 版の コン ポ ー ネン ト (Sample.so) と 実行形式の コン ポ ー ネン

ト (SampleComp) が 作成さ れ ま した 。 こ こ で 、 実行形式の コン ポ ー ネン トを 実行して みま す 。 コ

ン ポ ー ネン トの 実行に は コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン フ ァ イ ル (通常は rtc.conf と い う 名前) が 必

要で す 。 こ こ で は 、 簡 易 版の も の を カレ ン トディ レ クトリ に 作成しま す 。

> cat > rtc.conf

NameServer 現在の PC の ホ スト名:ポ ー ト番号

^D (Ctrl+D)
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こ こ で は 、 仮に ホ スト名： rtm.or.jp、 ポ ー ト番号:6789 と しま す 。 rtm.or.jp は 今作業して い

る ホ スト名に 読み替え て く だ さ い 。

> cat > rtc.conf

NameServer rtm.or.jp:6789 (こ の よ う に 入力す る )

^D (Ctrl+D)

> cat rtc.conf (確 認)

NameServer rtm.or.jp:6789

次に 、 CORBA の ネー ミ ン グサー ビ スを 起 動しま す 。 CORBA の ネー ミ ン グサー ビ スは 、

> rtm-naming ポ ー ト番号

で 起 動で き ま す の で 、 先ほ ど rtc.conf で 指定した ポ ー ト番号を 指定して 起 動しま す 。

> rtm-naming 6789

Starting omniORB omniNames: ichi:9999

n-ando@ichi:/tmp/SampleComponent>

Fri Oct 29 17:12:51 2004:

Starting omniNames for the first time.

Wrote initial log file.

Read log file successfully.

Root context is IOR:010000002b00000049444c3a6f6d672e6f72672f436f734e616d696e672f

4e616d696e67436f6e746578744578743a312e300000010000000000000060000000010102000e00

00003135302e32392e39362e313638000f270b0000004e616d655365727669636500020000000000

0000080000000100000000545441010000001c000000010000000100010001000000010001050901

01000100000009010100

Checkpointing Phase 1: Prepare.

Checkpointing Phase 2: Commit.

Checkpointing completed.

次に 、 コン ポ ー ネン トを 起 動しま す 。

> SampleComp -f rtc.conf

こ れ で 、 コン ポ ー ネン トが 起 動で き ま した 。 こ の 段階ま で で き れ ば 、 OpenRTM-aist が 正常

に イ ン ストー ル さ れ た こ と に なり ま す 。
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2.3 RTCLink に よ る 動作確 認

前述の SimpleIO サン プ ル で は 、 コン ポ ー ネン トの 起 動・ 接続を 接続専用の 別プ ロ グラ ム で

行い ま した 。 しか しなが ら 、 開発段階で 様々 なコン ポ ー ネン トを 色々 と 組み合わ せ て テストす

る に は 、 プ ロ グラ ム で 接続など を 行う の は 非常に 煩雑に なり 、 RTコン ポ ー ネン トの メ リ ットを

生か せ ま せ ん 。 OpenRTM-aist に は 、 コン ポ ー ネン トの 起 動・ 接続など を 行う た め の GUIツー

ル (RTCLink) が 用意 さ れ て い ま す 。

こ こ で は 、 RTCLink を 使用して 、 前述の ConsoleIn, ConsoleOutコン ポ ー ネン トを 接続しテ

ストす る 方法を 説明しま す 。 RTCLink の 詳しい 使用方法に つ い て は 後述す る 「 4.1 RTCLink」

を 参照して く だ さ い 。

2.3.1 操作手順

ま ず 、 RTCLink を 起 動しま す 。 起 動方法は 、 コン ソー ル 上で 「 rtc-link」 と 入力す る だ け で す 。

SimpleIO の ディ レ クトリ の 中の 、 ConsoleInComp と ConsoleOutComp を そ れ ぞ れ 別の ウ イ

ン ドウ で 起 動しま す (図 2.1、 図 2.2)。

図 2.1: ConsoleInComp の 起 動 図 2.2: ConsoleOutComp の 起 動

次に 、 RTCLink の 左側の ツリ ー ウ イ ン ドウ を クリ ックして ツリ ー を 展開しま す 。 ツリ ー の 中

に 、 ConsoleIn コン ポ ー ネン トと 、 ConsoleOut コン ポ ー ネン トが あ る こ と を 確 認して く だ さ い

(図 2.3)。 コン ポ ー ネン トは の ア イ コン で 表示さ れ て い ま す 。

さ ら に 、 ツー ル バ ー 上の ボ タン を 押して システム ドロ ー ウ イ ン ドウ を 中央の 部分に 表示

さ せ ま す (図 2.4)。 こ の ウ イ ン ドウ の 中で システム を 構築して ゆ き ま す 。
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図 2.3: ツリ ー の 展開 図 2.4: システム ドロ ー ウ イ ン ドウ の 表示

ツリ ー ウ イ ン ドウ の 中で の ア イ コン で 表示さ れ て ConsoleIn と ConsoleOut の コン ポ ー

ネン トを システム ドロ ー ウ イ ン ドウ へ ドラ ッグア ン ドドロ ップ しま す 。

図 2.5: ConsoleIn コン ポ ー ネン トの 配置 図 2.6: ConsoleOut コン ポ ー ネン トの 配置

図 2.7 の よ う に ConsoleOutコン ポ ー ネン トの OutPort を クリ ックし、 ConsoleInコン ポ ー ネ

ン トの InPort へ ドラ ッグしま す 。 こ れ で 、 ConsoleOutコン ポ ー ネン トの OutPort と ConsoleIn

コン ポ ー ネン トの InPort が 接続さ れ ま す 。

図 2.7: InPort と OutPort の 接続
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次に 、 システム ドロ ー ウ イ ン ドウ 上の ConsoleIn コン ポ ー ネン トを 右 クリ ックしコン テキ

ストメ ニュ ー を 出しま す 。「 Start」 を 選択す る と ConsoleInコン ポ ー ネン トが スター トしま す

(図 2.8)。 同様に ConsoleOut コン ポ ー ネン トコン ポ ー ネン トも スター トさ せ ま す (図 2.9)。

図 2.8: ConsoleIn の スター ト 図 2.9: ConsoleOut の スター ト

ConsoleIn コン ポ ー ネン トを スター トさ せ る と 図 2.10 の よ う に 数値の 入力を 求 め て き ま す 。

適当な数値を 入力しま す 。 入力す る 数値は long int 型に 入力範囲 の 数値に して く だ さ い 。 こ こ

で 入力した 数値が 、 ConsoleOut コン ポ ー ネン トへ 送ら れ て 表示さ れ ま す 。

図 2.10: ConsoleIn の スター ト直後 図 2.11: ConsoleIn に 数値を 与え る

ConsoleOut コン ポ ー ネン トの ほ う で は 、 図 2.12 の よ う に スター ト直後か ら 数値と 時刻が 出

力さ れ ま す が 、 ConsoleIn へ の 入力が ない 間 は 0 を 表示し続け ま す 。 ConsoleIn へ 数値を 入力す

る と 、 そ の 数値が 図 2.13 の よ う に 表示さ れ ま す 。

図 2.12: ConsoleOut の スター ト直後 図 2.13: ConsoleOut で 数値が 表示さ れ る
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こ れ ら が 正常に 動作す れ ば 、 OpenRTM-aist は 正常に 動作して い る こ と に なり ま す 。

2.4 Windows系システム で の ビ ル ドと イ ン ストー ル

将来的に は 対応す る 予定で す が 、 現在は 未対応で す 。
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3.1 RTコン ポ ー ネン ト開発の 流れ

OpenRTM-aist は 、 コン ポ ー ネン トを 開発した い ユ ー ザ (コン ポ ー ネン トデベ ロ ッパ ) が 持

つ 既 存の ソフ トウ エア 資産、 あ る い は 新た に 作成した ソフ トエア を 容易 に RTコン ポ ー ネン ト

化す る た め の フ レ ー ム ワ ー クを 提供しま す 。

コン ポ ー ネン ト作成の 大ま か な流れ は 図 3.1 の よ う に なり ま す 。

RTComponent
source code

User’s original
source  code

or libraries

RTComponent
Executable

(.exe)

Standalone
RTComponent

RTComponent
Framework

RTComponent
Loadable module

(.so, .dll)

Loadable
RTComponent

RTComponent
Manager

図 3.1: RTコン ポ ー ネン トの 開発フ ロ ー

コン ポ ー ネン トデベ ロ ッパ は 、 既 存の ソフ トウ エア 資産の ラ イ ブ ラ リ 関 数・ クラ スラ イ ブ ラ

リ 等を コン ポ ー ネン トフ レ ー ム ワ ー クに 埋め 込みコン ポ ー ネン トを 作成しま す 。 こ う す る こ と

で 、 既 存の ソフ トウ エア 資源を ソフ トウ エア 部品で あ る RTコン ポ ー ネン トと して 作成して お

き 、 様々 な場面で 再利用す る こ と が 出来る よ う に なり ま す 。 作成さ れ た RTコン ポ ー ネン トは 、

ネットワ ー ク上の 適切な場所に 配置して 、 分散オブ ジェクトと して ネットワ ー ク上の 任意 の 場

所か ら 利用す る こ と が で き ま す 。

図 3.1 に 示す よ う に 、 RTコン ポ ー ネン トフ レ ー ム ワ ー クに 則っ て 作成さ れ た RTコン ポ ー

ネン トは 大き く 分け て 2 つ の 実行形式の バ イ ナリ フ ァ イ ル と して 作成す る こ と が 出来ま す 。 ス

タン ドア ロ ン RTコン ポ ー ネン ト (Standalone RTComponent) は 、 単一 フ ァ イ ル で そ の ま ま 実

行で き る 実行バ イ ナリ 形式で す 。 ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル RTコン ポ ー ネン ト (Loadable Module

RTComponent) は 動的に ロ ー ド可能なロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル 形式の バ イ ナリ フ ァ イ ル で す 。 RT

コン ポ ー ネン トは こ れ ら の 2 つ の 形式で 作成、 配布、 実行す る こ と が で き ま す 。
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3.1.1 コン ポ ー ネン トの 形態

上で も 述べ た よ う に 、 RTコン ポ ー ネン トは 、 単体で 実行可能な「 スタン ドア ロ ン RTコン

ポ ー ネン ト (Standalone RTComponent) 」 お よ び 、 動的に ロ ー ドさ れ 実行さ れ る 「 ロ ー ダブ

ル モ ジュ ー ル RTコン ポ ー ネン ト (Loadable Module RTComponent) 」 の 2 つ の 形式と して 生

成す る こ と が で き ま す 。「 スタン ドア ロ ン コン ポ ー ネン ト」 お よ び 「 ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル コン

ポ ー ネン ト」 は 以 下の よ う な特徴が あ り ま す 。

3.1.1.1 スタン ドア ロ ン コン ポ ー ネン ト

単体で 実行可能なバ イ ナリ 形式の コン ポ ー ネン トで す 。 1 プ ロ セスに つ き 原則と して 1種類の

コン ポ ー ネン ト (複数の イ ン スタン スを 持つ こ と が で き る 。 ) に 対応しま す 。 他の コン ポ ー ネン

トと の 通信は CORBA経由で 行う た め 、 速度的に は 不利で す が 、 他の コン ポ ー ネン トが エラ ー

で 停止して も 、 影 響を 被ら ない た め 安 定性で は 有利と なり ま す 。

ま た 、 コン ポ ー ネン トの 起 動、 停止は プ ロ セスの そ れ と 同義 で す の で 、 他の コン ポ ー ネン ト

に 影 響を 与え る こ と なく プ ロ セスご と 起 動や 停止す る こ と が 出来ま す 。

図 3.2: スタン ドア ロ ン コン ポ ー ネン ト

図 3.3: スタン ドア ロ ン コン ポ ー ネン トの エラ ー の 影 響
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3.1.1.2 ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル コン ポ ー ネン ト

マ ネー ジャ に よ り 動的に ロ ー ドさ れ 、 実体化さ れ る コン ポ ー ネン トで す 。

ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル コン ポ ー ネン トRTコン ポ ー ネン トは 通常、 共有ラ イ ブ ラ リ の 形態を と

り ま す 。 共有ラ イ ブ ラ リ と は 、 実行時に 動的に ロ ー ドさ れ る ラ イ ブ ラ リ の こ と で す 。 通常 UNIX

系で は 拡張子が .so (HP-UX で は .sl)、 Windows で は .dll と なっ て い ま す 。 ダイ ナミ ック

ロ ー ド・ コン ポ ー ネン トを 作成す る 際に 書く プ ロ グラ ム に は main 関 数が ない の で そ の ま ま で

は 実行で き ま せ ん 。 実行は コン ポ ー ネン トサー バ が 、 ダイ ナミ ックロ ー ドコン ポ ー ネン トを 動

的に ロ ー ドし、 コン ポ ー ネン トサー バ 内の コン ポ ー ネン トマ ネー ジャ が コン ポ ー ネン トを 生成

し実行しま す 。

図 3.4: ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル コン ポ ー ネン ト

ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル コン ポ ー ネン トは 、 1 つ の プ ロ セスに 対して 複数の 種類の 複数の イ ン

スタン スを 持つ こ と が で き ま す (図 3.4)。 CORBA実装の 多く は 同一 プ ロ セス内で の CORBA

オペ レ ー ショ ン 呼び 出しを 高速化す る 機 構が 組み込ま れ て い る も の が 多く 、 密接に 連携さ せ た

い コン ポ ー ネン トを 同一 の サー バ 上に 生成し接続す る と 、 パ フ ォー マ ン スの 向上が 見込め る 場

合が あ り ま す 。

た だ し、 こ れ は 使用して い る CORBA実装に 依 る 所が 大き く 、 具 体的に ど の 程度高速化さ れ

る か は 一 概に は 言え ま せ ん が 、 速度的制約の 厳しい システム を 構成す る 場合に は こ う した 構成

方法が 有効と なる 場合が あ る で しょ う 。

ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル RTコン ポ ー ネン トは スタン ドア ロ ン RTコン ポ ー ネン トと は 異 なり 、

プ ロ セス内の 1 つ の コン ポ ー ネン トが セグメ ン ト違反等の 致命的エラ ー を 起 こ して 停止す る と 、

同一 プ ロ セス内の 全て の コン ポ ー ネン トも 停止しま す (図 3.5)。 した が っ て 、 安 定で ない コン

ポ ー ネン トを 他の コン ポ ー ネン トと 同時に 動作さ せ る と 、 安 定に 動作して い る コン ポ ー ネン ト

も 巻 き 添え に して 停止す る など 、 全体と して 不安 定に なる デメ リ ットが あ り ま す 。
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図 3.5: ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル コン ポ ー ネン トの エラ ー の 影 響

一 旦イ ン ター フ ェー ス等の 仕様が 確 定し、 十分に デバ ッグさ れ 安 定に 動作す る コン ポ ー ネン

トが 完 成す れ ば 、 そ の コン ポ ー ネン トを 利用す る ユ ー ザは 、 コン ポ ー ネン トの ソー スコー ドに

手つ け る こ と なしに 、 他の コン ポ ー ネン トと 組み合わ せ 、 ロ ボ ットシステム を 構築す る こ と が

で き ま す 。 こ れ が 、 RTコン ポ ー ネン トを 利用す る 大き なメ リ ットの ひ と つ で す 。 コン ポ ー ネン

トデベ ロ ッパ は ソー スコー ド、 ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル 形式、 実行フ ァ イ ル 形式の 任意 の 形式で

自分が 作成した コン ポ ー ネン トを 配布す る こ と が で き ま す 。

3.1.2 モ ジュ ー ル と コン ポ ー ネン ト

OpenRTM-aist で は 、 モ ジュ ー ル と コン ポ ー ネン トを 以 下の よ う に 区別して い ま す 。

● モ ジュ ー ル と コン ポ ー ネン ト

モ ジュ ー ル RTコン ポ ー ネン トの モ デル を 定義 す る クラ ス。

コン ポ ー ネン ト モ ジュ ー ル の クラ スか ら 実体化さ れ 、 実際に 配置さ れ る ソフ トウ エ

ア 構成部品す なわ ち RTコン ポ ー ネン トそ の も の 。

C++の プ ロ グラ ム 的解釈を す る と 、 モ ジュ ー ル =クラ スで あ り 、 コン ポ ー ネン ト=イ ン スタ

ン スと い う イ メ ー ジに なり ま す 。 コン ポ ー ネン トは モ ジュ ー ル か ら 生成さ れ る も の で あ り 、 A

と い う モ ジュ ー ル に 対して 、 コン ポ ー ネン ト (A0, A1, ... , An) は 複数存在す る こ と が で き ま す

(図 3.6) 。

図 3.6: モ ジュ ー ル と コン ポ ー ネン ト
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あ く ま で 、 処理を 実行して い る の は コン ポ ー ネン トで あ り 、 モ ジュ ー ル は そ の コン ポ ー ネン

トの 鋳型と い う 関 係で す 。 こ の 鋳型を 作成す る た め の 基 底クラ スが OpenRTM-aist の コン ポ ー

ネン ト作成の た め の フ レ ー ム ワ ー クと して 用意 さ れ て い ま す 。 コン ポ ー ネン トデベ ロ ッパ は 、 こ

の 基 底クラ スを 継承して 自分の コン ポ ー ネン トを 作成しま す 。

3.2 コン ポ ー ネン トの 作成

こ こ か ら は 、 実際に 簡 単なコン ポ ー ネン トを 作成しなが ら 、 コン ポ ー ネン ト作成の 手順を 説明

して ゆ き ま す 。 なお 、 以 下で 紹介す る サン プ ル の ソー スコー ドは 、 配布ソー スコー ドの example

ディ レ クトリ の 下に あ り ま す 。

3.3 Hello RT World サン プ ル

ま ず 始め に 、 ”Hello RT World” コン ポ ー ネン トを 作成しま す 。

こ の “Hello RT World” コン ポ ー ネン トは 、 起 動さ れ る と コン ソー ル に ”Hello RT World!!!”

と 表示し続け る だ け の コン ポ ー ネン トで す 。 そ れ 以 外に は 何も しない 簡 単なコン ポ ー ネン トで

す 。 こ こ で は 、 コン ポ ー ネン トフ レ ー ム ワ ー クの 最も 基 本と なる 部分に つ い て 説明しま す 。

コン ポ ー ネン ト作成の た め に 必要なフ ァ イ ル は 次の 4 つ で す 。

● HelloWorldコン ポ ー ネン ト作成に 必要なフ ァ イ ル

HelloRTWorld.h HelloRTWorld コン ポ ー ネン トの ヘ ッダフ ァ イ ル 。

HelloRTWorld.cpp HelloRTWorld コン ポ ー ネン トの ソー スフ ァ イ ル 。

HelloRTWorldComp.cpp HelloRTWorld コン ポ ー ネン トの スタン ドア ロ ン コン ポ ー ネ

ン トの た め の ソー スフ ァ イ ル 。

Makefile ビ ル ドす る た め の Makefile。

HelloRTWorld.h と HelloRTWorld.cpp で コン ポ ー ネン トの クラ スで あ る HelloRTWorld ク

ラ スを 定義 ・ 実装しま す 。 HelloRTWorld クラ スは コン ポ ー ネン トの 実態と なる クラ スで 、 コ

ン ポ ー ネン トの 基 底クラ スで あ る RtcBase クラ スを 継承して 作成しま す 。

ま た 、 こ こ で は HelloRTWorld コン ポ ー ネン トを スタン ドア ロ ン コン ポ ー ネン トと

して 実装しま す の で 、 コン ポ ー ネン トを 実体化し実行す る た め の ソー スコー ドと して 、

HelloRTWorldComp.cpp を 作成しま す 。 HelloRTWorldComp.cpp を コン パ イ ル して HelloRT-

World クラ スの オブ ジェクトフ ァ イ ル と リ ン クした も の を HelloRTWorldComp と し、 こ れ を 実

行す る こ と で HelloRTWorld コン ポ ー ネン トを 実体化・ 実行しま す 。

同時に 、 こ こ で は ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル も 作成しま す 。 作成の 仕方は Makefile 作成の 項で

述べ ま す 。

3.3.1 ヘ ッダフ ァ イ ル

ま ず は 、 ヘ ッダを 定義 しま す 。 ヘ ッダは 上で も 述べ た よ う に 、 HelloRTWorld クラ スを 定義

す る も の で RtcBase クラ スを 継承しま す 。 そ の ほ か に も 、 コン ポ ー ネン トクラ スを 作成す る た



28 第 3 章 RTコン ポ ー ネン トプ ロ グラ ミ ン グ

め の 定型的宣言が い く つ も あ り ま す 。 で は 、 HelloRTWorld.h を 見て みま しょ う 。

HelloRTWorld.h

#ifndef __HELLORTWORLD_h__
#define __HELLORTWORLD_h__

#include <rtm/RtcBase.h>
#include <rtm/RtcManager.h>
#include <rtm/RtcInPort.h>
#include <rtm/RtcOutPort.h>

using namespace RTM;

static RtcModuleProfSpec hellortworld_spec[] =
{

{RTC_MODULE_NAME, "HelloRTWorld"},
{RTC_MODULE_DESC, "Hello RT world component"},
{RTC_MODULE_VERSION, "0.1"},
{RTC_MODULE_AUTHOR, "DrSample"},
{RTC_MODULE_CATEGORY, "Generic"},
{RTC_MODULE_COMP_TYPE, "COMMUTATIVE"},
{RTC_MODULE_ACT_TYPE, "SPORADIC"},
{RTC_MODULE_MAX_INST, "10"},
{RTC_MODULE_LANG, "C++"},
{RTC_MODULE_LANG_TYPE, "COMPILE"},
{RTC_MODULE_SPEC_END, NULL}
};

class HelloRTWorld
: public RTM::RtcBase

{
public:
HelloRTWorld(RtcManager* manager);
virtual RtmRes rtc_active_do();

};

extern "C" {
RtcBase* HelloRTWorldNew(RtcManager* manager);
void HelloRTWorldDelete(RtcBase* p);
void HelloRTWorldInit(RtcManager* manager);

};
#endif // __HELLORTWORLD_h__

行っ て い る こ と は 以 下の と お り で す 。

• イ ン クル ー ドガー ド

• 各種ヘ ッダの イ ン クル ー ド

• namespace の 使用宣言

• モ ジュ ー ル の プ ロ フ ァ イ ル リ ストの 定義

• HelloWorldクラ ス宣言

• フ ァ クトリ 関 数と 初期 化関 数の 宣言

ま ず 、 イ ン クル ー ドガー ドで す が 、 ヘ ッダの 二重イ ン クル ー ド防止す る 決ま り 文句で す 。 最

後の 対応す る #endif を 忘れ ない で く だ さ い 。

RTM に 関 す る 各種ヘ ッダを イ ン クル ー ドしま す 。 コン ポ ー ネン トデベ ロ ッパ が 作成す る コ

ン ポ ー ネン トは 、 必ず RtcBase クラ ス (も しく は そ の サブ クラ ス) を 継承す る こ と に なり ま す 。

した が っ て 、 RtcBase.h (も しく は そ の サブ クラ スの ヘ ッダ) を イ ン クル ー ドす る 必要が あ り ま

す 。 ま た 、 RTコン ポ ー ネン トの コン ストラ クタは RtcManager の ポ イ ン タを 受け 取る の で 、

RtcManager.h を イ ン クル ー ドす る か 、 RtcManager の クラ ス宣言が 必要と なり ま す 。

RTM 関 連の クラ スは 、 す べ て RTM と い う 名前空間 の 下に 存在して い ま す 。 しが た っ て 、 こ

れ ら の クラ スや 関 数を 使用す る 場合に は 、 名前解決演 算子::を 使用して RTM::RtcBase と 指定
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す る か 、 using namespace を 使用して 名前空間 を 取り 込む 必要が あ り ま す 。 こ こ で は 、 名前空

間 RTM を 取り 込ん で い ま す 。

次に 、 モ ジュ ー ル プ ロ フ ァ イ ル リ ストを 宣言して い ま す 。 モ ジュ ー ル に は 、 モ ジュ ー ル 名、 作

成者、 バ ー ジョ ン と い っ た 、 モ ジュ ー ル (お よ び コン ポ ー ネン ト) に 関 す る 情報を 関 連付け る 必

要が あ り ま す 。 モ ジュ ー ル プ ロ フ ァ イ ル に は 、 以 下の 情報を 格 納しま す 。

● コン ポ ー ネン トプ ロ フ ァ イ ル

RTC_MODULE_NAME モ ジュ ー ル 名。 モ ジュ ー ル の 名前を 指定しま す 。 (Hel-

loRTWorld)

RTC_MODULE_DESC モ ジュ ー ル 概要。 モ ジュ ー ル の 短い 説明を 指定しま す 。

(Hello RT world component)

RTC_MODULE_VERSION モ ジュ ー ル バ ー ジョ ン 。 モ ジュ ー ル の バ ー ジョ ン を を 指

定しま す 。 (0.1)

RTC_MODULE_AUTHOR モ ジュ ー ル 作成者。 モ ジュ ー ル の 作成者を 指定しま す 。

(DrSample)

RTC_MODULE_CATEGORY モ ジュ ー ル カテゴリ 。 モ ジュ ー ル の カテゴリ を 指定しま

す 。 (Generic)

RTC_MODULE_COMP_TYPE コン ポ ー ネン ト型。 モ ジュ ー ル の が 生成す る コン ポ ー

ネン トの 型を 指定しま す 。 (COMMUTATIVE)

RTC_MODULE_ACT_TYPE ア クティ ビ ティ 型。 モ ジュ ー ル の ア クティ ビ ティ 型を 指

定しま す 。 (SPORADIC)

RTC_MODULE_MAX_INST 最大イ ン スタン ス数。 モ ジュ ー ル が 生成す る 最大の コ

ン ポ ー ネン ト数を 指定しま す 。 (10)

RTC_MODULE_LANG モ ジュ ー ル 記 述言語名。 モ ジュ ー ル の 記 述言語を 指定し

ま す 。 (C++)

RTC_MODULE_LANG_TYPE モ ジュ ー ル 記 述言語型。 モ ジュ ー ル の 記 述言語型を 指定

しま す 。 (COMPILE)

RTC_MODULE_SPEC_END リ スト終了マ ー カ。 こ の リ ストの 終わ り を 意 味しま す 。

リ ストの 最後に 必ず 必要で す 。

RTC MODULE NAME:モ ジュ ー ル 名

こ の モ ジュ ー ル の 名前を 英 数字で 記 述しま す 。 Motor と か Sensor と い っ た 一 般的な名詞は

極力避け 、 で き る だ け 具 体的な名前を 使用す る よ う に して く だ さ い 。

デフ ォル トで は 、 こ の モ ジュ ー ル 名を 利用して コン ポ ー ネン トに 名前が つ け ら れ ま す 。 た と え

ば 、 モ ジュ ー ル 名 HelloRTWorld と い う モ ジュ ー ル か ら は 、 HelloRTWorld0, HelloRTWorld1,

... と い う コン ポ ー ネン トが 生成さ れ ま す 。 モ ジュ ー ル 名に 後ろ に つ く 名前は 同一 マ ネー ジャ

上に 存在す る モ ジュ ー ル に 対して 、 0 か ら 順番に 付加さ れ ま す 。 こ の よ う に して 、 コン ポ ー ネ

ン トの イ ン スタン スご と に つ け ら れ た 名前は 、 ネー ミ ン グサー ビ スに 登録さ れ 、 以 後コン ポ ー

ネン トを 識別す る た め に 使用さ れ ま す 。 こ の 名前付け の 規 則は ユ ー ザが 任意 に 変え る こ と が 出

来ま す が 、 そ の 方法に つ い て は こ こ で は 割 愛 しま す 。
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RTC MODULE DESC:モ ジュ ー ル 概要

モ ジュ ー ル の 概要を 記 述しま す 。 わ か り や す い 概要を 簡 潔に 記 述して く だ さ い 。

RTC MODULE VERSION:モ ジュ ー ル バ ー ジョ ン

モ ジュ ー ル の バ ー ジョ ン 番号を 記 述して く だ さ い 。 バ ー ジョ ン 番号の つ け 方の 作法と して は 、

メ ジャ ー バ ー ジョ ン と マ イ ナー バ ー ジョ ン を つ け る や り 方が 一 般的で す 。 大幅な機 能の 改訂、 後

方互換 性が 無く なる など の 変更は 、 メ ジャ ー バ ー ジョ ン ア ップ と し、 そ れ ら に 満た ない 小さ な

改訂は マ イ ナー バ ー ジョ ン と す る など で す 。 小さ なバ グフ ィ ックスなど は 、 マ イ ナー バ ー ジョ ン

ア ップ と せ ず 修正版と して リ リ ー スす る こ と が 多い よ う で す 。

RTC MODULE AUTHOR:モ ジュ ー ル 作成者・ ベ ン ダ名

こ の モ ジュ ー ル を 作成した 人の 氏名お よ び 所属を 記 述しま す 。

RTC MODULE CATEGORY:モ ジュ ー ル カテゴリ

モ ジュ ー ル の カテゴリ を 記 述しま す 。 カテゴリ に 関 して は 、 特に 決ま り を 設け て い ま せ ん が 、

今後規 定が 設け ら れ る 可能性が あ り ま す 。 今の と こ ろ は 、 自由に 名前を つ け て も か ま い ま せ ん 。

RTC MODULE COMP TYPE:コン ポ ー ネン ト型

コン ポ ー ネン トは そ の 存在形態に よ り 以 下の 3種類の 型に 分け ら れ ま す 。

● コン ポ ー ネン ト型

STATIC 静的に 存在す る コン ポ ー ネン ト。 コン ポ ー ネン トは モ

ジュ ー ル の 初期 化と 同時に 生成さ れ 、 以 後動的に 生成

さ れ た り 削除さ れ た り しま せ ん 。 ハ ー ドウ エア と 深く

結び つ い た コン ポ ー ネン トは 、 コン ポ ー ネン トの 数が

物理的デバ イ スの 数に 制限さ れ ま す 。 こ の よ う に 、 動的

な生成が 意 味を 成さ ない コン ポ ー ネン トは STATIC型

に 当た り ま す 。

UNIQUE こ の コン ポ ー ネン トは 、 動的に 生成した り 削除した り

す る こ と が で き ま す 。 しか しなが ら 、 そ れ ぞ れ の コン

ポ ー ネン トは 内部に 固有の 状態を 持っ て お り 、 必ず しも

可換 で は あ り ま せ ん 。

COMMUTATIVE こ の コン ポ ー ネン トは 、 動的に 生成した り 削除した り

す る こ と が で き ま す 。 ま た 、 内部に 固有の 状態を 持た な

い の で 、 生成さ れ た コン ポ ー ネン トは 可換 で す 。

自分が 作成した い コン ポ ー ネン トの 型に あ わ せ て 、 STATIC, UNIQUE, COMMUTATIVE の い ず
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れ か を ダブ ル クオー トで 囲 ん で 指定しま す 。 こ の コン ポ ー ネン トは COMMUTATIVE 型に 設定さ

れ て い ま す 。 現在の と こ ろ 、 こ の 設定は コン ポ ー ネン トの 挙動に 影 響を 与え ま せ ん 。

RTC MODULE ACT TYPE:ア クティ ビ ティ 型

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ は 、 動作形態の 種類に よ り 以 下の 3種類に 分け ら れ ま す 。

(OpenRTM-aist-0.2.0 の 実装で は こ れ ら の 宣言は 使用さ れ て い ま せ ん 。 リ ア ル タイ ム 周期 処理

を 実現した い 場合は 、 現在は ユ ー ザが そ の 処理を 実装す る 必要が あ り ま す が 、 将来的に は リ ア

ル タイ ム OS上で の リ ア ル タイ ム な周期 実行を サポ ー トす る 予定で す 。 )

● ア クティ ビ ティ 型

PERIODIC Periodic(=周期 的な) ア クティ ビ ティ 。 メ イ ン の ア クティ ビ

ティ は 一 定時間 ご と に 繰り 返し処理さ れ ま す 。 リ ア ル タイ ム

OS上で は 、 正確 な周期 処理が 可能で す 。

SPORADIC Sporadic(=散発的な) ア クティ ビ ティ 。 メ イ ン の ア クティ ビ

ティ は 繰り 返し処理は 行わ れ ま す が 、 そ の 周期 は 不定と なり

ま す 。 例え ば 、 セン サの 値が 変化した と き だ け 、 外部に そ れ

を 知ら せ る コン ポ ー ネン ト等は Sporadicなコン ポ ー ネン トに

なる で しょ う 。

EVENT_DRIVEN 外部か ら の イ ベ ン トに 応じ て 処理を 行う コン ポ ー ネン ト。 こ

の 場合の 外部と は 主に 、 他の コン ポ ー ネン トか ら 発行さ れ る

CORBAオペ レ ー ショ ン の 事を 指しま す 。

こ の コン ポ ー ネン トで は 、 SPORADIC に 設定さ れ て い ま す 。

RTC MODULE MAX INST:最大イ ン スタン ス数

生成で き る 最大の イ ン スタン ス数 (=コン ポ ー ネン ト数) を 指定しま す 。 STATIC なコン ポ ー ネ

ン トで は 、 モ ジュ ー ル 初期 化時に 最大数の イ ン スタン スが 生成さ れ ま す 。 そ れ 以 外の コン ポ ー

ネン トで は 、 こ の 数値以 上の イ ン スタン スを 生成す る こ と は 出来ま せ ん 。 こ の コン ポ ー ネン ト

は イ ン スタン ス化可能な最大数は 10 に 設定さ れ て い ま す 。

RTC MODULE LANG:モ ジュ ー ル 記 述言語名と そ の 型

こ こ に は 、 こ の コン ポ ー ネン トを 記 述す る プ ロ グラ ミ ン グ言語お よ び そ の 言語の 型を 指定し

ま す 。

● モ ジュ ー ル 記 述言語と 型

モ ジュ ー ル 記 述言語名 ‘‘C++’’, ‘‘Python’’, ‘‘Ruby’’, ‘‘Tcl’’

モ ジュ ー ル 記 述言語型 ‘‘COMPILE’’, ‘‘SCRIPT’’
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現在サポ ー トして い る 言語は 、 C++と Python の みで す 。 モ ジュ ー ル 記 述言語型は そ れ ぞ れ 、

C++ で あ れ ば “COMPILE”, Python で あ れ ば “SCRIPT” を 指定しま す 。

こ れ ら コン ポ ー ネン トの プ ロ フ ァ イ ル の 指定の 仕方は 、 今後変更さ れ る 可能性が あ り ま す 。

XML形式の プ ロ フ ァ イ ル 記 述フ ァ イ ル に 記 述し読み込む こ と で プ ロ フ ァ イ ル を 設定す る 方法が

検討さ れ て い ま す 。

3.3.2 ソー スフ ァ イ ル

次に 、 処理の 本体と 、 フ ァ クトリ 関 数、 初期 化関 数の 実装の ソー スコー ドを 作成しま す 。

HelloRTWorld.h で 定義 した クラ スの メ ソッドを 実装して ゆ き ま す 。

で は 、 ソー スコー ドを 見て みま しょ う 。

HelloRTWorld.cpp

#include "HelloRTWorld.h"
#include <iostream>

using namespace std;

HelloRTWorld::HelloRTWorld(RtcManager* manager)
: RtcBase(manager)

{
}

RtmRes HelloRTWorld::rtc_active_do()
{
std::cout << "Hello RT World!!!" << std::endl;
return RTM_OK;

}

extern "C" {

RtcBase* HelloRTWorldNew(RtcManager* manager)
{
return new HelloRTWorld(manager);

}

void HelloRTWorldDelete(RtcBase* p)
{
delete (HelloRTWorld *)p;
return;

}

void HelloRTWorldInit(RtcManager* manager)
{
RtcModuleProfile profile(hellortworld_spec);
manager->registerComponent(profile, HelloRTWorldNew, HelloRTWorldDelete);

}
};

コン ストラ クタで は 、 コン ポ ー ネン トマ ネー ジャ へ の ポ イ ン タを 受け 取り 、 こ の マ ネー ジャ

の ポ イ ン タを 基 底クラ ス RtcBase に 渡して RtcBase を 初期 化して い ま す 。 RtcBase の 初期 化を

忘れ ず に 行っ て く だ さ い 。

次に 、 唯一 の メ ソッド RtmRes HelloRTWorld::rtc_active_do() が あ り ま す 。 こ れ が RT

コン ポ ー ネン トの メ イ ン の 処理部分で す 。

こ の メ イ ン の 処理の 部分を コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ と よ び ま す 。 コン ポ ー ネン トの

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ は い く つ か の 状態を 持ち そ の 状態間 を 規 則に した が っ て 遷移

しま す 。 rtc_active_do() と い う メ ソッドは 、 コン ポ ー ネン トが 起 動し、 そ の コン ポ ー ネン ト
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の ア クティ ビ ティ が ACTIVE 状態に あ る と き ル ー プ 実行さ れ ま す 。

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ の 状態に は 以 下の も の が あ り ま す 。

● コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ 状態

UNKNOWN : 下記 に 定義 さ れ る 状態以 外の 状態。 通常こ の 状態に は

成り 得ない 。

BORN : イ ン スタン ス生成中の 状態。

INITIALIZING : 内部状態を 初期 化す る 初期 状態。

READY : 活動し外部か ら の オペ レ ー ショ ン を 受け 付け る 状態。

STARTING : READY状態か ら ACTIVE状態へ 移 行す る と き に 通過

す る 過渡状態。

ACTIVE : 活性状態と なり メ イ ン と なる 処理を 実行す る 状態。

STOPPING : ACTIVE状態か ら READY状態へ 移 行す る と き に 通過

す る 過渡状態。

ABORTING : 活性状態時に エラ ー を 捕捉し ERROR状態へ と 移 行す

る 過渡状態。

ERROR : 復帰 可能なエラ ー 状態。

FATAL_ERROR : 致命的エラ ー 状態。 復帰 す る こ と は で き ない 。

EXITING : コン ポ ー ネン ト終了状態。 リ ソー スの 解放等を 行う 。

こ れ ら の ア クティ ビ ティ の 状態は 図 3.7 の 状態遷移 図に 従っ て 遷移 しま す 。
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図 3.7: RTコン ポ ー ネン ト状態遷移 図

そ れ ぞ れ の 状態に お い て 、 対応す る メ ソッドが 実行さ れ ま す 。 た と え ば 、 RTC_READY 状態で

あ れ ば rtc_ready_???() が 実行さ れ ま す 。 ??? の 部分は そ の 状態の ど の タイ ミ ン グで 実行さ

れ る か を 示して い ま す 。
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entry は そ の 状態に 入る と き に 一 度だ け 実行さ れ ま す 。 exit は そ の 状態か ら 出る と き に 一 度

だ け 実行さ れ ま す 。 do は そ の 状態に い る 間 周期 実行さ れ ま す 。

● 状態遷移 詳細

entry : そ の 状態に 進入す る と き に 一 度だ け 実行さ れ る 。

do : そ の 状態に あ る 間 繰り 返し実行さ れ る 。

exit : そ の 状態か ら 出る と き に 実行さ れ る 。

こ れ ら の 状態は 大き く 分け て 、 定常状態と 過渡状態に 分け ら れ ま す 。

● 定常状態と 過渡状態

定常状態 READY, ACTIVE, ERROR, FATAL_ERROR

過渡状態 BORN, INITIALIZING, STARTING STOPPING, ABORTING, EXITING

そ の 他 UNKNOWN

定常状態は 、 一 旦そ の 状態に 入る と 、 何ら か の ア クショ ン (活性化す る 、 非活性化す る 、 再

初期 化す る 、 強制終了す る ) が あ る ま で 、 そ の 状態に 留ま り ま す 。 そ の 間 、 rtc xxx do() を

ル ー プ 実行し続け ま す 。 定常状態で は 、 そ の 状態か ら 出る と き と 入る と き に rtc xxx entry(),

rtc xxx exit() が 実行さ れ ま す 。

こ れ に 対して 過渡状態は 、 そ の 状態に 入る と き rtc xxx entry() を 一 度だ け 処理し、 す ぐ

に 次の 状態に 遷移 しま す 。 した が っ て 、 過渡状態に 対応す る メ ソッドに は rtc_xxx_do() と

rtc_xxx_exit() が あ り ま せ ん 。

RTコン ポ ー ネン トの 基 底クラ ス、 RtcBase で は 上記 の 状態そ れ ぞ れ の 場合に 処理す る メ ソッ

ドが virtual 定義 さ れ て い ま す 。 した が っ て 、 コン ポ ー ネン トデベ ロ ッパ は 、 自分作成す る コン

ポ ー ネン トに 必要だ と 思う 状態に つ い て の 処理を 、 対応す る メ ソッドを 再定義 す る こ と で 、 そ

れ ぞ れ の タイ ミ ン グで 処理を 実行さ せ る こ と が で き ま す 。

基 底クラ ス、 RtcBase に 定義 さ れ て い る メ ソッドは 以 下の と お り で す 。
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RtcBase

+ virtual RtmRes rtc_init_entry()

+ virtual RtmRes rtc_ready_entry()

+ virtual RtmRes rtc_ready_do()

+ virtual RtmRes rtc_ready_exit()

+ virtual RtmRes rtc_starting_entry()

+ virtual RtmRes rtc_active_entry()

+ virtual RtmRes rtc_active_do()

+ virtual RtmRes rtc_active_exit()

+ virtual RtmRes rtc_stopping_entry()

+ virtual RtmRes rtc_aborting_entry()

+ virtual RtmRes rtc_error_entry()

+ virtual RtmRes rtc_error_do()

+ virtual RtmRes rtc_error_exit()

+ virtual RtmRes rtc_fatal_entry()

+ virtual RtmRes rtc_fatal_do()

+ virtual RtmRes rtc_fatal_exit()

+ virtual RtmRes rtc_exiting_entry()

こ の 、 HelloRTWorld の 例で は 、 単に コン ポ ー ネン トが 活性状態の 時に コン ソー ル に ”Hel-

loRTWorld!!!” と 表示し続け る だ け の 処理なの で 、 rtc active do() に

HelloRTWorld::rtc active do()

RtmRes HelloRTWorld::rtc_active_do()
{

std::cout << "Hello RT World!!!" << std::endl;
return RTM_OK;

}

と 記 述しま す 。 こ こ で 、 戻り 値 RtmRes (RTM result) が RTM OK と なっ て い ま す 。

RtmRes に は 、 RTM OK, RTM ERR, RTM WARNING, RTM FATAL ERR の 4種類の 値が あ り 、 意 味

は 以 下の よ う に なっ て い ま す 。

RtmRes

RTM_OK 正常終了。 現在の 状態を 保持す る 。

RTM_ERR エラ ー 終了。 Error状態へ 移 行す る 。 Active状態の と き

は Aborting を 通過して か ら Error状態へ 遷移 す る 。 　

RTM_WARNING 警告状態。 何ら か の 異 常が あ っ た こ と を 呼び 出し側に

伝え る が 、 現在の 状態を 保持す る 。

RTM_FATAL_ERR 致命的エラ ー 終了。 FatalError状態へ 移 行す る 。 Active

状態の と き は Aborting を 通過して か ら Error状態へ 遷

移 す る 。
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こ の よ う に 、 戻り 値 RtmRes は 値に よ り コン ポ ー ネン トの 状態を 変化さ せ る 効果を 持ち ま す 。

こ こ で は 、 常に RTM_OK を 返しま す 。

3.3.3 コン ポ ー ネン ト実行フ ァ イ ル

上記 の コン ポ ー ネン トを 単体の 実行フ ァ イ ル と して ビ ル ドす る た め の main 関 数を 含 む ソー

スコー ドを 作成しま す 。 こ こ で は 、 コン ポ ー ネン トマ ネー ジャ を 作成し、 こ の マ ネー ジャ 上で

コン ポ ー ネン トを 生成・ ア クティ ブ 状態に しま す 。 ソー スコー ド HelloRTWorldComp.cpp は 次

の よ う に なり ま す 。

main 関 数で は 、 マ ネー ジャ オブ ジェクトを 生成し、 初期 化、 ア クティ ブ 化、 コン ポ ー ネン ト

の 生成、 マ ネー ジャ の 実行を 行っ て い ま す 。

マ ネー ジャ は コン ストラ クタの 引 数と して コマ ン ドラ イ ン 引 数を と る の で 、 main の コマ ン ド

ラ イ ン 引 数を そ の ま ま 与え て い ま す 。

initManager() で マ ネー ジャ の 初期 化、 activateManager で ア クティ ブ 化と マ ネー ジャ の

ネー ミ ン グサー ビ スへ の 登録を 行い ま す 。

initModuleProc は マ ネー ジャ へ の ポ イ ン タを 引 数と して 取る 関 数へ の ポ イ ン タを 与え て い ま

す 。 こ の 与え ら れ た 関 数を マ ネー ジャ は 適切なタイ ミ ン グで 実行しま す 。 最後に runManager()

で マ ネー ジャ が 起 動しま す 。

MyModuleInit() で は 、 コン ポ ー ネン トの 初期 化関 数 HelloRTWorldInit() を 呼び 出しコン

ポ ー ネン トを 初期 化して い ま す 。 そ の 後、 マ ネー ジャ 上で HelloRTWorldコン ポ ー ネン トを 作

成す る た め に createComponent() を 呼び 出し、 コン ポ ー ネン トの イ ン スタン スを 1 つ 生成し

て い ま す 。 こ の と き 、 createComponent() の 第 1 引 数に は 、 コン ポ ー ネン トの モ ジュ ー ル 名

(こ こ で は HelloRTWorld)、 第 2 引 数に は カテゴリ 名を 与え て い ま す 。

最後に 、 こ の コン ポ ー ネン トに 対して rtc_start() を 呼び 出し、 コン ポ ー ネン トの 状態を

ACTIVE 状態に して い ま す 。 usleep(5000) は コン ポ ー ネン トが 生成さ れ READY 状態に なる ま

で 待つ た め の ウ ェイ トで す 。 こ の 例は サン プ ル なの で 、 コン ポ ー ネン トの 生成、 ア クティ ブ 化

ま で を MyModuleInit() に て 行っ て い ま す が 、 通常は 外部か ら 何ら か の 方法 (rtc-link を 用い

る 等) で 、 生成・ ア クティ ブ 化を 行い ま す 。

HelloRTWorldComp.cpp

#include <rtm/RtcManager.h>
#include <string>
#include "HelloRTWorld.h"

void MyModuleInit(RtcManager* manager)
{

HelloRTWorldInit(manager);

std::string name;
RtcBase* comp;
comp = manager->createComponent("HelloRTWorld", "Generic", name);
usleep(5000);
comp->rtc_start();

}
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int main (int argc, char** argv)
{

RTM::RtcManager manager(argc, argv);
// Initialize manager
manager.initManager();
// Activate manager and register to naming service
manager.activateManager();
// Initialize my module on this maneger
manager.initModuleProc(MyModuleInit);
// Main loop
manager.runManager();
return 0;

}

3.3.4 Makefile の 作成と ビ ル ド

上記 の HelloWorld.cpp, HelloWorld.h, HelloWorldComp.cpp の 3 つ の ソー スを 合わ せ

て 、 スタン ドア ロ ン コン ポ ー ネン トと ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル を ビ ル ドしま す 。 コン ポ ー ネン ト

を ビ ル ドす る た め の Makefile は お お よ そ 以 下の よ う に なり ま す 。

CXX_FLAGS お よ び LD_FLAGS は OpenRTM を ビ ル ドした 環 境に よ り 異 なり ま す 。 こ こ で は 、

omniORB を 使用して OpenRTM-aist が ビ ル ドさ れ た も の と して そ れ ぞ れ 、 下記 の よ う なコン

パ イ ル ・ リ ン クオプ ショ ン と なっ て い ま す が 、 ACE、 omniORB、 boost等の 依 存パ ッケー ジの

イ ン ストー ル 先に よ り こ れ ら の オプ ショ ン は 変わ っ て き ま す 。 自分の 環 境に 合わ せ た 適切なオ

プ ショ ン を 指定す る 必要が あ り ま す 。 後の 例で は こ こ で 示す 例よ り 、 よ り 汎用的な方法に つ い

て 解説しま す が 、 こ こ で は こ う い っ た コン パ イ ル ・ リ ン クオプ ショ ン が 必要なこ と を 理解して

く だ さ い 。

Makefile

CXXFLAGS = -I/usr/local/include -I/usr/local/include/rtm/idl
LDFLAGS = -L/usr/local/lib -lpthread -lACE -lboost_regex -lomniORB4 \

-lomnithread -lomniDynamic4 -lRTC
SHFLAGS = -shared
.SUFFIXES: .cpp .o .so

all: HelloRTWorldComp HelloRTWorld.so

.cpp.o:
rm -f $@
$(CXX) $(CXXFLAGS) -c -o $@ $<

.o.so:
rm -f $@
$(CXX) $(SHFLAGS) -o $@ $< $(LDFLAGS)

HelloRTWorldComp: HelloRTWorld.o HelloRTWorldComp.o
$(CXX) -o $@ HelloRTWorld.o HelloRTWorldComp.o $(LDFLAGS)

clean:
rm -f *~ *.o *.so *Comp

なお 、 こ の Makefile で は .o.so ル ー ル も 指定さ れ て お り 、 こ れ に よ り ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル
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コン ポ ー ネン ト HelloWorld.so も 同時に 生成す る よ う に なっ て い ま す 。 こ の コン ポ ー ネン ト

は 、 OpenRTM-aist 付属の コン ポ ー ネン トサー バ rtcd に ロ ー ドして 使用す る こ と が で き ま す 。

詳細に つ い て は 各種ツー ル の 使用法を 参照して く だ さ い 。

3.3.5 実行・ テスト

上記 の Makefile で ソー スを ビ ル ドして 、 実行フ ァ イ ル HelloWorldComp を 作成しま す 。 こ の

実行フ ァ イ ル を -f rtc.conf など の コン ポ ー ネン ト設定フ ァ イ ル を 引 数と して 与え て 実行し

ま す 。 実行す る と 図 3.8 の よ う に なり ま す 。

図 3.8: HelloRTWorldComp の 実行
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3.4 rtc-template を 使用した コン ポ ー ネン トの 作成

こ れ ま で 見て き た よ う に 、 コン ポ ー ネン ト化す る た め の コー ドと い う の は ほ と ん ど 決ま り き っ

た も の に なり ま す 。 OpenRTM-aist に は こ れ ら の コー ドを 自動的に 生成す る コー ドジェネレ ー

タ rtc-template が 付属して い ま す 。 こ こ か ら は 、 こ の rtc-template を 使用して コン ポ ー ネ

ン トを 作成す る 方法を 説明しま す 。

こ の コマ ン ドは 、 コン ポ ー ネン トの 名前や タイ プ 、 InPort/OutPort の 名前や 型を 与え て や る

と 、 RTコン ポ ー ネン トの C++(や Python) の ソー スコー ドの 雛形を 出力しま す 。 コン ポ ー ネ

ン トデベ ロ ッパ は 、 出力さ れ た 雛形の クラ スの 各ア クティ ビ ティ に 対応す る メ ソッドに 行い た

い 処理を 追加す る だ け で 、 コン ポ ー ネン トの 挙動を 記 述す る こ と が で き ま す 。

3.4.1 コン ポ ー ネン トの 仕様を 決め る

ま ず は じ め に 、 作成した い コン ポ ー ネン トの 仕様を 決定しま す 。 コン ポ ー ネン トを 作成す る

た め に 以 下の 項目を あ ら か じ め 決め る 必要が あ り ま す 。

• コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル 名

• コン ポ ー ネン トカテゴリ 名

• コン ポ ー ネン トタイ プ

• コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ の タイ プ

• InPort の 数、 名前、 変数型

• OutPort の 数、 名前、 変数型

「 コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル 名」 、「 コン ポ ー ネン トカテゴリ 名」 、「 コン ポ ー ネン トタイ

プ 」、「 コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ の タイ プ 」 は そ れ ぞ れ HelloRTWorld サン プ ル の ヘ ッダ

に お い て RtcModuleProfile 構造体に 指定した 、 RTC_MODULE_NAME, RTC_MODULE_CATEGORY,

RTC_MODULE_COMP_TYPE, RTC_MODULE_ACT_TYPE に 対応しま す 。

コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル 名

コン ポ ー ネン ト名は 、 他の ア プ リ ケー ショ ン 、 コン ポ ー ネン ト等か ら そ の コン ポ ー ネン トを

探す と き に 使用しま す 。 名前は 、 他の コン ポ ー ネン トと 衝突しない よ う に 、 で き る だ け 具 体的

な名前を つ け た ほ う が よ い で しょ う 。 名前の 付け 方に つ い て は 特に ガイ ドラ イ ン など は あ り ま

せ ん が 、 ユ ー ザが 増加し何ら か の ガイ ドラ イ ン を 設け る 必要が 発生した 場合に は 、 以 後の バ ー

ジョ ン に お い て ガイ ドラ イ ン を 設け る 可能性も あ り ま す 。

● 例: コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル 名

PA10 マ ニピ ュ レ ー タ

NittaFTSensor 力トル クセン サ

ForceControllerForPA10 PA10 を 力制御す る コン トロ ー ラ コン ポ ー ネン ト

: :
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コン ポ ー ネン トカテゴリ 名

コン ポ ー ネン トの カテゴリ を あ ら わ す 名前を 指定しま す 。 名前は 、 そ の コン ポ ー ネン トの カ

テゴリ を 表す の に 適切な名前を つ け た ほ う が よ い で しょ う 。 名前の 付け 方に つ い て は 特に ガイ

ドラ イ ン など は あ り ま せ ん が 、 ユ ー ザが 増加し何ら か の ガイ ドラ イ ン を 設け る 必要が 発生した

場合に は 、 以 後の バ ー ジョ ン に お い て ガイ ドラ イ ン を 設け る 可能性も あ り ま す 。

● 例: コン ポ ー ネン トカテゴリ 名

Manipulator マ ニピ ュ レ ー タ

FTSensor 力トル クセン サ

Controller コン トロ ー ラ

: :

コン ポ ー ネン トタイ プ

コン ポ ー ネン トの タイ プ と は 、 生成さ れ る コン ポ ー ネン トの イ ン スタン スの 形式を 指しま す 。

コン ポ ー ネン トタイ プ に は 以 下の も の が あ り ま す 。

● コン ポ ー ネン トタイ プ

STATIC コン ポ ー ネン トは マ ネー ジャ に 登録さ れ る と 同時に イ ン ス

タン ス化さ れ 、 新た に 生成す る こ と は で き ない 。 ハ ー ドウ

エア に 密接に 関 係す る コン ポ ー ネン ト等は こ の タイ プ に す

る と ハ ー ドウ エア と コン ポ ー ネン トの 対応が と り や す い 。

UNIQUE コン ポ ー ネン トは 動的に 生成・ 削除す る が で き る が 、 com-

ponent0 と component1 は 異 なる 内部状態を 持ち 交換 可

能で は ない 。

COMMUTATIVE コン ポ ー ネン トは 、 互い に 交換 可能。 ソフ トウ エア の ロ ジッ

クの みの コン ポ ー ネン トは こ の タイ プ に なる 。

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ の タイ プ

コン ポ ー ネン トの 内部の 活動の 形式に よ り 以 下の タイ プ が あ り ま す 。

● コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ タイ プ
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PERIODIC コン ポ ー ネン トの 活動は 一 定周期 で 行わ れ ま す 。 た だ し、

動作周期 を 守れ る か 否か は 、 OS に 依 存しま す 。 リ ア ル タ

イ ム OS(ART-LINUX) を 使用す れ ば 一 定周期 動作を 行わ

せ る こ と は で き ま す が 、 非リ ア ル タイ ム OS で は 厳密な周

期 動作を さ せ る こ と は 不可能で す 。

SPORADIC コン ポ ー ネン トの 活動の 周期 は 一 定で は ない が 、 繰り 返し

行わ れ ま す 。

EVENT DRIVEN 外部か ら の オペ レ ー ショ ン に よ り 受動的に 動作しま す 。

InPort の 数、 名前、 変数型

InPort と は 外部か ら の デー タを 受け 取る 口に 当た り ま す 。 コン ポ ー ネン トは 複数の InPort を

持つ こ と が で き ま す 。 InPort に は 名前を つ け 、 外部の ア プ リ ケー ショ ン や コン ポ ー ネン トは そ

の 名前に よ り InPort を 特定しま す 。

名前

● 例: InPort の 名前

”velocity” 速度

”reference” 目標値

”position” 位 置

変数型

InPort に は 幾 つ か の 決ま っ た 変数型の も の が あ ら か じ め 用意 さ れ て い ま す 。 型の 種類は 値を

ひ と つ しか 保持しない も の と 、 配列と して 複数の 値を 保持で き る シー ケン ス型が あ り ま す 。

● InPort/OutPort の 変数型

TimedShort タイ ム スタン プ つ き 符号付 Short Int 型

TimedLong タイ ム スタン プ つ き 符号付 Long Int 型

TimedUShort タイ ム スタン プ つ き 符号なし Short Int 型

TimedULong タイ ム スタン プ つ き 符号なし Long Int 型

TimedFloat タイ ム スタン プ つ き Float 型

TimedDouble タイ ム スタン プ つ き Double 型

TimedChar タイ ム スタン プ つ き Char 型

TimedBoolean タイ ム スタン プ つ き Boolean 型

TimedOctet タイ ム スタン プ つ き Octet 型

TimedString タイ ム スタン プ つ き String 型
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● InPort/OutPort の 変数型 (シー ケン ス)

TimedShortSeq タイ ム スタン プ つ き 符号付 Short Int シー ケン ス型

TimedLongSeq タイ ム スタン プ つ き 符号付 Long Int シー ケン ス型

TimedUShortSeq タイ ム スタン プ つ き 符号なし Short Int シー ケン ス型

TimedULongSeq タイ ム スタン プ つ き 符号なし Long Int シー ケン ス型

TimedFloatSeq タイ ム スタン プ つ き Float シー ケン ス型

TimedDoubleSeq タイ ム スタン プ つ き Double シー ケン ス型

TimedCharSeq タイ ム スタン プ つ き Char シー ケン ス型

TimedBooleanSeq タイ ム スタン プ つ き Boolean シー ケン ス型

TimedOctetSeq タイ ム スタン プ つ き Octet シー ケン ス型

TimedStringSeq タイ ム スタン プ つ き String シー ケン ス型

OpenRTM-aist に お い て は こ れ ら の 型 を CORBA 経由で 交換 可能な型と して

RTCDataType.idl 内で 定義 して い ま す 。 ユ ー ザは 必要なら ば 、 RTCDataType.idl に 構

造体を 追加す る こ と で 、 新た な型を 使用す る こ と が 出来ま す が 、 こ こ で は そ の 詳細は 割 愛 し

ま す 。。

OutPort の 数、 名前、 変数型

OutPort と は 外部か ら の デー タを 受け 取る 口に 当た り ま す 。 コン ポ ー ネン トは 複数の OutPort

を 持つ こ と が で き ま す 。 OutPort に は 名前を つ け る こ と が で き 、 外部の ア プ リ ケー ショ ン や コ

ン ポ ー ネン トは そ の 名前に よ り OutPort を 特定しま す 。

名前

● 例: InPort の 名前

”velocity” 速度

”reference” 目標値

”position” 位 置

変数型

OutPort に は InPort と 同様の 決ま っ た 変数型の も の が あ ら か じ め 用意 さ れ て い ま す 。 型の 種

類は InPort と 同じ で 、 同じ 型同士の InPort と OutPort の みが デー タを や り 取り で き ま す ( 3.9)。
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TimedFloat

TimedLong

TimedFloat

図 3.9: InPort と OutPort の 型と 接続

3.4.2 rtc-template を 使用して 雛形を 作成す る

上記 の 項目を 決め た ら 、 コン ポ ー ネン トの テン プ レ ー トジェネレ ー タ: rtc-template を 使

用して コン ポ ー ネン トの 雛形を 作成す る こ と が で き ま す 。

こ こ で は 以 下の 仮定に 基 づ き 、 コン ポ ー ネン トを 作成して い き ま す 。

ア クティ ビ ティ の 処理

マ ニピ ュ レ ー タ制御用の ラ イ ブ ラ リ が 存在し、 ラ イ ブ ラ リ の 関 数に は 以 下の よ う なも の が あ

る と 仮定しま す 。

● 例: マ ニピ ュ レ ー タ制御用ラ イ ブ ラ リ 関 数の 例

manipulator init() : マ ニピ ュ レ ー タの 初期 化

manipulator on() : マ ニピ ュ レ ー タの サー ボ を ON に す る

manipualtor off() : マ ニピ ュ レ ー タの サー ボ を OFF に す る

manipulator setpos() : マ ニピ ュ レ ー タの 手先の 目標値を 設定す る

manipulator getpos() : マ ニピ ュ レ ー タの 手先の 位 置姿勢を 取得す る

manipulator emgstop() : マ ニピ ュ レ ー タを 緊急 停止さ せ る

manipulator destroy() : マ ニピ ュ レ ー タの リ ソー スを 開放す る

● コン ポ ー ネン トの 仕様
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コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル 名 MyManipulator

コン ポ ー ネン トカテゴリ 名 Manipulator

コン ポ ー ネン トタイ プ STATIC

コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ タイ プ PERIODIC

InPort の 数 1個: 目標値を 受け 取る

InPort の 名前 ”pos”

InPort の 変数型 TimedFloatSeq

OutPort の 数 1個: 現在位 置を 出力す る

OutPort の 名前 ”pos”

OutPort の 変数型 TimedFloatSeq

rtc-template で 雛形を 作成

コン ポ ー ネン トを 作成す る デイ レ クトリ (任意 の ディ レ クトリ で 結構で す 。 ) を 作成して 、 そ

こ で コン ポ ー ネン トを 作成しま す 。

> cd

> mkdir MyManipulator

> cd MyManipulator

ま ず は help を 見て みま す 。

> rtc-template --help

Usage: rtc-template [OPTIONS]

Options:

[--help] Print this help.

[--c++] Generate C++ template code.

[--python] Generate Python tempalte code.

[--output[=output_file]] Output base file name.

[--module-name[=name]] Your module name.

[--module-desc[=description]] Module description.

[--module-version[=version]] Module version.

[--module-author[=author]] Module author.

[--module-category[=category]] Module category.

[--module-comp-type[=component_type]] Component type.

[--module-act-type[=activity_type]] Component’s activity type.

[--module-max-inst[=max_instance]] Number of maximum instance.

[--module-lang[=language]] Language.

[--module-inport[=PortName:Type]] InPort’s name and tyoe.

[--module-outport[=PortName:Type]] OutPort’s name and type

:

中略

:

Example:

rtc-template --c++ --module-name=Sample --module-desc=’Sample component’ \

--module-version=0.1 --module-author=DrSample --module-category=Generic \

--module-comp-type=COMMUTATIVE --module-act-type=SPORADIC \

--module-max-inst=10 \

--module-inport=Ref:TimedFloat --module-inport=Sens:TimedFloat \

--module-outport=Ctrl:TimedDouble --module-outport=Monitor:TimedShort
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rtc-template に 作成した い コン ポ ー ネン トの 設定を 引 数と して 渡す と 、 コン ポ ー ネン トの

雛形の ソー スコー ドを 作成しま す 。 こ こ で は 、 上記 の 仕様に した が っ て 、 オプ ショ ン を 指定し

雛形を 作成しま す 。

> rtc-template --c++ --module-name=MyManipulator \

--module-desc=’My simple manipulator’ \

--module-version=0.1 --module-author=MyName --module-category=Manipulator \

--module-comp-type=STATIC --module-act-type=PERIODIC \

--module-max-inst=1 \

--module-inport=posin:TimedFloatSeq --module-outport=posout:TimedFloatSeq

MyManipulator.h was generated.

MyManipulator.cpp was generated.

MyManipulatorComp.cpp was generated.

Makefile.MyManipulator was generated.

> ls

Makefile.MyManipulator MyManipulator.h MyManipulatorComp.cpp

MyManipulator.cpp MyManipulator.h

MyManipulator.cpp MyManipulatorComp.cpp

こ の よ う に 、 コン ポ ー ネン トの C++の コー ドと Makefile が 作成さ れ ま す 。 こ こ で 、

> make -f Makefile.MyManipulator

も しく は

> mv Makefile.MyManipulator Makefile

と して make して みま す 。

> make

rm -f MyManipulator.o

g++ ‘rtm-config --cflags‘ -c -o MyManipulator.o MyManipulator.cpp

:

中略

:

g++ ‘rtm-config --libs‘ -o MyManipulatorComp MyManipulator.o MyManipulatorComp.o

rm -f MyManipulator.so

g++ -shared ‘rtm-config --libs‘ -o MyManipulator.so MyManipulator.o

> ls

Makefile.MyManipulator MyManipulator.o MyManipulatorComp.cpp

MyManipulator.cpp MyManipulator.so* MyManipulatorComp.o

MyManipulator.h MyManipulatorComp*

こ れ で 、 ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル 版の コン ポ ー ネン ト (MyManipulator.so) と 実行形式の コン

ポ ー ネン ト (MyManipulatorComp) が 作成さ れ ま した 。 しか し、 ま だ ア クティ ビ ティ に 何も 記 述

して い ない の で 、 こ の コン ポ ー ネン トは 何も 仕事を しま せ ん 。 コン ポ ー ネン トに 行わ せ た い 処

理を 作成さ れ た 雛形に 埋め 込ん で い く こ と で 、 コン ポ ー ネン トを 作成して い き ま す 。
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3.4.3 コン ポ ー ネン トの ソー スコー ドを 見て みる

rtc-template に よ っ て 生成さ れ た コン ポ ー ネン トの ソー スコー ドを 見て みて く だ さ い 。 Hel-

loRTWorld コン ポ ー ネン トで 作成した の と ほ ぼ 同じ で 、 コン ポ ー ネン ト名、 InPort/OutPort

の 部分が 指定した も の で 置き 換 え ら れ た ソー スコー ドに なっ て い ま す 。

● rtc-template に よ り 生成さ れ る フ ァ イ ル

MyManipulator.h MyManipulator コン ポ ー ネン トの ヘ ッダフ ァ イ ル 。

MyManipulator.cpp MyManipulator コン ポ ー ネン トの ソー スフ ァ イ ル 。

MyManipulatorComp.cpp MyManipulator コン ポ ー ネン トの スタン ドア ロ ン コン ポ ー ネ

ン トの た め の ソー スフ ァ イ ル 。

Makefile ビ ル ドす る た め の Makefile。

た と え ば 、 ヘ ッダ MyManipulator.h に は 以 下の 記 述が あ る は ず で す 。

MyManipulator.h

class MyManipulator
: public RTM::RtcBase

{
public:
MyManipulator(RtcManager* manager);

// virtual RtmRes rtc_ready_entry();
// virtual RtmRes rtc_ready_do();
// virtual RtmRes rtc_ready_exit();
// virtual RtmRes rtc_active_entry();
virtual RtmRes rtc_active_do();
// virtual RtmRes rtc_active_exit();
// virtual RtmRes rtc_error_entry();
// virtual RtmRes rtc_error_do();
// virtual RtmRes rtc_error_exit();
// virtual RtmRes rtc_fatal_entry();
// virtual RtmRes rtc_fatal_do();
// virtual RtmRes rtc_fatal_exit();
// virtual RtmRes rtc_init_entry();
// virtual RtmRes rtc_starting_entry();
// virtual RtmRes rtc_stopping_entry();
// virtual RtmRes rtc_aborting_entry();
// virtual RtmRes rtc_exiting_entry();

TimedFloatSeq m_posin;
InPortAny<TimedFloatSeq> m_posIn;
TimedFloatSeq m_posout;
OutPortAny<TimedFloatSeq> m_posOut;

};

た く さ ん 並ん で い る rtc_xxx_yyy() と い う メ ソッドは 状態に 対応す る メ ソッドで す 。 各状

態遷移 に つ い て は 、 図 3.7 (p.33) の 状態遷移 図お よ び 説明を 参照して く だ さ い 。

3.4.4 使用す る ア クティ ビ ティ を 決め る

さ て 、 図 3.7 の 状態遷移 図を 念頭に お い て 、 ア クティ ビ ティ に お い て 行う 処理を 決め て い き

ま す 。 埋め 込む ラ イ ブ ラ リ の 動作と 状態の 意 味を 考え なが ら 、 各状態で 実際行い た い 処理を 割

り 当て て く だ さ い 。 INITIALIZING 状態で は 初期 化、 STARTING 状態で は ACTIVE 状態に 入る 直
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前に 行う 処理、 ACTIVE 状態で は メ イ ン と なる 周期 処理、 STOPPING 状態で は ACTIVE 状態か ら

待機 (READY)状態へ 移 行す る と き に 行う べ き 処理、 と い っ た 形で 対応さ せ て ゆ き ま す 。

こ れ か ら 作成す る MyManipulator コン ポ ー ネン トは 各状態で 以 下の よ う な処理を 実行す る

よ う に しま す 。
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● 処理の 内容

rtc_init_entry() ラ イ ブ ラ リ の 初 期 化 処 理 を 行 う た め に

manipulator_init() を 呼び 出す 。

manipulator_init() は 初期 化が 成功した か ど う か を

戻り 値 (bool型) で 知ら せ る も の と 仮定す る 。

rtc_starting_entry() マ ニ ピ ュ レ ー タ の サー ボ を ON に す る た め に 、

manipulator_on() を 呼び 出す 。

manipulator_on() は サー ボ ON の 処理が 成功した か

ど う か を 戻り 値 (bool型) で 知ら せ る も の と 仮定す る 。

rtc_stopping_entry() マ ニピ ュ レ ー タの サー ボ を OFF に す る た め に 、

manipulator_off() を 呼び 出す 。

manipulator_off() は サー ボ OFF の 処理が 成功した

か ど う か を 戻り 値 (bool型) で 知ら せ る も の と 仮定す

る 。

rtc_active_do() マ ニピ ュ レ ー タに InPort か ら 入っ て き た 位 置指令

を manipulator_setpos() で 設定し、 現在位 置を

manipulator_getpos() で 取得し OutPort に 出力す

る 。

rtc_aborting_entry() RTC_ACTIVE状態で 何ら か の エラ ー が 生じ 緊急 停止を さ

せ る た め manipulator_emgstop() を 呼び 出す 。

rtc_exiting_entry() コン ポ ー ネン トの 終了処理。 リ ソー スを 開放す る た め

に manipulator_destroy() を 呼び 出す 。

3.4.5 実装

以 上の よ う に 各状態で 行う こ と を 決定した ら 、 そ れ ぞ れ の 状態に 対応す る メ ソッドを 実装し

て い き ま す 。

安 全なコン ポ ー ネン トを 作成す る た め に は 、 エラ ー を 適切に 処理す る こ と が 大変重要と なり

ま す 。 ど の よ う な場合に ERROR 状態に 遷移 さ せ 、 ど の よ う な場合に は FATAL_ERR 状態に 遷移

さ せ る か を よ く 考え て 実装しま しょ う 。

状態: RTC INITIALIZING, メ ソッド: rtc init entry() の 実装

MyManipulator.h

virtual RtmRes rtc_init_entry();

出力さ れ た 雛形で は コメ ン トを は ず す だ け で す 。
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MyManipulator.cpp

RtmRes MyComponent::rtc_init_entry()
{

if (!manipulator_init())
{

return RTM_ERR;
}
return RTM_OK;

}

こ こ で は 、 manipulator_init() の 戻り 値を 見て 、 true で あ れ ば 、 RTM_OK を 返して い ま す 。

状態に 対応す る メ ソッドで は 、 戻り 値 RtmRes に 以 下の 値を と り ま す 。

● 終了状態と 戻り 値

RTM OK : 正常終了

RTM ERR : エラ ー 終了

RTM FATAL ERR : 致命的エラ ー 終了

正常終了で は 、 そ の ま ま 次の 状態へ 遷移 しま す 。 こ の 場合で は 、 RTC_READY 状態に 遷移 し

ま す 。 エラ ー 終了す る と エラ ー 状態に 入り ま す 。 エラ ー 状態で は 、 外部か ら 再度初期 化す る こ

と に よ り RTC_INITIALIZE 状態に 戻る こ と が で き ま す 。 致命的エラ ー 終了の 場合は 、 復帰 で き

ま せ ん 。 逆 に 、 復帰 不可能なエラ ー と して 処理した い 場合に は 、 致命的エラ ー 状態へ 遷移 さ せ

ま す 。

状態: RTC STARTING, メ ソッド rtc starting entry() の 実装

MyManipulator.h

virtual RtmRes rtc_starting_entry();

出力さ れ た 雛形で は コメ ン トを は ず す だ け で す 。

MyManipulator.cpp

RtmRes MyComponent::rtc_starting_entry()
{

if (!manipulator_on())
{

return RTM_ERR;
}
return RTM_OK;

}
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manipulator_on() の 戻り 値に 応じ て RTM_OK ま た は RTM_ERR を 返しま す 。

状態: RTC STOPPING, メ ソッド: rtc stopping entry() の 実装

MyManipulator.h

virtual RtmRes rtc_stopping_entry();

出力さ れ た 雛形で は コメ ン トを は ず す だ け で す 。

MyManipulator.cpp

RtmRes MyComponent::rtc_stopping_entry()
{

if (!manipulator_off())
{
return RTM_ERR;

}
return RTM_OK;

}

manipulator_off() の 戻り 値に 応じ て RTM_OK ま た は RTM_ERR を 返しま す 。

状態: RTC ACTIVE, メ ソッド: rtc active do() の 実装

MyManipulator.h

virtual RtmRes rtc_active_do();

出力さ れ た 雛形で は コメ ン トを は ず す だ け で す 。

次に rtc_active_do() を 実装して い き ま す 。

rtc_active_do() で は マ ニ ピ ュ レ ー タ に InPort か ら 入っ て き た 位 置指令 を

manipulator_setpos() で 設定し、 現在位 置を manipulator_getpos() で 取得し Out-

Port に 出力しま す 。 InPort は m_posIn.read() に よ り デー タを 読み込みま す 。
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MyManipulator.cpp

RtmRes MyComponent::rtc_active_do()
{

float pos_in[6];
float pos_out[6];

// InPort か ら デー タ読み込み
m_posin = m_posIn.read();

// InPort に 規 定数の デー タが 入っ て い る か 確 認
if (m_posin.data.length() == 6)
{

for (int i = 0; i < 6; i++)
{

pos_in[i] = m_posin.data[i];
}
// 位 置デー タを セット
if (!manipulator_setpos(pos_in))
{
return RTM_ERR;

}
}

// 現在位 置を 取得
if (!manipulator_getpos(pos_out))
{

return RTM_ERR+
}

// OutPort に 出力
m_posout.data.length(6);
for (int i = 0; i < 6; i++)
{

m_posout.data[i] = pos_out[i];
}
m_posOut.write(m_posout);

return RTM_OK;
}

TimedFloatSeq 型 (と そ の 他の シー ケン ス型) は 構造体で 、 時間 tm と デー タ data の メ ン バ

を 持ち ま す 。 data は シー ケン ス型に なっ て い て 、

● InPort/OutPortデー タ型へ の ア クセス

m_poin.data[1] 添え 字に よ る ア クセス

m_posin.data.length() 要素数の 取得

m_posin.data.length(10) 領域 の 確 保

など が 行え ま す 。 OutPort も 同様で 、 manipulator_getpos() で マ ニピ ュ レ ー タの 手先位 置

を 配列と して 取得した あ と に 、 m_posout に デー タを コピ ー し、 最後に

m_posOut.write(m_posout);
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に よ り OutPort に 出力して い ま す 。 InPort, OutPort の メ ソッドの 詳細は マ ニュ ア ル も しく

は ソー スコー ドを 見て く だ さ い 。

状態: RTC ABORTING, メ ソッド: rtc aborting entry() の 実装

MyManipulator.h

virtual RtmRes rtc_aborting_entry();

出力さ れ た 雛形で は コメ ン トを は ず す だ け で す 。

MyManipulator.cpp

RtmRes MyComponent::rtc_aborting_entry()
{

if (!manipulator_emgstop())
{
return RTM_FATAL_ERR;

}
return RTM_OK;

}

RTC_ACTIVE 状態で エラ ー が 発生した 場合、 緊急 停止しなけ れ ば なら ない と 仮定しま す 。 そ

こ で 、 rtc_aborting_entry() で manipulator_emgstop() を 呼び 出しま す 。 戻り 値に 応じ て

RTM_OK ま た は RTM_ERR を 返しま す 。

状態: RTC EXITING, メ ソッド: rtc exiting entry() の 実装

MyManipulator.h

virtual RtmRes rtc_exiting_entry();

出力さ れ た 雛形で は コメ ン トを は ず す だ け で す 。

MyManipulator.cpp

RtmRes MyComponent::rtc_exiting_entry()
{

manipulator_destroy();
return RTM_OK;

}

リ ソー スを 開放しま す 。 こ の 状態で は 終了す る 他ない た め RTM_OK しか 返しま せ ん 。
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3.4.6 make お よ び 実行

ソー スが 完 成した ら 、 再び makeしま す 。 manipulator ラ イ ブ ラ リ を リ ン クす る た め に Make-

file.MyManipulator を 書き 換 え る 必要が あ る か も しれ ま せ ん 。

> make -f Makefile.MyManipulator

実行形式の コン ポ ー ネン トを 実行して みま す 。 コン ポ ー ネン トの 実行に は コン フ ィ ギュ レ ー

ショ ン フ ァ イ ル (通常は rtc.conf と い う 名前) が 必要で す 。 正式なコン フ ィ ギュ レ ー ショ ン フ ァ

イ ル は OpenRTM の ソー スの etc/rtc.conf.sample を 参考に して く だ さ い 。 こ こ で は 、 簡 易

版の も の を カレ ン トディ レ クトリ に 作成しま す 。

NameServer 現在の PC の ホ スト名:ポ ー ト番号

こ こ で 、 仮に ホ スト名： rtm.or.jp ポ ー ト番号:6789 と しま す 。

> cat > rtc.conf

NameServer rtm.or.jp:6789 (こ の よ う に 入力す る )

\verb|^|D(Ctrl+D)

> cat rtc.conf (確 認)

NameServer rtm.or.jp:6789

次に 、 CORBA の ネー ミ ン グサー ビ スを 起 動しま す 。 CORBA の ネー ミ ン グサー ビ スは 、

> rtm-naming ポ ー ト番号

で 起 動で き ま す の で 、 先ほ ど rtc.conf で 指定した ポ ー ト番号を 指定して 起 動して く だ さ い 。
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> rtm-naming 6789

Starting omniORB omniNames: ichi:9999

n-ando@ichi:/tmp/SampleComponent>

Fri Oct 29 17:12:51 2004:

Starting omniNames for the first time.

Wrote initial log file.

Read log file successfully.

Root context is IOR:010000002b00000049444c3a6f6d672e6f72672f436f734e616d696e672f

4e616d696e67436f6e746578744578743a312e300000010000000000000060000000010102000e00

00003135302e32392e39362e313638000f270b0000004e616d655365727669636500020000000000

0000080000000100000000545441010000001c000000010000000100010001000000010001050901

01000100000009010100

Checkpointing Phase 1: Prepare.

Checkpointing Phase 2: Commit.

Checkpointing completed.

次に 、 コン ポ ー ネン トを 起 動しま す 。 こ の コン ポ ー ネン トは 、 位 置指令を 受け 取る こ と で 初

め て 動作す る コン ポ ー ネン トで す の で 、 起 動した だ け で は 何も 起 こ り ま せ ん 。 上記 と 同様の 手

順で 、 位 置指令を 与え る コン ポ ー ネン トと 、 現在位 置を 受け 取る コン ポ ー ネン トなど を 作成し

そ れ ら を 接続す る こ と で 、 システム を 構成しま す 。

> MyManipulatorComp -f rtc.conf
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本章で は 、 OpenRTM-aist に 付属の ツー ル に つ い て 説明しま す 。 OpenRTM-aist に は 開発を サ

ポ ー トす る た め の ツー ル 群が い く つ か 用意 さ れ て い ま す 。 ま だ 、 基 本的なツー ル しか あ り ま せ

ん が 、 今後ユ ー ザの 要望に 沿 う 形で 増や して 行く 予定で す 。

4.1 RTCLink

RTコン ポ ー ネン トを 組み合わ せ て システム を 構築す る に は い く つ か の 方法が あ り ま す 。

• GUI に よ る 方法

• XML に よ る 方法

• スクリ プ トに よ る 方法

• コン ポ ー ネン トか ら の 直接ア クセス

• 通常の ア プ リ ケー ショ ン か ら の 直接ア クセス

こ の う ち 、 も っ と も 直感 的で わ か り や す い システム 構築法は こ れ か ら 説明す る GUI(RTCLink)

に よ る 構築方法で す 。 こ の 方法は コン ポ ー ネン トの InPort/OutPort を マ ウ スに よ る ドラ ッグ

ア ン ドドロ ップ で 接続し、 GUI か ら の 操作で コン ポ ー ネン トの ON/OFF を 行う こ と に よ り シ

ステム を 組み立て 動作さ せ る こ と が 出来ま す 。 直感 的で わ か り や す く 、 システム の 組み換 え も

簡 単に 行え る た め 、 コン ポ ー ネン トの テスト段階や システム 構築の テスト段階に よ り 適して い

る 方法で す 。

4.1.1 動作条件

RTCLink は Python の ツー ル キットの ひ と つ で あ る wxPython で 記 述さ れ て い ま す 。 した

が っ て 、 Python と wxPython が 動作す る 環 境で あ れ ば ど の OS上で も 動作さ せ る こ と が 出来

ま す 。

動作条件は 以 下の と お り で す 。

● RTCLink 動作条件

Python Python 2.3 以 上

wxPython wxPython 2.5.1.5u

OpenRTM aist-0.2.0 以 上
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4.1.2 起 動

RTCLink を 起 動さ せ る と 図 4.1 の よ う なウ イ ン ドウ が 現れ ま す 。

図 4.1: RTCLink

RTCLink は 大き く 分け て 以 下の 4 つ の ウ イ ン ドウ か ら 構成さ れ て い ま す 。

• ネー ミ ン グウ イ ン ドウ

• ロ グウ イ ン ドウ

• プ ロ フ ァ イ ル ウ イ ン ドウ

• システム ドロ ー ウ イ ン ドウ

4.1.3 ネー ミ ン グウ イ ン ドウ

左側の ウ イ ン ドウ は ネー ミ ン グサー ビ スに 登録さ れ て い る コン ポ ー ネン トネー ム ツリ ー を 表

示す る ウ イ ン ドウ で す 。 コン ポ ー ネン トは 起 動さ れ る と 所定の ネー ミ ン グサー ビ ス (設定フ ァ イ

ル ： 通常は rtc.conf に 記 述さ れ て い る ネー ミ ン グサー ビ ス) に 自分の 名前を 登録しま す 。 ネー

ミ ン グウ イ ン ドウ で は そ の 名前を 見る こ と が 出来ま す 。

名前の 登録の 仕方に は 2 つ の 種類が あ り ま す 。

● 名前の 登録の 仕方
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ロ ン グネー ム ホ ストコン テキスト/マ ネー ジャ コン テキスト/カテゴリ コン テキス

ト/モ ジュ ー ル コン テキスト/コン ポ ー ネン トか ら なる 階層に よ り 定

義 さ れ る 名前。 一 意 性が 保証さ れ 、 名前が 衝突す る こ と は ない 。 デ

フ ォル トで は こ の 名前が ネー ム サー ビ スに 登録さ れ ま す 。

エイ リ ア ス コン ポ ー ネン トの 別名。 ユ ー ザが 任意 の 階層構造で 名前を 登録す る

こ と が 出来る 。 も ち ろ ん 、 階層化しない 登録も 可能。 た だ し、 一 意 性

は 保証さ れ ない た め ユ ー ザが 名前の 衝突を 起 こ さ ない よ う に 考慮す

る 必要が あ る 。 も し名前の 衝突が 発生した 場合に は 、 古い オブ ジェ

クトは 新しい オブ ジェクトで 上書き さ れ る 。

エイ リ ア スの 登録の 仕方は RtcBase クラ スリ フ ァ レ ン ス appendAlias() の 項を 参照して く

だ さ い 。

4.1.3.1 ネー ム サー バ へ の 接続

起 動時、 RTCLink は デフ ォル トの ネー ム サー バ へ 接続しま す 。 デフ ォル トの ネー ム サー バ

は 、 最後に 接続した ネー ム サー バ (履歴フ ァ イ ル が 存在す る 場合) も しく は 、 ロ ー カル ホ スト上

の ネー ム サー バ に なり ま す 。

現在接続して い る ネー ム サー バ は ツリ ー の ル ー トア イ テム の ラ ベ ル と して 表示さ れ て い ま す 。

現在と 異 なる ネー ム サー バ へ 接続した い 場合に は 、

● ネー ム サー バ へ の 接続

ツー ル バ ー 上の ボ タン を 押す

メ ニュ ー バ ー の 「 File」 -「 Connect Name Server」 を 選択す る

ネー ミ ン グツリ ー の ル ー トア イ テム 上で 右 クリ ックし 「 Connect」 を 選択す る

の い ず れ か の 方法で ネー ム サー バ 接続ダイ ア ロ グを 表示さ せ ま す (図 4.2)。

図 4.2: ネー ム サー バ 接続ダイ ア ロ グ

接続した い ネー ム サー バ の ア ドレ スと ポ ー ト番号を name_server:port の 形式で 入力しOK

を 押す と 接続さ れ ま す 。 ポ ー ト番号が 省略さ れ た 場合 omniORB の デフ ォル トの ネー ム サー ビ

スポ ー ト番号が 使用さ れ ま す 。
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4.1.3.2 ア イ テム と コン テキストメ ニュ ー

ネー ミ ン グツリ ー 上で 表示さ れ る ア イ テム は 以 下の と お り で す 。

ホ ストコン テキスト

マ ネー ジャ コン テキスト

カテゴリ コン テキスト

モ ジュ ー ル コン テキスト

コン ポ ー ネン ト

ネー ミ ン グツリ ー の ア イ テム 上で 右 クリ ックを す る と 、 ア イ テム 毎の コン テキストメ ニュ ー

が 表示さ れ ま す 。

各ア イ テム に お け る コン テキストメ ニュ ー は 以 下の よ う に なっ て い ま す 。

● マ ネー ジャ コン テキスト (未実装)

Create コン ポ ー ネン トの 生成

Load モ ジュ ー ル の ロ ー ド

Delete ネー ミ ン グコン テキストの 削除

● モ ジュ ー ル コン テキスト (未実装)

Create コン ポ ー ネン トの 生成

Delete ネー ミ ン グコン テキストの 削除

● コン ポ ー ネン ト

Start コン ポ ー ネン トの 起 動

Stop コン ポ ー ネン トの 停止

Reset コン ポ ー ネン トの リ セット

Exit コン ポ ー ネン トの 終了

Kill コン ポ ー ネン トの 強制終了

Delete ネー ミ ン グコン テキストの 削除

Profile コン ポ ー ネン トプ ロ フ ァ イ ル

4.1.4 ロ グウ イ ン ドウ

OpenRTM で は ネー ム サー ビ スの ネー ム スペ ー ス内に グロ ー バ ル なロ グ収集コン ポ ー ネン ト

(GlobalLogger) を トップ レ ベ ル に お く こ と が 出来ま す 。 さ ら に 、 コン ポ ー ネン トか ら 出力さ れ
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る ロ グメ ッセー ジを こ の ロ グ収集コン ポ ー ネン トに 集め る こ と が 出来ま す 。 ロ グウ イ ン ドウ は

こ の GlobalLogger に 入力さ れ た ロ グメ ッセー ジを 表示す る こ と で 、 全て の コン ポ ー ネン トが

出力す る ロ グメ ッセー ジを 常時監 視す る こ と が 出来ま す 。

4.1.5 プ ロ フ ァ イ ル ウ イ ン ドウ

コン ポ ー ネン トの プ ロ フ ァ イ ル を 表示す る ウ イ ン ドウ で す 。 表示さ れ る プ ロ フ ァ イ ル は 以 下

の と お り で す 。

Instance ID コン ポ ー ネン トイ ン スタン ス ID (コン ポ ー ネン ト名)

Implementation ID コン ポ ー ネン ト実装 ID (モ ジュ ー ル 名)

Maker コン ポ ー ネン トの 作成者

Description コン ポ ー ネン トの 概要説明

Version コン ポ ー ネン トの バ ー ジョ ン

Category コン ポ ー ネン トの カテゴリ

Component Type コン ポ ー ネン トタイ プ

Activity Type ア クティ ビ ティ タイ プ

Max Instance 最大の イ ン スタン ス数

Language コン ポ ー ネン ト記 述言語

Language Type コン ポ ー ネン ト記 述言語タイ プ

InPort Profile InPort の プ ロ フ ァ イ ル

OutPort Profile OutPort の プ ロ フ ァ イ ル

4.1.6 システム ドロ ー ウ イ ン ドウ

中央部は システム 構築の た め の システム ドロ ー ウ イ ン ドウ で す 。 マ ル チウ イ ン ドウ (UNIX で

は タブ ウ イ ン ドウ )表示と なっ て い ま す 。

● システム ドロ ー ウ イ ン ドウ の 表示

• ツー ル バ ー 上の ボ タン を 押す

• メ ニュ ー バ ー の 「 File」 -「 New System」 を 選択す る

システム ドロ ー ウ イ ン ドウ は 、 ツー ル バ ー の ボ タン を 押す か 、 メ ニュ ー バ ー の 「 File」 -

「 New System」 を 選択す る こ と で 新規 に 開く こ と が 出来ま す 。 こ こ に ネー ミ ン グウ イ ン ドウ か

ら コン ポ ー ネン トを ドラ ッグア ン ドドロ ップ し、 システム を 組み立て て ゆ き ま す 。
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4.1.7 システム ドロ ー ウ イ ン ドウ 上で の システム 構築

4.1.7.1 コン ポ ー ネン トの 配置

ネー ミ ン グツリ ー ウ イ ン ドウ を クリ ックして ツリ ー を 展開して ゆ き ま す 。

ツリ ー 画面上に 当該コン ポ ー ネン ト名が ない 場合は 、 以 下の 点を 確 認して く だ さ い 。

• ネー ミ ン グサー ビ スが 起 動して い る か ど う か ？ (起 動及 び ポ ー ト番号の 確 認)

• コン ポ ー ネン トが 起 動して い る か ど う か ？

ツリ ー 画面上の コン ポ ー ネン ト名 ( ) を マ ウ スの 左ボ タン を 押して ドラ ッグし、 システム

ドロ ー ウ イ ン ドウ に ドロ ップ しま す 。 す る と 、 コン ポ ー ネン トブ ロ ックが 表示さ れ ま す 。

起 動さ れ て い ない コン ポ ー ネン トを ドラ ッグ&ドロ ップ した 場合に は 、 黒い ブ ロ ックが 表示

さ れ ま す 。

図 4.3: ドラ ッグア ン ドドロ ップ に よ る コン ポ ー ネン トの 配置。 　 前回の システム 構築時に 、 コ

ン ポ ー ネン トを 接続した ま ま RtcLink を 終了した 場合は 、 当該コン ポ ー ネン トを 配置した 時に 、

前回の 接続状態が 再現さ れ ま す 。

4.1.7.2 RTコン ポ ー ネン トの 選択・ 移 動・ 削除

選択 選択した い コン ポ ー ネン トを マ ウ スの 左ボ タン で クリ ックしま す (図 4.4)。 複数の RTコ

ン ポ ー ネン トを 選択す る に は [Shiftキー ] ＋ [マ ウ スの 左ボ タン ] で クリ ックし連続選択し

ま す (図 4.5)。 コン ポ ー ネン トが 選択さ れ て 選択色に なり ま す 。
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図 4.4: コン ポ ー ネン トの 選択 図 4.5: 複数コン ポ ー ネン トの 選択

移 動 選択色の コン ポ ー ネン トを マ ウ スの 左ボ タン で ドラ ッグす る と 移 動す る こ と が で き ま す

(図 4.6)。 複数選択して い る 場合は 、 選択色の コン ポ ー ネン トの ど れ か を [マ ウ スの 左ボ

タン ] で ドラ ッグす る と 選択さ れ た す べ て の コン ポ ー ネン トを 同時に 移 動す る こ と が で き

ま す 。

選択解除 RTコン ポ ー ネン ト以 外の 領域 で [マ ウ スの 左ボ タン ] を クリ ックす る と 、 選択が 解除

さ れ ま す (図 4.7)。

図 4.6: RTコン ポ ー ネン トの 移 動 図 4.7: コン ポ ー ネン トの 選択解除

削除 RTコン ポ ー ネン ト上で [マ ウ スの 右 ボ タン ] を クリ ックす る と コン テキストメ ニュ ー が 表

示さ れ ま す 。 メ ニュ ー 内の ’Delete Item’ を 選択ま た は Deleteキー を 押す と 、 マ ウ スカー

ソル の 下の RTコン ポ ー ネン トが System画面上か ら 削除さ れ る (図 4.8)。 複数の コン ポ ー

ネン トを 削除す る 場合は 、 最初に 削除対象の RTコン ポ ー ネン トを 選択状態に しま す 。 次

に コン ポ ー ネン ト外の 領域 で [マ ウ スの 右 ボ タン ] を クリ ックす る と コン テキストメ ニュ ー

が 表示さ れ ま す の で 、 メ ニュ ー 内の ’Delete to Selected Item’ を 選択ま た は Deleteキー を

押す と 選択色の コン ポ ー ネン トが システム ドロ ー ウ イ ン ドウ 上か ら 削除さ れ ま す 。 こ の 削

除は 、 システム ドロ ー ウ イ ン ドウ 上か ら の 削除で す の で 、 コン ポ ー ネン トそ の も の が 削除

さ れ る わ け で は あ り ま せ ん 。
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図 4.8: コン ポ ー ネン トの 削除

左右 反転 コン ポ ー ネン トを [マ ウ スの 中ボ タン ] で クリ ックす る と 、 コン ポ ー ネン トが 左右 反転

表示さ れ Inport と OutPort の 位 置が 入れ 替わ り ま す (図 4.9)。

回転 コン ポ ー ネン トを [Shiftキー ] ＋ [マ ウ スの 中ボ タン ] で クリ ックす る と 、 イ ン ポ ー トと ア

ウ トポ ー トの 位 置が 上下方向に 入れ 替わ る (図 4.10)。

図 4.9: コン ポ ー ネン トの 左右 反転 図 4.10: コン ポ ー ネン トの 回転

拡大縮小 コン ポ ー ネン トが 選択状態の 時に 表示さ れ る 四隅 の 黒い 点を [マ ウ スの 左ボ タン ] で ド

ラ ッグす る と 拡大縮小を 行う こ と が で き ま す (図 4.11)。

図 4.11: コン ポ ー ネン トの 拡大縮小
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4.1.7.3 InPort/OutPort の 名前と 型情報の 表示

InPort/OutPort を [マ ウ スの 右 ボ タン ] で クリ ックす る と 、 ポ ー トの 名前と 型情報が 表示さ れ

ま す (図 4.12)。

図 4.12: InPort/OutPort の 名前と 型情報の 表示

4.1.7.4 コン ポ ー ネン トの 接続と 接続解除

RTコン ポ ー ネン トを 接続す る 方法は 、 以 下の 2通り あ り ま す 。

InPort/OutPort を クリ ックして 接続 接続元の イ ン ポ ー トを [マ ウ スの 左ボ タン ] で クリ ック

(図 4.13)した 後で 、 接続先の ア ウ トポ ー トを [マ ウ スの 左ボ タン ] で クリ ック (図 ??) す

る 。 イ ン ポ ー トと ア ウ トポ ー トが 線で 接続さ れ て 接続色に なり ま す 。

図 4.13: コン ポ ー ネン トの 接続 1(a) 図 4.14: コン ポ ー ネン トの 接続 1(b)

InPort/OutPort 間 を ドラ ッグア ン ドドロ ップ で 接続 接続元の イ ン ポ ー トを [マ ウ スの 左ボ

タン ] で クリ ックした ま ま の 状態で 、 接続先の ア ウ トポ ー トへ マ ウ スカー ソル を ドラ ッグ

(図 4.15)して 、 ボ タン を 離しま す 。 イ ン ポ ー トと ア ウ トポ ー トが 線で 接続さ れ て 接続色

に なり ま す (図 4.16)。
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図 4.15: コン ポ ー ネン トの 接続 2(a) 図 4.16: コン ポ ー ネン トの 接続 2(b)

コン ポ ー ネン トの 接続を 解除す る 接続を 解除した い 線を [マ ウ スの 左ボ タン ] で クリ ックし選択

(図 4.17)した 後で 、 [Deleteキー ] を 押下す る (図 4.18)。

図 4.17: 接続の 解除 (a) 図 4.18: 接続の 解除 (b)

接続した 線を 移 動す る ポ ー トを 接続した 線が 折れ 線に なっ て い る 時は 、 線を 移 動す る こ と が で

き ま す 。 線を [マ ウ スの 左ボ タン ] で クリ ックす る と 、 移 動可能な線の 上に 赤丸 が 表示さ

れ ま す 。 赤丸 印 を [マ ウ スの 左ボ タン ] で ドラ ッグす る と 線を 移 動す る こ と が で き ま す 。 水

平線は 上下方向に 、 垂直線は 左右 方向に 移 動で き ま す (図 4.19)。

図 4.19: 折れ 線の 移 動
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4.1.7.5 コン ポ ー ネン トの Start/Stop等

コン ポ ー ネン トブ ロ ック上で 右 クリ ックを す る と 、 コン テキストメ ニュ ー が 表示さ れ ま す

(図 4.20)。

図 4.20: コン ポ ー ネン トの Start

コン テキストメ ニュ ー に は 以 下よ う な項目が あ り ま す 。 こ の メ ニュ ー か ら コン ポ ー ネン トの

Start, Stop 等の 操作を 行う こ と が 出来ま す 。 Startして い る 状態で Start メ ニュ ー を 選ん だ り 、

Stopして い る 状態で Stop メ ニュ ー を 選択す る こ と も 出来ま す が 、 そ の 場合は 何も 起 こ り ま せ ん 。

● コン ポ ー ネン トコン テキストメ ニュ ー

Start コン ポ ー ネン トの 起 動

Stop コン ポ ー ネン トの 停止

Reset コン ポ ー ネン トの リ セット

Exit コン ポ ー ネン トの 終了

Kill コン ポ ー ネン トの 強制終了

Delete Item コン ポ ー ネン トの 削除

4.1.8 システム の セー ブ と ロ ー ド

RTCLink で は システム ドロ ー ウ ィ ン ドウ に 構成した システム の 状態を 保存した り 、 保存した

システム を 復元す る こ と が 出来ま す 。

4.1.8.1 構築した システム の 保存

システム の 保存を 行う に は 、 以 下の 2通り の 方法が あ り ま す 。

Save System

システム ドロ ー ウ ィ ン ドウ 上に 構成した システム を デフ ォル ト名 (システム ドロ ー ウ ィ ン ド

ウ の タイ トル ) で XML フ ァ イ ル に 保存しま す 。 例え ば 、 ウ ィ ン ドウ の タイ トル が 「 System:1」
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の 場合は 、 System1.xml と い う フ ァ イ ル 名に なり ま す 。

● 構築した システム を デフ ォル ト名で 保存

メ ニュ ー バ ー の 「 File」 － 「 Save System」 を 選択す る

システム ドロ ー ウ ィ ン ドウ で [右 クリ ック]しメ ニュ ー か ら 「 Save System」 を 選択す る

Save System as

システム ドロ ー ウ ィ ン ドウ 上に 構成した システム を ユ ー ザ任意 の フ ァ イ ル 名で 保存しま す 。

名前を 付け て 保存した い 場合は 、

● 構築した システム を 名前を 付け て 保存

メ ニュ ー バ ー の 「 File」 － 「 Save System As」 を 選択す る

システム ドロ ー ウ ィ ン ドウ で [右 クリ ック]しメ ニュ ー か ら 「 Save System As」 を 選択す る

Save System as の 場合は 、 フ ァ イ ル セー ブ ・ ダイ ア ロ グが 表示さ れ ま す (図 4.21)。

図 4.21: フ ァ イ ル セー ブ ・ ダイ ア ロ グ

フ ァ イ ル セー ブ ・ ダイ ア ロ グに 任意 の フ ァ イ ル 名を 入力しOK を 押す と XML フ ァ イ ル に 保

存さ れ ま す 。

4.1.8.2 保存した システム の 復元

XML フ ァ イ ル に 保存した システム 構成を 復元す る に は 、

● 保存した システム を 復元

メ ニュ ー バ ー の 「 File」 － 「 Open System」 を 選択す る

システム ドロ ー ウ ィ ン ドウ で [右 クリ ック]しメ ニュ ー か ら 「 Open System」 を 選択す る
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フ ァ イ ル オー プ ン ・ ダイ ア ロ グが 表示さ れ ま す (図 4.22)。

図 4.22: フ ァ イ ル オー プ ン ・ ダイ ア ロ グ

フ ァ イ ル オー プ ン ・ ダイ ア ロ グに ユ ー ザ任意 の フ ァ イ ル 名を 入力しOK を 押す と 前回保存し

た システム が 白い コン ポ ー ネン トブ ロ ックで 表示さ れ ま す (図 4.23)。 こ こ で は 、 読み込ん だ シ

ステム 構成で 正しい の か 確 認す る 段階と なり ま す 。

フ ァ イ ル オー プ ン ・ ダイ ア ロ グが 表示さ れ ま す (図 4.22)。

図 4.23: ロ ー ドさ れ た 直後の システム

システム 構成の 確 認の 段階で 、 図 4.24 の 様に コン ポ ー ネン トブ ロ ックが 黒い 場合は 、 コン

ポ ー ネン トが 起 動して い ない 状態で す 。 コン ポ ー ネン トを 起 動後、 も う 一 度保存した システム

の 復元を 行っ て く だ さ い 。



68 第 4 章 OpenRTM-aist ツー ル

図 4.24: コン ポ ー ネン トが 起 動して い ない 状態

次に 、 コン ポ ー ネン トの 接続を 行い ま す 。 システム ドロ ー ウ ィ ン ドウ の バ ックグラ ン ドで [右

クリ ック] を 行う と コン テキストメ ニュ ー が 表示さ れ ま す 。 メ ニュ ー 内の 「 Connect」 を 選択し

て く だ さ い 。 コン ポ ー ネン トブ ロ ックが 青色に 変わ り Start/Stop等の 操作が 可能と なり ま す 。

● システム 構成の 確 認時の コン テキストメ ニュ ー

Connect コン ポ ー ネン トの 接続

Delete 表示して い る システム 構成の 削除

4.1.9 リ フ レ ッシュ

コン ポ ー ネン トを 接続した ま ま RTCLink を 終了した り 、 コン ポ ー ネン トを 再起 動した 時等

に 、 RTCLink上の システム 構成と 実際の コン ポ ー ネン トの 接続状態が 異 なる 時が あ り ま す 。 そ

の 際は 、 システム ドロ ー ウ ィ ン ドウ の バ ックグラ ン ド上で [右 クリ ック] を 行い コン テキストメ

ニュ ー 内の 「 Refresh」 を 選択して く だ さ い 。

リ フ レ ッシュ を 行う と 、 コン ポ ー ネン トの 状態に 合わ せ コン ポ ー ネン トブ ロ ックの 色を 再表

示し、 システム ドロ ー ウ ィ ン ドウ 上の システム 構成に あ わ せ て 接続や 切断を 行い ま す 。 システ

ム ドロ ー ウ ィ ン ドウ 上の システム 構成に ない 接続が 検出さ れ た 場合は 、 システム 構成に あ わ せ

て 再接続 (接続や 切断) を 行う か ダイ ア ロ グで 確 認が 行わ れ ま す 。
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4.2 rtc-template

rtc-template は コン ポ ー ネン トの 雛形を 生成す る 簡 単なコー ドジェネレ ー タで す 。

rtc-template に は 現在の と こ ろ 以 下の 機 能が あ り ま す 。

● rtc-template の 機 能

• RtcBase を 継承した クラ スの 雛形の 生成

• コン ポ ー ネン トの プ ロ フ ァ イ ル の 埋め 込み

• InPort の 生成と 登録

• OutPort の 生成と 登録

RTCBase イ ン ター フ ェー スを 継承した 独自の イ ン ター フ ェー スを 持っ た コン ポ ー ネン トの

生成に は ま だ 対応して い ま せ ん 。 今後の バ ー ジョ ン で 対応す る 予定で す 。

使用で き る オプ ショ ン は --help オプ ショ ン で 表示す る こ と が 出来ま す 。

> rtc-template --help

Usage: rtc-template [OPTIONS]

Options:

[--help] Print this help.

[--c++] Generate C++ template code.

[--python] Generate Python tempalte code.

[--output[=output_file]] Output base file name.

[--module-name[=name]] Your module name.

[--module-desc[=description]] Module description.

[--module-version[=version]] Module version.

[--module-author[=author]] Module author.

[--module-category[=category]] Module category.

[--module-comp-type[=component_type]] Component type.

[--module-act-type[=activity_type]] Component’s activity type.

[--module-max-inst[=max_instance]] Number of maximum instance.

[--module-lang[=language]] Language.

[--module-inport[=PortName:Type]] InPort’s name and tyoe.

[--module-outport[=PortName:Type]] OutPort’s name and type

:

4.2.1 --help

rtc-template の ヘ ル プ を 表示しま す 。 各オプ ショ ン の 意 味と 指定方法に つ い て も 記 述さ れ

て い ま す の で 、 参照して く だ さ い 。



70 第 4 章 OpenRTM-aist ツー ル

4.2.2 --c++

C++ の コー ドを 生成しま す 。 こ の オプ ショ ン が 指定さ れ た 場合、 コン ポ ー ネン トの モ ジュ ー

ル 名 (後述) が Hoge の 場合、 以 下の フ ァ イ ル が 生成さ れ ま す 。

● 生成さ れ る コー ド

Hoge.h Hogeコン ポ ー ネン トの ヘ ッダフ ァ イ ル

Hoge.cpp Hogeコン ポ ー ネン トの 実装フ ァ イ ル

HogeComp.cpp Hogeコン ポ ー ネン トの スタン ドア ロ ン 版実装フ ァ イ ル

Makefile.Hoge Hoge コン ポ ー ネン トの Makefile

4.2.3 --python

Python の コー ドを 生成しま す 。 コン ポ ー ネン トの モ ジュ ー ル 名 (後述) が Hoge の 場合、 以

下の フ ァ イ ル が 生成さ れ ま す 。

● 生成さ れ る コー ド

Hoge.py Hogeコン ポ ー ネン トの Python版実装フ ァ イ ル

4.2.4 --output

コン ポ ー ネン トの モ ジュ ー ル 名に 関 わ ら ず 、 生成す る フ ァ イ ル の 名前を 指定しま す 。

--output=Foo を 指定した 場合、 場合、 以 下の フ ァ イ ル が 生成さ れ ま す 。

● 生成さ れ る コー ド

Foo.h コン ポ ー ネン トの ヘ ッダフ ァ イ ル

Foo.cpp コン ポ ー ネン トの 実装フ ァ イ ル

FooComp.cpp コン ポ ー ネン トの スタン ドア ロ ン 版実装フ ァ イ ル

Makefile.Foo コン ポ ー ネン トの Makefile

こ の オプ ショ ン は --c++ が 指定さ れ て い る 場合に の み有効で す 。

4.2.5 --module-name

モ ジュ ー ル の 名前を 指定しま す 。 こ こ で 指定した 名前は 、 クラ ス名に も 使用さ れ る の で 、 C++

の クラ スメ イ トして 有効な名前を 指定して く だ さ い 。
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4.2.6 --module-desc

こ の コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル の 概要説明を 記 述しま す 。 ダブ ル クオー トで 囲 め ば 、 空白を

含 め る こ と も 出来ま す 。

4.2.7 --module-version

バ ー ジョ ン 番号を 指定しま す 。

4.2.8 --module-author

コン ポ ー ネン トの 作成者を 記 述しま す 。

4.2.9 --module-category

コン ポ ー ネン トの カテゴリ を 記 述しま す 。

4.2.10 --module-comp-type

コン ポ ー ネン トタイ プ を 指定しま す 。 コン ポ ー ネン トタイ プ に つ い て は 、 3.4節の 「 コン ポ ー

ネン トタイ プ 」 の 項を 参照して く だ さ い 。

4.2.11 --module-act-type

コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ タイ プ を 指定しま す 。 コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ タイ プ

に つ い て は 、 3.4節の 「 コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ タイ プ 」 の 項を 参照して く だ さ い 。

4.2.12 --module-max-inst

生成可能な最大の イ ン スタン ス数を 数値で 指定しま す 。

4.2.13 --module-lang

コン ポ ー ネン ト記 述言語を 指定しま す 。 こ の オプ ショ ン は --c++, --python の 指定に よ っ て

上書き さ れ ま す の で 、 指定しなく と も 構い ま せ ん 。
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4.2.14 --module-inport

こ の コン ポ ー ネン トが 持つ InPort を して しま す 。 InPort を 複数持つ 場合に は 、 こ の オプ ショ

ン を 複数指定で き ま す 。

● InPort指定例

pos:TimedFloatSeq “pos” と い う 名前を 持つ 、 時間 付き Float の シー ケン ス型

vel:TimedFloat “pos” と い う 名前を 持つ 、 時間 付き Float型

num:TimedShort “num” と い う 名前を 持つ 、 時間 付き Short型

InPort に 付け る 名前と 型を コロ ン 「 :」 で 区切っ て 指定しま す 。 指定可能な型に つ い て は 、 3.4

節の 「 変数型」 の 項を 参照して く だ さ い 。

4.2.15 --module-outport

こ の コン ポ ー ネン トが 持つ OutPort を して しま す 。 OutPort を 複数持つ 場合に は 、 こ の オプ

ショ ン を 複数指定で き ま す 。 指定の 仕方に つ い て は 、 InPort と 同じ で す 。

4.3 rtm-config

rtm-config は ビ ル ド時の 各種設定情報を 取得す る た め の コマ ン ドで す 。

> ./rtm-config --help

Usage: rtm-config [OPTIONS]

Options:

[--prefix[=DIR]]

[--exec-prefix[=DIR]]

[--version]

[--libs]

[--cflags]

[--libdir]

[--orb]

[--idlc]

[--idlflags]

4.3.1 --prefix

OpenRTM-aist の イ ン ストー ル ディ レ クトリ の プ リ フ ィ クスを 取得しま す 。
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> ./rtm-config --prefix

/usr/local

4.3.2 --exec-prefix

OpenRTM-aist の 実行フ ァ イ ル が イ ン ストー ル さ れ た ディ レ クトリ の プ リ フ ィ クスを 取得し

ま す 。

> ./rtm-config --exec-prefix

/usr/local

プ リ フ ィ クス + bin が 実際の ディ レ クトリ で す 。

4.3.3 --version

OpenRTM-aist の バ ー ジョ ン 番号を 取得しま す 。

> ./rtm-config --version

aist-0.2.0

上記 の 例か ら わ か る よ う に 、 OpenRTM-aist で は aist-x.x.x と い う バ ー ジョ ン 番号を と り

ま す 。

4.3.4 --libs

リ ン ク時に 必要なラ イ ブ ラ リ へ の パ スと ラ イ ブ ラ リ を リ ン カへ 渡す オプ ショ ン の 形式で 取得

しま す 。 Makefile を 記 述す る 際に 、 ラ イ ブ ラ リ の 指定を rtm-config を 利用して 行う こ と で 、

移 植性の あ る Makefile を 記 述す る こ と が 出来ま す 。

> ./rtm-config --libs

-L/usr/local/lib -L/usr/local/lib -L/usr/local/lib -lpthread -lACE \

-lboost_regex -lomniORB4 -lomnithread -lomniDynamic4 -lRTC

4.3.5 --cflags

コン パ イ ル 時に 必要なコン パ イ ル オプ ショ ン を コン パ イ ラ へ 渡す オプ ショ ン の 形式で 取得し

ま す 。 Makefile を 記 述す る 際に 、 コン パ イ ル オプ ショ ン の 指定を rtm-config を 利用して 行う

こ と で 、 移 植性の あ る Makefile を 記 述す る こ と が 出来ま す
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> ./rtm-config --cflags

-I/usr/local/include -I/usr/local/include -I/usr/local/include \

-I/usr/local/include -I/usr/local/include -I/usr/local/include/rtm/idl

4.3.6 --libdir

OpenRTM-aist の 雑多なフ ァ イ ル を イ ン ストー ル して お く ディ レ クトリ を 取得しま す 。

> ./rtm-config --libdir

/usr/local/lib/OpenRTM

4.3.7 --orb

OpenRTM-aist が ど の ORB で ビ ル ドさ れ て い る か を 指定しま す 。 下記 の 例で は 、 OpenRTM-

aist が omniORB で ビ ル ドさ れ て い る こ と を 示して い ま す 。

> ./rtm-config --orb

omniORB

4.3.8 --idlc

OpenRTM-aist が ビ ル ド時に 使用した IDL コン パ イ ラ コマ ン ドの フ ル パ スを 取得しま す 。

ユ ー ザが コン ポ ー ネン トに 新た なイ ン ター フ ェー スを 追加す る 際に は 、 こ の オプ ショ ン で 取得

した IDLコン パ イ ラ を 使用しなけ れ ば なり ま せ ん 。

> ./rtm-config --idlc

/usr/local/bin/../bin/omniidl

4.3.9 --idlflags

OpenRTM-aist が ビ ル ド時に 使用した IDL コン パ イ ラ コマ ン ドへ 与え た オプ ショ ン を 所得

しま す 。
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> ./rtm-config --idlflags

-bcxx -Wba -nf

4.3.10 rtm-config の 使用法

rtm-config を 使用す る こ と に よ り 、 マ シン 毎に 異 なっ た 設定で ビ ル ドさ れ た OpenRTM

が イ ン ストー ル さ れ て い て も 、 そ の 設定情報を 容易 に 取得す る こ と が で き ま す 。 主な利用方

法は 、 マ シン 毎に 異 なる コン パ イ ル オプ ショ ン 、 リ ン クオプ ショ ン を rtm-config に よ り 取

得し Makefile で 使用す る こ と で す 。 Makefile 内で バ ッククオー トで rtm-config --libs や

rtm-config --cflags を 実行しコン パ イ ル オプ ショ ン 、 リ ン クオプ ショ ン を 設定す れ ば 、 他

の マ シン で も Makefile を 書き 換 え る こ と なく 使用す る こ と が 出来ま す 。

4.4 rtm-naming

rtm-naming は ORB 毎に 異 なる ネー ム サー バ ー に 対す る 起 動ラ ッパ で す 。 現在の と こ ろ

omniORB に しか 対応して い ま せ ん が 、 今後 OpenRTM-aist が 他の ORB に 対応した 際に 、 同

じ コマ ン ドオプ ショ ン で ネー ム サー ビ スを 起 動で き る よ う に す る た め に 用意 さ れ て い ま す 。

4.5 rtcd

rtcd は コン ポ ー ネン トを 持た ない コン ポ ー ネン トマ ネー ジャ だ け か ら なる 実行フ ァ イ ル で

す 。 rtcd を 起 動して 、 後か ら ロ ー ダブ ル モ ジュ ー ル コン ポ ー ネン トを ロ ー ドして 使用しま す 。





77

第5章 RTM Specification

OpenRTM-aist は 独立行政法人新エネル ギー ・ 産業技術統合開発機 構 (NEDO) の 21世紀 ロ

ボ ットチャ レ ン ジプ ロ グラ ム 「 ロ ボ ット機 能発現の た め に 必要な要素技術開発」 に お い て 標準

化作業が 進め ら れ て い る RTM Specification の イ ン ター フ ェー ス仕様に 準拠す る 実装の ひ と つ

と して 開発さ れ ま した 。

プ ロ ジェクトで は 、 ロ ボ ットの た め の 標準的なプ ラ ットフ ォー ム と なる よ う なミ ドル ウ エア を 開

発す る た め に 、 イ ン ター フ ェー スレ ベ ル で の 仕様策定と 標準化作業が 行わ れ RTM Specification

と して ま と め ら れ ま した 。

本章で は OpenRTM-aist の イ ン ター フ ェー ス仕様の 基 と なっ て い る RTM Specification に

つ い て 、 仕様と 実装の 関 係を 説明しま す 。 ま た 、 IDL の イ ン ター フ ェー ス定義 を 示しなが ら 、

RTM Specification イ ン ター フ ェー ス仕様と OpenRTM-aist に よ り 独自に 拡張さ れ た イ ン ター

フ ェー スを そ れ ぞ れ 示しなが ら 、 こ れ ら の 違い に つ い て 説明しま す 。

5.1 OpenRTM-aist と RTM Specification

RTM は 独立行政法人新エネル ギー ・ 産業技術統合開発機 構 (NEDO) の 21世紀 ロ ボ ットチャ

レ ン ジプ ロ グラ ム 「 ロ ボ ット機 能発現の た め に 必要な要素技術開発」 に 於い て 、 ネットワ ー クロ

ボ ットの プ ラ ットフ ォー ム と なる ミ ドル ウ エア 技術を 開発す る 目的の 元に 、 独立行政法人産業

技術総合研究 所 (National Institute of Advanced Industrial Science and Technology: AIST)、

松下電工株式会社 (Matsushita Electric Works, Ltd.: MEW) と 日本ロ ボ ット工業会 (Japan

Robot Association: JARA) の 3者 (図 5.1) に よ り 、 平成 14年度か ら 平成 16年度ま で の 3年

間 の プ ロ ジェクトと して 研究 開発が 行わ れ ま した 。
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図 5.1: RTM研究 組織

RTM の 標準化作業に 向け た 研究 開発に お い て は 、 様々 なメ ー カー 、 コン ポ ー ネン トベ ン ダ、

研究 者が 開発した コン ポ ー ネン トが 相互接続で き る よ う 、 イ ン ター フ ェー スレ ベ ル で の 標準化

が 進め ら れ ま した 。 同一 の イ ン ター フ ェー スを 持つ コン ポ ー ネン トで あ れ ば 、 実装の 如何に 関

わ ら ず 様々 なコン ポ ー ネン トが 同一 システム に お い て 協調で き る こ と を 目指して い ま す 。

こ の 標準仕様事態は オー プ ン なも の で あ り 、 こ の 仕様に 基 づ い て 誰で も こ の 実装を 作成す る

こ と が 出来ま す 。 実装さ れ た も の は 、 作成者が 任意 の ラ イ セン スに 基 づ い て 配布・ 販売す る こ

と が 出来ま す 。 OpenRTM-aist は 独立行政法人産業技術総合研究 所が フ リ ー で 提供す る RTM

Specification に 基 づ い た 実装の ひ と つ に あ た り ま す (図 5.2)。 現在の と こ ろ 、 こ の RTM イ ン

ター フ ェー ス仕様に 準拠した RTM 実装で フ リ ー なも の は OpenRTM-aist しか あ り ま せ ん 。

RTM Specification は コン ポ ー ネン トの 基 本的なイ ン ター フ ェー ス、 す なわ ち コン ポ ー ネン ト

オブ ジェクト、 Inport/Outportオブ ジェクトに つ い て の 基 本的なイ ン ター フ ェー スを 規 定して

い る に 過ぎ ま せ ん 。 OpenRTM-aist で は 標準イ ン ター フ ェー ス仕様に 準拠した コン ポ ー ネン ト

と と も に 、 こ れ を 容易 に 開発す る た め の フ レ ー ム ワ ー ク、 各種サー ビ ス群を い っ た い と して 配

布して い ま す 。
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<<PIM>>
RTM Specification

<<mapping>>

<<use>>

<<implements>>

<<PSM>
RTM

CORBA model

<<PIM>
SDO model

<<PSM>>
RTM

EJB model

<<PSM>>
RTM

SOAP model

<<interface>>
OpenRTM

basic interface

OpenRTM-aist Other RTM

<<interface>>
OpenRTM

ext. interface

図 5.2: RTM Specification と OpenRTM-aist の 関 係

InPort/OutPort の デー タ型、 マ ネー ジャ など 、 コン ポ ー ネン ト運 用上必要で あ る が 、 そ の ア

プ リ ケー ショ ン に よ り ま た 実装者に よ り 様々 な形態が 考え ら れ 、 か つ コン ポ ー ネン トの 相互接

続性に 関 与しない 部分に つ い て は 基 本仕様か ら は 除か れ て い ま す 。 た と え ば 、 OpenRTM-aist

に お い て は コン ポ ー ネン ト運 用上の 必要性か ら 独自に コン ポ ー ネン トマ ネー ジャ CORBAオブ

ジェクト、 InPort/OutPort 基 本デー タ型、 コン ポ ー ネン トプ ロ フ ァ イ ル など の 拡張 CORBA

オブ ジェクトを 含 ん で い ま す 。 ま た 、 コン ポ ー ネン トオブ ジェクトの イ ン ター フ ェー スに つ い

て も 、 コン ポ ー ネン トの 複合化や リ ア ル タイ ム 動作の た め の 基 本的なコン ポ ー ネン トイ ン ター

フ ェー ス RTComponent を 継承す る 形で い く つ か の 拡張を 行っ て お り 、 そ の イ ン ター フ ェー スは

RTCBase と して 定義 さ れ て い ま す 。

5.2 RTM の 標準化

上記 RTM プ ロ ジェクトで は 、 オブ ジェクト指向技術の 標準化団体で あ る OMG (Object Man-

agement Group) に 対して 、 RTM を OMG標準と して 認定さ れ る よ う 活動を 行っ て い ま す 。

5.2.1 OMG (Object Management Group)

OMG (Objet Management Group: オブ ジェクトマ ネー ジメ ン トグル ー プ ) は 1989年に 発足

した オブ ジェクト指向技術の 標準化団体で 、 現在で は 世界か ら 800 以 上の ソフ トウ ェア ベ ン ダ、

ディ ベ ロ ッパ 、 一 般企 業が 参画す る ソフ トウ エア 業界最大の 団体で す 。 オブ ジェクト指向の 分

散ア プ リ ケー ショ ン 構築を 可能に す る フ レ ー ム ワ ー クの 仕様を 提案 す る こ と を 目的と して 標準

化活動を 行っ て い ま す 。

OMG の 代表的な仕事と して は 、 CORBAなど の 分散オブ ジェクトプ ラ ットフ ォー ム の 仕様

策定や 、 UML (Unified Modeling Language) と い っ た 、 オブ ジェクト指向の ソフ トウ ェア 開発

に お け る 、 プ ロ グラ ム 設計図の 統一 表記 法の 策定1など が あ り ま す 。

1UML 自体は Rational Software 社の Grady Booch氏、 James Rumbaugh氏、 Ivar Jacobson氏の 3人に よ っ

て 開発さ れ た オブ ジェクト指向設計の 表記 法で す が 、 1997年 11月に OMG が UML を 標準認定した こ と に よ り 、

事実上業界の オブ ジェクト指向設計表記 法の 標準と なり ま した 。
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5.2.2 MDA (Model Driven Architecture)

OMG が 掲げ た ア ー キテクチャ に 、 MDA (Model Driven Architecture) と い う も の が あ り ま

す 。 日本語で は 一 般に 「 モ デル 駆 動ア ー キテクチャ 」 と 訳さ れ ま す 。

現在の ソフ トウ エア の 移 植性、 相互運 用に お い て 、 同じ 機 能を 持つ ソフ トウ ェア で あ っ て も 、

プ ラ ットフ ォー ム が 異 なる と 様々 な実装が あ り 、 本来再利用が 可能なは ず の ソフ トウ ェア が プ

ラ ットフ ォー ム が 変わ る と 相互運 用が 困難に なる こ と が 大き な問題と なっ て い ま す 。

MDA は 、 モ デリ ン グ主導の システム 開発お よ び ラ イ フ サイ クル 管 理を 実現す る た め の ア ー

キテクチャ で す 。 MDA の 考え 方は 、 全て の システム は ま ず モ デル に よ り 定義 、 デザイ ン さ れ 、

モ デル が 定義 さ れ る こ と で 特定言語や 製品へ の マ ッピ ン グは 自動的に 決定さ れ 、 システム 管 理、

イ ン テグレ ー ショ ン も モ デル を 中心と して 行う こ と で 、 システム 開発の 効率向上を 図ろ う と い

う も の で す 。

モ デル の 形で 仕様を 定め れ ば 、 そ れ よ り も 下流の 詳細設計や コー ディ ン グと い っ た 工程が 大

幅に 自動化さ れ る の で 、 こ れ が 実現す れ ば システム 構築の 工数を 大幅に 削減で き ま す 。 最終的

に は 、 モ デル か ら 実装コー ドの 自動生成など も 視野に 入れ て い る よ う で す が 、 ま だ 実現に ま で

は 至っ て い ない よ う で す 。 しか しなが ら 、 こ の 考え も 1980年代の CASEツー ル が 登場した と

き と 同じ だ と の 批判も あ る の が 事実で す 。

しか しなが ら 、 MDA で 取り 扱 う モ デル は 、 プ ラ ットフ ォー ム が 変わ っ て も 透過性の 高い 再

利用可能なシステム デザイ ン の 知見で あ り 、 システム 開発に 関 わ る 関 係者が システム に つ い て

議 論で き る 具 体的な対象を 与え て く れ る と い う 意 味に お い て は 、 有効な手法で あ る と い え そ う

で す 。

MDA に 基 づ い た 開発で は 、

1. OS や 言語、 ミ ドル ウ ェア など に 依 存しない モ デル 「 PIM (Platform Independent Model)

を 作成す る 。

2. PIM を 基 に 、 OS や 言語、 ミ ドル ウ ェア など に 特化した モ デル 「 PSM (Platform Specific

Model)」 を 作成す る 。

3. PSM を 基 に 、 プ ロ グラ ム を 生成す る

と い う 流れ で 開発が 進め ら れ る と い う こ と に なっ て い ま す 。

5.2.3 PIM (Platform Independent Model)

PIM と は プ ラ ットフ ォー ム に 依 存しない モ デル で あ り 、 こ こ で の プ ラ ットフ ォー ム と は OS

や 言語、 ミ ドル ウ ェア など を 指しま す 。 RTM プ ロ ジェクトに お い て 策定さ れ た 仕様は CORBA

を 前提と した IDL フ ァ イ ル と 周辺の 仕様と して 提供さ れ て い ま す 。 した が っ て 、 RTM仕様は

プ ラ ットフ ォー ム に 依 存す る と い う 意 味で PIM と は なっ て い ま せ ん 。 しか しなが ら 、 イ ン ター

フ ェー ス設計に 関 わ る 考え 方を PIM に 一 般化す る こ と は 可能で す の で 、 将来的に は PIM レ

ベ ル で 標準化が 行わ れ る 可能性も あ り ま す 。 PIM レ ベ ル で の 標準化が 行わ れ れ ば 、 他の プ ラ ッ

トフ ォー ム (JEB, DCOM, SOAP, XML-RPC) など へ の ポ ー ティ ン グも 可能に なる で しょ う

(図 5.2)。
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5.2.4 PSM (Platform Specific Model)

PSM と は プ ラ ットフ ォー ム に 依 存した モ デル で あ り 、 例え ば CORBA を プ ラ ットフ ォー ム

と 規 定した 場合 IDL イ ン ター フ ェー スレ ベ ル で の モ デル 化に なり ま す 。 RTM で は 、 仕様を

CORBA の IDL レ ベ ル で の イ ン ター フ ェー スの 統一 化に よ る 標準化を 行っ て き て お り 、 現在

得ら れ て い る 仕様は PSM で あ る と い え ま す (図 5.2)。
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5.3 RTM Specification Ver.0.1

5.3.1 RTMBase.idl

RTMBase.idl で は 全体に 共通す る 雑多な定義 を 行っ て い ま す 。

RTMBase.idl

module RTM {

typedef short RtmRes;

const RtmRes RTM_OK = 0;
const RtmRes RTM_ERR = 1;
const RtmRes RTM_WARNING = 2;
const RtmRes RTM_FATAL_ERR = 4;

struct NamedValue {
string name;
any value;

};

typedef sequence<NamedValue> NVList;

struct Time
{
unsigned long sec; // sec
unsigned long nsec; // nano sec

};
};

RTM の オペ レ ー ショ ン の 戻り 値と して RtmRes を 定義 して い ま す 。 オペ レ ー ショ ン が 正常に

実行さ れ た か ど う か を 戻り 値と して 返す 場合、 RtmRes を 戻り 値と して 、 以 下の 値を 定義 して い

ま す 。

● オペ レ ー ショ ン の 戻り 値

const RtmRes RTM_OK = 0; 正常終了

const RtmRes RTM_ERR = 1; エラ ー 終了

const RtmRes RTM_WARNING = 2; 警告

const RtmRes RTM_FATAL_ERR = 4; 致命的エラ ー 終了

任意 の 型の 値を 格 納す る 構造体と して 、 NamedValue を 定義 して い ま す 。 ま た 、 NamedValue

の シー ケン ス型と して NVList を 定義 して い ま す 。

時間 を 格 納す る 構造体と して Time 構造体を 定義 して い ま す 。 Time構造体は 秒単位 の sec

及 び ナノ 秒単位 の nsec の メ ン バ か ら 構成さ れ ま す 。 主に 、 InPort/OutPort で や り 取り さ れ る

デー タの タイ ム スタン プ に 使用さ れ ま す 。
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5.3.2 RTComponent

以 下に RTComponent の イ ン ター フ ェー ス IDL を 示しま す 。

RTComponent.idl (1)

#include "RTMBase.idl"
#include "RTCInPort.idl"
#include "RTCOutPort.idl"

module RTM {
interface RTComponent
// : NamedObject, PropertySet
{

readonly attribute string instance_id;
readonly attribute string implementation_id;
readonly attribute string description;
readonly attribute string version;
readonly attribute string maker;
readonly attribute string category;

typedef short ComponentState;

const ComponentState RTC_UNKNOWN = 0;
const ComponentState RTC_BORN = 1;
const ComponentState RTC_INITIALIZING = 2;
const ComponentState RTC_READY = 3;
const ComponentState RTC_STARTING = 4;
const ComponentState RTC_ACTIVE = 5;
const ComponentState RTC_STOPPING = 6;
const ComponentState RTC_ABORTING = 7;
const ComponentState RTC_ERROR = 8;
const ComponentState RTC_FATAL_ERROR = 9;
const ComponentState RTC_EXITING = 10;

exception IllegalTransition {};

RTコン ポ ー ネン トの 本体と なる オブ ジェクトの 宣言で interface RTComponent イ ン ター

フ ェー スと して 定義 さ れ て い ま す 。 RTM の イ ン ター フ ェー ス定義 は 全て RTM 名前空間 の 下で

定義 さ れ ま す 。

プ ロ フ ァ イ ル の attribute

コン ポ ー ネン トプ ロ フ ァ イ ル 情報の 以 下の 項目を attribute と して 定義 して い ま す 。

● コン ポ ー ネン トの プ ロ フ ァ イ ル 情報

readonly attribute string instance_id; イ ン スタン ス ID

readonly attribute string implementation_id; イ ン プ リ メ ン テー ショ ン ID

readonly attribute string description; 概要説明

readonly attribute string version; バ ー ジョ ン

readonly attribute string maker; 作成者

readonly attribute string category; カテゴリ
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5.3.3 コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ 状態

コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ の 状態と して 、 CORBA の short 型変数と して

ComponentState を typedef し、 各状態を 表す const 定数と して 以 下の 11 の 状態を 定

義 して い ま す 。

● コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ 状態

const ComponentState RTC_UNKNOWN = 0; UNKNOWN 状態

const ComponentState RTC_BORN = 1; BORN 状態

const ComponentState RTC_INITIALIZING = 2; INITIALIZING 状態

const ComponentState RTC_READY = 3; READY状態

const ComponentState RTC_STARTING = 4; STARTING状態

const ComponentState RTC_ACTIVE = 5; ACTIVE状態

const ComponentState RTC_STOPPING = 6; STOPPING状態

const ComponentState RTC_ABORTING = 7; ABORTING状態

const ComponentState RTC_ERROR = 8; ERROR状態

const ComponentState RTC_FATAL_ERROR = 9; FATAL ERROR状態

const ComponentState RTC_EXITING = 10; EXITING状態

上記 の 状態は 図 5.3 の 状態遷移 に 従い ま す 。
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図 5.3: RTコン ポ ー ネン ト状態遷移 図
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RTComponent.idl (2)

RtmRes rtc_worker();

RtmRes rtc_start() raises (IllegalTransition);
RtmRes rtc_stop() raises (IllegalTransition);
RtmRes rtc_reset() raises (IllegalTransition);
RtmRes rtc_exit() raises (IllegalTransition);
RtmRes rtc_kill();

readonly attribute OutPort rtc_state;

exception NoSuchName { string name; };
readonly attribute InPortList inports;
InPort get_inport(in string name) raises (NoSuchName);
readonly attribute OutPortList outports;
OutPort get_outport(in string name) raises (NoSuchName);

//! Return connector port object reference list
// readonly attribute ConnectorList connectors;
// OutPort get_connector(in string name) raises (NoSuchName);

// readonly attribute PropertySet rtc_settings;

};

typedef sequence<RTComponent> RTComponentList;

}; // end of module RTM

rtc_worker()オペ レ ー ショ ン は コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ 本体が 実行さ れ る オペ レ ー

ショ ン で す 。 通常は 、 内部か ら 実行さ れ 外部か ら 呼び 出さ れ る こ と は あ り ま せ ん が 、 複合コン

ポ ー ネン トを 構成す る 場合など に 外部の 同期 を 取る コン ポ ー ネン トなど か ら 呼び 出さ れ る こ と

も あ り ま す 。

rtc_start()-rtc_kill() オペ レ ー ショ ン は コン ポ ー ネン トの 状態を 遷移 さ せ る た め の オペ

レ ー ショ ン と して 定義 さ れ て い ま す 。 コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ の 状態遷移 は 図 5.3 に し

た が っ て 行わ れ ま す 。

呼び 出さ れ る オペ レ ー ショ ン が 現在の 状態に お い て 適切で なか っ た 場合、 IllegalTransition

が 発生しま す 。

rtc_state は コン ポ ー ネン トの 状態を 出力す る OutPortオブ ジェクトの リ フ ァ レ ン スを 返し

ま す 。 こ の OutPort を 用い て コン ポ ー ネン トの 状態を pull型ま た は push型デー タ転送で 取得

す る こ と が 出来ま す 。

● コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ と 状態遷移 オペ レ ー ショ ン

RtmRes rtc_worker(); ア クティ ビ ティ 本体

RtmRes rtc_start() raises (IllegalTransition); ACTIVE 状態へ 遷移

RtmRes rtc_stop() raises (IllegalTransition); READY 状態へ 遷移

RtmRes rtc_reset() raises (IllegalTransition); INITIALIZING状態へ 遷移

RtmRes rtc_exit() raises (IllegalTransition); EXITING状態へ 遷移

RtmRes rtc_kill(); FATAL ERROR 状態の と

き EXITING状態へ 遷移

readonly attribute OutPort rtc_state; コン ポ ー ネン ト状態 Out-

Port
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コン ポ ー ネン トは 1 つ 以 上の デー タ入出力オブ ジェクト InPort/OutPort を 持つ こ と が 出来

ま す 。 以 下の オペ レ ー ショ ン を 使用しこ れ ら の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 取得す る こ と が 出

来ま す 。

● InPort/OutPort

exception NoSuchName { string name;}; 例外定義

readonly attribute InPortList inports; InPortList を 取得

InPort get_inport(in string name) 名前を 指定し InPort を 取得

raises (NoSuchName);

readonly attribute OutPortList outports; OutPortList を 取得

OutPort get_outport(in string name) 名前を 指定しOutPort を 取得

raises (NoSuchName);

最後に 、 コン ポ ー ネン トの オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを シー ケン スと して 保存す る

RTComponentList を 定義 して い ま す 。 複数の コン ポ ー ネン トを ま と め て 扱 う 場合に 使用しま す 。
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5.3.4 RTCInPort.idl

RTCInPort.idl

#include "RTMBase.idl"

module RTM {
typedef string SubscriptionID;

struct PortProfile
{

string name;
CORBA::TypeCode port_type;
NVList properties;

};

interface InPort
{

exception Disconnected{};

void put(in any data) raises(Disconnected);

readonly attribute PortProfile profile;
};

typedef sequence<InPort> InPortList;
typedef sequence<PortProfile> PortProfileList;

}; // end of module RTM

ま ず 、 CORBA string 型と して SubscriptionID を 定義 して い ま す 。 SubscriptionID は

OutPort を サブ スクラ イ ブ す る 際の 識別 ID で 、 通常は UUID を 使用しま す 。

構造体 PortProfile は InPort/OutPort の プ ロ フ ァ イ ル 情報を 格 納す る 構造体で す 。 トップ

レ ベ ル に は 、 ポ ー ト名: name と ポ ー ト型: port_type の みを も ち 、 そ の 他の 情報は NamedValue

の シー ケン ス: NVList と して 保持しま す 。

InPort の イ ン ター フ ェー ス宣言で は 、 InPort に デー タを 送る put() イ ン ター フ ェー スが あ り 、

こ れ に よ り InPort に デー タを 渡す こ と が 出来ま す 。 す で に 、 接続が 切断さ れ て い る OutPort か

ら put を 呼び 出す と Disconnected 例外が 発生しま す 。 InPort の プ ロ フ ァ イ ル デー タは メ ン バ

の profile に 格 納さ れ て い ま す 。
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5.3.5 RTCOutPort.idl

RTCOutPort.idl

#include "RTMBase.idl"
#include "RTCInPort.idl"

module RTM {
typedef short SubscriptionType;

const SubscriptionType OPS_ONCE = 0;
const SubscriptionType OPS_PERIODIC = 1;
const SubscriptionType OPS_NEW = 2;
const SubscriptionType OPS_TRIGGERED = 3;
const SubscriptionType OSP_PERIODIC_NEW = 4;
const SubscriptionType OPS_NEW_PERIODIC = 5;
const SubscriptionType OPS_PERIODIC_TRIGGERED = 6;
const SubscriptionType OPS_TRIGGERRED_PERIODIC = 7;

struct SubscriberProfile
{
SubscriptionType subscription_type;
boolean event_base;
NVList properties;

};

interface OutPort
{
any get();
RtmRes subscribe(in InPort in_port, out SubscriptionID id,

in SubscriberProfile profile);
RtmRes unsubscribe(in SubscriptionID id);
readonly attribute InPortList inports;
readonly attribute PortProfile profile;

};

typedef sequence<OutPort> OutPortList;
}; // end of module RTM

ま ず は じ め に 、 OutPort を サブ スクラ イ ブ す る 際の モ ー ド SubscriptionType を CORBA

short 型で typedef して い ま す 。

サブ スクリ プ ショ ン 型定数は 以 下の よ う に 定義 さ れ て い ま す 。

● サブ スクリ プ ショ ン 型

OPS_ONCE = 0; 一 度だ け デー タ取得す る

OPS_PERIODIC = 1; 一 定周期 で デー タ送信

OPS_NEW = 2; デー タ更新時に デー タ送信

OPS_TRIGGERED = 3; トリ ガに よ り デー タ送信

OSP_PERIODIC_NEW = 4; 一 定周期 で デー タ更新時の み送信

OPS_NEW_PERIODIC = 5; デー タ更新時に 送信・ 一 定周期 で 送信

OPS_PERIODIC_TRIGGERED = 6; 一 定周期 で トリ ガ時の み送信

OPS_TRIGGERRED_PERIODIC = 7; トリ ガ時に 送信・ 一 定周期 で 送信

OPS_ONCE で は サブ スクラ イ ブ 後一 度だ け デー タを 取得して 接続が 切断さ れ ま す 。

OPS_PERIODIC は 指定した 周期 で デー タ送信を サブ スクラ イ バ に 送信しま す 。

OPS_NEW は OutPort の デー タが 更新さ れ 次第す ぐ に サブ スクラ イ バ に デー タが 送信さ れ ま す 。

OPS_TRIGGERED で は 、 予め 設定さ れ た トリ ガに よ り トリ ガが 発生した と き に デー タが 送信さ

れ ま す 。 トリ ガと は 、 ポ ー トご と に 設定さ れ る 送信条件で 、 例え ば 「 OutPort の 値が 4.0 以 上

に なっ た ら 送信」 など の よ う な条件の こ と で す 。
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OSP_PERIODIC_NEW は デー タ更新時の み、 予め 設定さ れ た 周期 の タイ ミ ン グで デー タが 送信

さ れ ま す 。 周期 が ∆t [s] に 設定さ れ た と き 、 デー タ送信の タイ ミ ン グは 、 デー タが 更新さ れ て

か ら 最も 近い n∆t [s] に 行わ れ ま す 。

OPS_NEW_PERIODIC で は 、 デー タ更新時に す ぐ に デー タは 送信さ れ ま す が 、 そ れ 以 降は デー

タが 更新さ れ 続け る 限り は 一 定周期 で 送信さ れ ま す 。

OPS_PERIODIC_TRIGGERED で は 、 OPS_PERIODIC_NEW の 送信条件が トリ ガに 変わ る だ け で 、

そ の ほ か の 動作は OPS_PERIODIC_NEW と 同じ に なり ま す 。

OPS_TRIGGERRED_PERIODIC で は 、 OPS_NEW_PERIODIC の 送信条件が トリ ガに 変わ る だ け で 、

そ の ほ か の 動作は OPS_NEW_PERIODIC と 同じ に なり ま す 。

SubscriptionType を 含 め た サブ スクラ イ ブ に 関 す る サブ スクラ イ バ の プ ロ フ ァ イ ル を 定義

して い る の が 、 次の SubscriberProfile で す 。

struct SubscriberProfile
{

SubscriptionType subscription_type;
boolean event_base;
NVList properties;

};

SubscriptionType subscription_type に 上記 の SubscriptionType を 指定しま す 。 サブ

スクリ プ ショ ン が イ ベ ン トに 依 存す る か 否か を CORBA Boolean 型で event_base に 指定し

ま す 。 サブ スクリ プ ショ ン に 関 す る そ の 他の プ ロ パ ティ は NVList properties に 指定しま す 。

OutPort を サブ スクラ イ ブ す る 場合に は 、 こ の 構造体に 適切なデー タを セットして 、 OutPort

の subscribe() オペ レ ー ショ ン を 呼び 出さ なけ れ ば なり ま せ ん 。

次に OutPort イ ン ター フ ェー スで す 。

interface OutPort
{

any get();
RtmRes subscribe(in InPort in_port, out SubscriptionID id,

in SubscriberProfile profile);
RtmRes unsubscribe(in SubscriptionID id);
readonly attribute InPortList inports;
readonly attribute PortProfile profile;

};

typedef sequence<OutPort> OutPortList;

get() オペ レ ー ショ ン で は 、 現在の OutPort の 値を Any型で 取得す る こ と が 出来ま す 。

定期 的に デー タを push型で 送っ て ほ しい 場合に は subscribe() オペ レ ー ショ ン で サブ スク

ラ イ ブ しま す 。 引 数に は 、 サブ スクラ イ ブ す る InPort の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スと 、 サブ ス

クラ イ バ の プ ロ フ ァ イ ル 構造体を 指定しま す 。 subscribe() が 成功す る と RtmRes に RTM_OK
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が 戻り 値と して 返り 、 SubscriptionID id に UUID (Universally Unique IDentifier) を 返し

ま す 。

サブ スクラ イ ブ を や め る と き に は こ の UUID を 指定して unsubscribe()オペ レ ー ショ ン を

発行しま す 。

OutPort は サブ スクラ イ ブ して い る InPort の リ スト InPortList inports を attribute

と して 保持して い ま す 。 ま た 、 OutPort自身の プ ロ フ ァ イ ル と して PortProfile profile を

attribute と して 保持して い ま す 。
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5.4 OpenRTM-aist イ ン ター フ ェー ス定義

OpenRTM-aist で は 、 RTM Specification に 基 づ き 、 い く つ か の イ ン ター フ ェー スの 拡張と 、

新た なオブ ジェクトイ ン ター フ ェー スの 定義 を 追加して い ま す 。

● OpenRTM-aist イ ン ター フ ェー ス定義 IDL フ ァ イ ル

RTCBase.idl RTComponent を 拡張す る イ ン ター フ ェー スを 定義

RTCProfile.idl RTComponent が 持つ プ ロ フ ァ イ ル を 拡張し構造体と して 定義

RTCDataType.idl InPort/OutPort の た め の 標準的なデー タタイ プ を 定義

RTCMnager.idl RTComponent の ラ イ フ サイ クル を 管 理す る マ ネー ジャ

5.4.1 RTCBase.idl

OpenRTM-aist で は RTComponent イ ン ター フ ェー スを 拡張した イ ン ター フ ェー ス定義

RTCBase を 提供しま す 。 拡張イ ン ター フ ェー スは 主に 、 複合コン ポ ー ネン トを 構成す る た め

に 必要なイ ン ター フ ェー スを 定義 して い ま す 。

RTCBase.idl

#include "RTComponent.idl"
#include "RTCProfile.idl"

module RTM {

interface RTCBase;
typedef sequence<RTCBase> RTCBaseList;

interface RTCBase
: RTComponent

{
RtmRes rtc_ready_entry();
RtmRes rtc_ready_do();
RtmRes rtc_ready_exit();
RtmRes rtc_active_entry();
RtmRes rtc_active_do();
RtmRes rtc_active_exit();
RtmRes rtc_error_entry();
RtmRes rtc_error_do();
RtmRes rtc_error_exit();
RtmRes rtc_fatal_entry();
RtmRes rtc_fatal_do();
RtmRes rtc_fatal_exit();
RtmRes rtc_init_entry();
RtmRes rtc_starting_entry();
RtmRes rtc_stopping_entry();
RtmRes rtc_aborting_entry();
RtmRes rtc_exiting_entry();

RtmRes rtc_stop_thread();
RtmRes rtc_start_thread();

RtmRes rtc_set_parent(in RTCBase comp);
RtmRes rtc_add_component(in RTCBase comp);
RtmRes rtc_delete_component(in RTCBase comp);
RtmRes rtc_replace_component(in RTCBase comp1, in RTCBase comp2);
RtmRes rtc_replace_component_by_name(in string name1, in string name2);
RTCBaseList rtc_components();
RTCBase rtc_get_component(in string name);

RtmRes rtc_attach_inport(in InPort in_port);
RtmRes rtc_attach_inport_by_name(in RTCBase comp, in string name);
RtmRes rtc_detatch_inport(in InPort in_port);
RtmRes rtc_detatch_inport_by_name(in string name);
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RtmRes rtc_attach_outport(in OutPort out_port);
RtmRes rtc_attach_outport_by_name(in RTCBase comp, in string name);
RtmRes rtc_detatch_outport(in OutPort out_port);
RtmRes rtc_detatch_outport_by_name(in string name);

readonly attribute RTCProfile profile;
};

};

コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ の 各状態に 対応す る メ ソッドを 、 CORBAオペ レ ー ショ ン と

して 定義 して い ま す 。

ア クティ ビ ティ オペ レ ー ショ ン

RtmRes rtc_ready_entry();
RtmRes rtc_ready_do();
RtmRes rtc_ready_exit();
RtmRes rtc_active_entry();
RtmRes rtc_active_do();
RtmRes rtc_active_exit();
RtmRes rtc_error_entry();
RtmRes rtc_error_do();
RtmRes rtc_error_exit();
RtmRes rtc_fatal_entry();
RtmRes rtc_fatal_do();
RtmRes rtc_fatal_exit();
RtmRes rtc_init_entry();
RtmRes rtc_starting_entry();
RtmRes rtc_stopping_entry();
RtmRes rtc_aborting_entry();
RtmRes rtc_exiting_entry();

こ れ ら の オペ レ ー ショ ン を 定義 す る こ と に よ り 、 ア クティ ビ ティ を 実行す る 主体 (スレ ッド)

を コン ポ ー ネン トの 外部に 置く こ と が 出来る よ う に なり ま す 。 こ れ は 、 複数の コン ポ ー ネン ト

を グル ー プ 化しア クティ ビ ティ を 同期 的か つ シー ケン シャ ル に 実行す る 同期 複合コン ポ ー ネン

トに お い て 使用す る こ と を 目的と して い ま す 。

ア クティ ビ ティ オスレ ッド制御ペ レ ー ショ ン

RtmRes rtc_stop_thread();
RtmRes rtc_start_thread();

こ れ ら の オペ レ ー ショ ン に よ り コン ポ ー ネン ト内部の ア クティ ビ ティ を 実行す る スレ ッドの

実行を 制御す る こ と が 出来ま す 。 複合コン ポ ー ネン トに お い て は 、 ア クティ ビ ティ 実行の 主体

で あ る スレ ッドを 外部に 置く た め 、 コン ポ ー ネン ト内部の スレ ッドを 停止さ せ なけ れ ば なり ま

せ ん 。 した が っ て 、 外部か ら コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ スレ ッドを 制御す る 必要性か ら 、 こ

れ ら の イ ン ター フ ェー スが 定義 さ れ て い ま す 。

コン ポ ー ネン トの 親子関 係を 制御す る オペ レ ー ショ ン



5.4 OpenRTM-aist イ ン ター フ ェー ス定義 93

RtmRes rtc_set_parent(in RTCBase comp);
RtmRes rtc_add_component(in RTCBase comp);
RtmRes rtc_delete_component(in RTCBase comp);
RtmRes rtc_replace_component(in RTCBase comp1, in RTCBase comp2);
RtmRes rtc_replace_component_by_name(in string name1, in string name2);
RTCBaseList rtc_components();
RTCBase rtc_get_component(in string name);

こ れ ら の オペ レ ー ショ ン は コン ポ ー ネン トの 親子関 係を 制御す る た め の コン ポ ー ネン トで す 。

通常の 単体の コン ポ ー ネン トで は 、 rtc_set_parent() オペ レ ー ショ ン は 無効に なり RTM_ERR

を 返しま す 。 複合コン ポ ー ネン トで は 、 こ れ ら の オペ レ ー ショ ン を 使用し複数の コン ポ ー ネン

トを 子供と して 所有す る こ と が 出来ま す 。

InPort ア タッチオペ レ ー ショ ン

RtmRes rtc_attach_inport(in InPort in_port);
RtmRes rtc_attach_inport_by_name(in RTCBase comp, in string name);
RtmRes rtc_detatch_inport(in InPort in_port);
RtmRes rtc_detatch_inport_by_name(in string name);

こ れ ら の オペ レ ー ショ ン を 使用す る こ と に よ り 複合コン ポ ー ネン トが 所有す る 子コン ポ ー ネ

ン トの InPort を 親で あ る 複合コン ポ ー ネン トの InPort と して 再定義 で き る よ う に なり ま す 。 実

際に は 、 親コン ポ ー ネン トで 子コン ポ ー ネン トの InPort の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 保持し

て い る だ け で す 。

OutPort ア タッチオペ レ ー ショ ン

RtmRes rtc_attach_outport(in OutPort out_port);
RtmRes rtc_attach_outport_by_name(in RTCBase comp, in string name);
RtmRes rtc_detatch_outport(in OutPort out_port);
RtmRes rtc_detatch_outport_by_name(in string name);

こ れ ら の オペ レ ー ショ ン を 使用す る こ と に よ り 複合コン ポ ー ネン トが 所有す る 子コン ポ ー ネ

ン トの OutPort を 親で あ る 複合コン ポ ー ネン トの OutPort と して 再定義 で き る よ う に なり ま

す 。 実際に は 、 親コン ポ ー ネン トで 子コン ポ ー ネン トの OutPort の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン ス

を 保持して い る だ け で す 。
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5.4.2 RTCProfile.idl

RTCProfile.idl で は 　 RTCProfile イ ン ター フ ェー スを 定義 して い ま す 。 RTCProfile は 　

RTComponent の instance_id, implementation_id 等の プ ロ フ ァ イ ル 定義 を 拡張し、 構造に

した も の で す 。 RTCBase で は こ の プ ロ フ ァ イ ル を 取得す る オペ レ ー ショ ン が 拡張さ れ 、 プ ロ フ ァ

イ ル 全体を 1度に 取得で き る よ う に なっ て い ま す 。

RTCProfile.idl

module RTM {
interface RTComponent;

enum RTComponentType {
STATIC,
UNIQUE,
COMMUTATIVE

};

enum RTCActivityType {
PERIODIC,
SPORADIC,
EVENT_DRIVEN

};

enum RTCLangType {
COMPILE,
SCRIPT

};

struct RTCProfile
{
string name;
string instance_id;
string implementation_id;
string description;
string version;
string maker;
string category;
RTComponentType component_type;
RTCActivityType activity_type;
long max_instance;
string language;
RTCLangType language_type;
string module_profile_file;
PortProfileList outport_profile_list;
PortProfileList inport_profile_list;

};
};

以 下の instance_id, implementation_id 等に つ い て は RTComponent.idl で 定義 さ れ て

い る も の と 全く 同じ で す 。

● 基 本的なプ ロ フ ァ イ ル

string instance_id;

string implementation_id;

string description;

string version;

string maker;

string category;

RTComponentType は コン ポ ー ネン トの タイ プ を 指定しま す 。 コン ポ ー ネン トタイ プ と は 、 生

成さ れ る コン ポ ー ネン トの イ ン スタン スの 形式を 指しま す 。 コン ポ ー ネン トタイ プ に は 以 下の
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も の が あ り ま す 。

● RTComponentType

STATIC コン ポ ー ネン トは マ ネー ジャ に 登録さ れ る と 同時に イ ン ス

タン ス化さ れ 、 新た に 生成す る こ と は で き ない 。 ハ ー ドウ

エア に 密接に 関 係す る コン ポ ー ネン ト等は こ の タイ プ に す

る と ハ ー ドウ エア と コン ポ ー ネン トの 対応が と り や す い 。

UNIQUE コン ポ ー ネン トは 動的に 生成・ 削除す る が で き る が 、 com-

ponent0 と component1 は 異 なる 内部状態を 持ち 交換 可

能で は ない 。

COMMUTATIVE コン ポ ー ネン トは 、 互い に 交換 可能。 ソフ トウ エア の ロ ジッ

クの みの コン ポ ー ネン トは こ の タイ プ に なる 。

RTCActivityType は コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ の タイ プ を 指定しま す 。 コン ポ ー ネン

トの ア クティ ビ ティ タイ プ は 以 下の タイ プ が あ り ま す 。

● RTCActivityType

PERIODIC コン ポ ー ネン トの 活動は 一 定周期 で 行わ れ ま す 。 た だ し、

動作周期 を 守れ る か 否か は 、 OS に 依 存しま す 。 リ ア ル タ

イ ム OS(ART-LINUX) を 使用す れ ば 一 定周期 動作を 行わ

せ る こ と は で き ま す が 、 非リ ア ル タイ ム OS で は 厳密な周

期 動作を さ せ る こ と は 不可能で す 。

SPORADIC コン ポ ー ネン トの 活動の 周期 は 一 定で は ない が 、 繰り 返し

行わ れ ま す 。

EVENT DRIVEN 外部か ら の オペ レ ー ショ ン に よ り 受動的に 動作しま す 。

そ の 他の 項目に つ い て は 以 下の と お り で す 。

● そ の 他

long max_instance; 最大の イ ン スタン ス数　

string language; コン ポ ー ネン ト記 述言語

RTCLangType language_type; コン ポ ー ネン ト記 述言語型

string module_profile_file; モ ジュ ー ル プ ロ フ ァ イ ル フ ァ イ ル 名

ま た 、 RTCProfile は InPort/OutPort の プ ロ フ ァ イ ル も リ ストと して 保持して い ま す 。

● InPort/OutPort プ ロ フ ァ イ ル リ スト

PortProfileList outport_profile_list; InPort プ ロ フ ァ イ ル の リ スト

PortProfileList inport_profile_list; OutPort プ ロ フ ァ イ ル の リ スト

PortProfileList は RTCInPort.idl で 定義 さ れ て い る PortProfile の シー ケン スで す 。
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5.4.3 RTCDataType.idl

以 下に 、 RTCDataType.idl を 示しま す 。

RTCDataType.idl (基 本型)

#include "RTMBase.idl"

module RTM {
struct TimedState
{
Time tm;
short data;

};
struct TimedShort
{
Time tm;
short data;

};
struct TimedLong
{
Time tm;
long data;

};
struct TimedUShort
{
Time tm;
unsigned short data;

};
struct TimedULong
{
Time tm;
unsigned long data;

};
struct TimedFloat
{
Time tm;
float data;

};
struct TimedDouble
{
Time tm;
double data;

};
struct TimedChar
{
Time tm;
char data;

};
struct TimedBoolean
{
Time tm;
boolean data;

};
struct TimedOctet
{
Time tm;
octet data;

};
struct TimedString
{
Time tm;
string data;

};

OpenRTM-aist で は 、 InPort/OutPort で や り 取り す る デー タ型と して タイ ム スタン プ 付き

の デー タ型を 、 CORBA の 基 本型と そ の シー ケン ス型に つ い て 提供して い ま す 。

RTCDataType.idl (シー ケン ス型)

struct TimedShortSeq
{
Time tm;
sequence<short> data;

};
struct TimedLongSeq



5.4 OpenRTM-aist イ ン ター フ ェー ス定義 97

{
Time tm;
sequence<long> data;

};
struct TimedUShortSeq
{

Time tm;
sequence<unsigned short> data;

};
struct TimedULongSeq
{

Time tm;
sequence<unsigned long> data;

};
struct TimedFloatSeq
{

Time tm;
sequence<float> data;

};
struct TimedDoubleSeq
{

Time tm;
sequence<double> data;

};
struct TimedCharSeq
{

Time tm;
sequence<char> data;

};
struct TimedBooleanSeq
{

Time tm;
sequence<boolean> data;

};
struct TimedOctetSeq
{

Time tm;
sequence<octet> data;

};
struct TimedStringSeq
{

Time tm;
sequence<string> data;

};
};
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5.4.4 RTCManager.idl

RTCManager は RTComponent の モ ジュ ー ル の ロ ー ド、 イ ン スタン ス化等の ラ イ フ サイ クル 管

理を 行う オブ ジェクトで す 。

RTCProfile.idl

#include "RTMBase.idl"
#include "RTComponent.idl"
#include "RTCBase.idl"

module RTM
{
typedef sequence<string> ComponentFactoryList;

interface RTCManager
{
RtmRes load(in string pathname, in string initfunc);
RtmRes unload(in string pathname);
RTCBase create_component(in string comp_name,

out string instance_name);
RtmRes delete_component(in string instance_name);
ComponentFactoryList component_factory_list();
RTCBaseList component_list();
RtmRes command(in string cmd, out string ret);

};

}; // end of namespace RTM

ダイ ナミ ックに モ ジュ ー ル を ロ ー ド・ ア ン ロ ー ドす る た め の 、 load(), unload() オペ レ ー

ショ ン が 定義 さ れ て い ま す 。

● モ ジュ ー ル の ロ ー ド・ ア ン ロ ー ドオペ レ ー ショ ン

load(in string pathname, in string initfunc); モ ジュ ー ル の ロ ー ド

unload(in string pathname); モ ジュ ー ル の ア ン ロ ー ド

ま た 、 create_component(), delete_component() は コン ポ ー ネン トの 生成・ 削除を 行う

オペ レ ー ショ ン で す 。

● コン ポ ー ネン トの 生成・ 削除を 行う オペ レ ー ショ ン

create_component(in string comp_name, コン ポ ー ネン トの 生成

out string instance_name);

delete_component(in string instance_name); コン ポ ー ネン トの 削除

そ の 他の オペ レ ー ショ ン と して は 、 コン ポ ー ネン トを 生成す る フ ァ クトリ の リ ストを 取得す

る component_factory_list() や 、 現在イ ン スタン ス化さ れ て い る コン ポ ー ネン トの リ スト

を 取得す る component_list() が あ り ま す 。

● そ の 他の オペ レ ー ショ ン
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component_factory_list(); コン ポ ー ネン トフ ァ クトリ の リ スト

component_list(); コン ポ ー ネン トの リ スト

command(in string cmd, out string ret); 簡 易 コマ ン ドイ ン タプ リ タ

5.5 OpenRTM-aist の 拡張オペ レ ー ショ ン と 標準化

現在、 RTM Specification は 標準化作業の 途中で あ り 、 こ こ で 示した イ ン ター フ ェー ス仕様

は 今後変わ る 可能性が あ り ま す 。 標準化を 行う 過程で 、 実際に 多く の ア プ リ ケー ショ ン に 使用

した 結果か ら の フ ィ ー ドバ ックを 得て 、 よ り 実用的で 使い や す い 標準仕様と す る こ と を 目指し

て い ま す 。

OpenRTM-aist で 拡張さ れ た 仕様も 、 今後変更さ れ る 可能性が あ り ま す 。 一 部の も の は RTM

Specification に 取り 込ま れ 、 拡張さ れ 、 あ る い は 削除さ れ る か も しれ ま せ ん 。
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6.1 クラ ス RTM::RtcBase

RTComponent 基 底クラ ス.

#include <RtcBase.h>

Public メ ソッド

• RtcBase ()

RtcBase(p. 99) クラ スコン ストラ クタ.

• RtcBase (CORBA::ORB ptr orb, PortableServer::POA ptr poa)

RtcBase(p. 99) クラ スコン ストラ クタ.

• RtcBase (RtcManager ∗manager)

RtcBase(p. 99) クラ スコン ストラ クタ.

• virtual ∼RtcBase ()

RtcBase(p. 99) クラ スデストラ クタ.

• virtual RtmRes rtc start () throw (CORBA::SystemException,

RTM::RTComponent::IllegalTransition)

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの ア クティ ブ 化

• virtual RtmRes rtc stop () throw (CORBA::SystemException,

RTM::RTComponent::IllegalTransition)

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの 非ア クティ ブ 化

• virtual RtmRes rtc reset () throw (CORBA::SystemException,

RTM::RTComponent::IllegalTransition)

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの リ セット

• virtual RtmRes rtc exit () throw (CORBA::SystemException,

RTM::RTComponent::IllegalTransition)

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの リ セット

• virtual RtmRes rtc kill ()

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの 強制終了
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• virtual RtmRes rtc worker ()

[CORBA interface] メ イ ン ア クティ ビ ティ の メ ソッド

• virtual RtmRes rtc ready entry ()

[CORBA interface] entry: ready() メ ソッド

• virtual RtmRes rtc ready do ()

[CORBA interface] do: ready() メ ソッド.

• virtual RtmRes rtc ready exit ()

[CORBA interface] exit: ready() メ ソッド.

• virtual RtmRes rtc active entry ()

[CORBA interface] entry: active() メ ソッド.

• virtual RtmRes rtc active do ()

[CORBA interface] do: active() メ ソッド.

• virtual RtmRes rtc active exit ()

[CORBA interface] exit: active() メ ソッド.

• virtual RtmRes rtc error entry ()

[CORBA interface] entry: error() メ ソッド

• virtual RtmRes rtc error do ()

[CORBA interface] do: error() メ ソッド.

• virtual RtmRes rtc error exit ()

[CORBA interface] exit: error() メ ソッド.

• virtual RtmRes rtc fatal entry ()

[CORBA interface] entry: fatal() メ ソッド

• virtual RtmRes rtc fatal do ()

[CORBA interface] do: fatal() メ ソッド.

• virtual RtmRes rtc fatal exit ()

[CORBA interface] exit: fatal() メ ソッド.

• virtual RtmRes rtc init entry ()

[CORBA interface] entry: init() メ ソッド

• virtual RtmRes rtc starting entry ()

[CORBA interface] entry: starting() メ ソッド

• virtual RtmRes rtc stopping entry ()

[CORBA interface] entry: stopping() メ ソッド
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• virtual RtmRes rtc aborting entry ()

[CORBA interface] entry: aborting() メ ソッド

• virtual RtmRes rtc exiting entry ()

[CORBA interface] entry: exiting() メ ソッド

• virtual OutPort ptr rtc state ()

[CORBA interface] ア クティ ビ ティ ステー タスの OutPort の 取得

• virtual InPortList ∗ inports ()

[CORBA interface] InPortList の 取得

• virtual InPort ptr get inport (const char ∗name) throw (CORBA::SystemException,

RTM::RTComponent::NoSuchName)

[CORBA interface] InPort の 取得

• virtual OutPortList ∗ outports ()

[CORBA interface] OutPortList の 取得

• virtual OutPort ptr get outport (const char ∗name) throw (CORBA::System-

Exception, RTM::RTComponent::NoSuchName)

[CORBA interface] OutPort の 取得

• virtual char ∗ instance id ()

[CORBA interface] instance id の 取得

• virtual char ∗ implementation id ()

[CORBA interface] implementation id の 取得

• virtual char ∗ description ()

[CORBA interface] description の 取得

• virtual char ∗ version ()

[CORBA interface] version の 取得

• virtual char ∗ maker ()

[CORBA interface] maker の 取得

• virtual char ∗ category ()

[CORBA interface] category の 取得

• virtual RTCProfile ∗ profile ()

[CORBA interface] profile の 取得

• virtual RtmRes rtc start thread ()

[CORBA interface] ア クティ ビ ティ スレ ッドの スター ト

• virtual RtmRes rtc suspend thread ()



104 第 6 章 OpenRTM クラ スリ フ ァ レ ン ス

[CORBA interface] ア クティ ビ ティ スレ ッドの サスペ ン ド

• virtual RtmRes rtc stop thread ()

[CORBA interface] ア クティ ビ ティ スレ ッドの ストップ

• virtual RtmRes rtc set parent (RTCBase ptr comp)

[CORBA interface] 親コン ポ ー ネン トを セットす る

• virtual RtmRes rtc add component (RTCBase ptr comp)

[CORBA interface] 子コン ポ ー ネン トを 追加す る

• virtual RtmRes rtc delete component (RTCBase ptr comp)

[CORBA interface] 子コン ポ ー ネン トを 削除す る

• virtual RtmRes rtc replace component (RTCBase ptr comp1, RTCBase ptr

comp2)

[CORBA interface] 子コン ポ ー ネン トの 順序を 入れ 替え る

• virtual RtmRes rtc replace component by name (const char ∗name1, const char

∗name2)

[CORBA interface] 子コン ポ ー ネン トの 順序を 入れ 替え る

• virtual RTCBaseList ∗ rtc components ()

[CORBA interface] 子コン ポ ー ネン トを リ ストと して 取得す る 。

• virtual RTCBase ptr rtc get component (const char ∗name)

[CORBA interface] 子コン ポ ー ネン トを 名前を 指定して 取得

• virtual RtmRes rtc attach inport (InPort ptr in port)

[CORBA interface] InPort を ア タッチす る

• virtual RtmRes rtc attach inport by name (RTCBase ptr comp, const char

∗name)

[CORBA interface] InPort を ア タッチす る

• virtual RtmRes rtc detatch inport (InPort ptr in port)

[CORBA interface] InPort を デタッチす る

• virtual RtmRes rtc detatch inport by name (const char ∗name)

[CORBA interface] InPort を デタッチす る

• virtual RtmRes rtc attach outport (OutPort ptr out port)

[CORBA interface] OutPort を ア タッチす る

• virtual RtmRes rtc attach outport by name (RTCBase ptr comp, const char

∗name)

[CORBA interface] OutPort を ア タッチす る
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• virtual RtmRes rtc detatch outport (OutPort ptr out port)

[CORBA interface] OutPort を デタッチす る

• virtual RtmRes rtc detatch outport by name (const char ∗name)

[CORBA interface] OutPort を デタッチす る

• virtual void init orb (CORBA::ORB ptr orb, PortableServer::POA ptr poa)

ORB, POA の ポ イ ン タを 与え て 初期 化す る .

• virtual int open (void ∗args)

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ スレ ッドを 生成す る

• virtual int svc (void)

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ スレ ッド関 数

• virtual int close (unsigned long flags)

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ スレ ッド終了関 数

• virtual RTM::RTComponent::ComponentState getState ()

コン ポ ー ネン トステー ト取得

• virtual void initModuleProfile (RtcModuleProfile prof)

ModuleProfile の 初期 化.

• virtual RtcModuleProfile & getModuleProfile ()

ModuleProfile の 取得.

• virtual string setComponentName (int num)

コン ポ ー ネン ト名を セットす る

• bool registerInPort (InPortBase &in ch)

InPort の 登録.

• bool registerPort (InPortBase &in ch)

InPort の 登録.

• bool deleteInPort (InPortBase &in ch)

InPort の 登録解除.

• bool deletePort (InPortBase &in ch)

InPort の 登録解除.

• bool deleteInPortByName (const char ∗ch name)

InPort の 登録解除.

• void readAllInPorts ()

全て の InPort の デー タ取り 込み.
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• void finalizeInPorts ()

全て の InPort の 終了処理.

• bool registerOutPort (OutPortBase &out ch)

OutPort の 登録.

• bool registerPort (OutPortBase &out ch)

• bool deleteOutPort (OutPortBase &out ch)

OutPort の 登録.

• bool deletePort (OutPortBase &out ch)

OutPort の 登録.

• bool deleteOutPortByName (const char ∗ch name)

OutPort の 登録解除.

• void writeAllOutPorts ()

全て の OutPort の デー タ書き 出し.

• void finalizeOutPorts ()

全て の OutPort の 終了処理.

• void appendAlias (const char ∗alias)

コン ポ ー ネン ト名の alias を 登録

• void appendAlias (const std::string alias)

コン ポ ー ネン ト名の alias を 登録

• std::list< string > getAliases ()

コン ポ ー ネン ト名の alias を 取得

• void setNamingPolicy (NamingPolicy policy)

• NamingPolicy getNamingPolicy ()

• bool isLongNameEnable ()

• bool isAliasEnable ()

• void forceExit ()

• void finalize ()

コン ポ ー ネン トの 終了処理

• bool isThreadRunning ()

Protected 型

• typedef RtmRes(RtcBase::∗ StateFunc )()

ア クティ ビ ティ 関 数ポ イ ン タ宣言
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• typedef list< InPortBase ∗ >::iterator InPorts it

InPort リ ストイ テレ ー タ.

• typedef list< OutPortBase ∗ >::iterator OutPorts it

OutPort リ ストイ テレ ー タ.

• enum ThreadStates { UNKNOWN, RUNNING, SUSPEND, STOP }

ア クティ ビ ティ スレ ッド状態フ ラ グ構造体

Protected メ ソッド

• RtmRes check error (RtmRes result)

ア クティ ビ ティ エラ ー チェック関 数

• RtmRes nop ()

ア クティ ビ ティ 用ダミ ー 関 数

• RtmRes rtc initializing ()

ア クティ ビ ティ rtc init entry 実行関 数

• RtmRes rtc ready entry ()

ア クティ ビ ティ rtc ready entry 実行関 数

• RtmRes rtc starting ()

ア クティ ビ ティ rtc starting entry 実行関 数

• RtmRes rtc active entry ()

ア クティ ビ ティ rtc active entry 実行関 数

• RtmRes rtc stopping ()

ア クティ ビ ティ rtc stippoing entry 実行関 数

• RtmRes rtc aborting ()

ア クティ ビ ティ rtc aborting entry 実行関 数

• RtmRes rtc error entry ()

ア クティ ビ ティ rtc error entry 実行関 数

• RtmRes rtc fatal entry ()

ア クティ ビ ティ rtc fatal entry 実行関 数

• RtmRes rtc exiting ()

ア クティ ビ ティ rtc exiting entry 実行関 数

• RtmRes rtc ready ()

ア クティ ビ ティ rtc ready do 実行関 数



108 第 6 章 OpenRTM クラ スリ フ ァ レ ン ス

• RtmRes rtc active ()

ア クティ ビ ティ rtc active do 実行関 数

• RtmRes rtc error ()

ア クティ ビ ティ rtc error do 実行関 数

• RtmRes rtc fatal ()

ア クティ ビ ティ rtc fatal do 実行関 数

• RtmRes rtc ready exit ()

ア クティ ビ ティ rtc ready exit 実行関 数

• RtmRes rtc active exit ()

ア クティ ビ ティ rtc active exit 実行関 数

• RtmRes rtc error exit ()

ア クティ ビ ティ rtc error exit 実行関 数

• RtmRes rtc fatal exit ()

ア クティ ビ ティ rtc fatal exit 実行関 数

• void init state func table ()

ア クティ ビ ティ 関 数テー ブ ル の 初期 化

Protected 変数

• CORBA::ORB ptr m pORB

ORB ポ イ ン タ変数.

• PortableServer::POA ptr m pPOA

POA ポ イ ン タ変数.

• RtcManager ∗ m pManager

Manager ポ イ ン タ変数.

• RTCBase var m Parent

親コン ポ ー ネン トの オブ ジェクトリ フ ァ レ ン ス

• ThreadState m ThreadState

ア クティ ビ ティ スレ ッド状態変数

• ComponentStateMtx m CurrentState

ア クティ ビ ティ の 現在状態変数

• ComponentStateMtx m NextState
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ア クティ ビ ティ の 次状態変数

• StateFunc exit func [11]

ア クティ ビ ティ の exit 関 数テー ブ ル

• StateFunc entry func [11]

ア クティ ビ ティ の entry 関 数テー ブ ル

• StateFunc do func [11]

ア クティ ビ ティ の do 関 数テー ブ ル

• InPorts m InPorts

mutex 付き InPort リ スト

• OutPorts m OutPorts

mutex 付き OutPort リ スト

• TimedState m TimedState

Input port flag list ア クティ ビ ティ 状態変数.

• OutPortAny< TimedState > m StatePort

ア クティ ビ ティ 状態 OutPort

• RtcModuleProfile m Profile

コン ポ ー ネン トプ ロ フ ァ イ ル

• std::list< string > m Alias

コン ポ ー ネン ト名の alias

• NamingPolicy m NamingPolicy

• RtcMedLogbuf m MedLogbuf

ロ ガー 仲介バ ッフ ァ

• RtcLogStream rtcout

ロ ガー ストリ ー ム

6.1.1 説明

RTComponent 基 底クラ ス.

RTComponent開発者は 新た に 作成す る コン ポ ー ネン トの クラ スを こ の RtcBase の サブ クラ

スと して 定義 しなけ れ ば なら ない 。 新た に 作成す る コン ポ ー ネン トに お い て 、 必要なア クティ

ビ ティ の 状態に 対応す る メ ソッド rtc active do()(p. 117) 等を 適宜 オー バ ー ラ イ ドして 、 各

状態に て 行う 処理を そ の メ ソッドに 記 述す る 。 rtc xxx entry(), rtc xxx exit() で は そ の 状態に

入る と き と 出る と き に 一 度だ け そ れ ら の メ ソッドが 実行さ れ 、 rtc xxx do() で は そ の 状態に い

る 間 中、 そ の メ ソ ッドが 周期 実行さ れ る 。 各メ ソッド rtc xxx [entry|do|exit]() で は 戻り 値に

RTM OK, RTM ERR, RTM WARNING, RTM FATAL ERR の い ず れ か を 返す 。 RTM ERR
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を 返す と ERROR 状態に 、 RTM FATAL ERR を 返す と FATAL ERROR 状態に 移 行す る 。

そ の 他の 状態遷移 に つ い て は マ ニュ ア ル を 参照。

新た に 作成す る コン ポ ー ネン トの クラ スで は 、 InPort , OutPort と こ れ に バ イ ン ドさ れ

る InPort , OutPort の 型に 対応す る 変数を 定義 す る 。 コン ポ ー ネン トの クラ スの コン ストラ

クタで は 、 こ れ ら の 変数を 初期 化子を 用い て 初期 化し、 コン ストラ クタ内で registerInPort ,

registerOutPort を 用い て そ れ ぞ れ InPort , OutPort と して 登録す る 必要が あ る 。

6.1.2 型定義

6.1.2.1 typedef list<InPortBase∗>::iterator RTM::RtcBase::InPorts it

[protected]

InPort リ ストイ テレ ー タ.

6.1.2.2 typedef list<OutPortBase∗>::iterator RTM::RtcBase::OutPorts it

[protected]

OutPort リ ストイ テレ ー タ.

6.1.2.3 typedef RtmRes(RtcBase::∗ RTM::RtcBase::StateFunc)() [protected]

ア クティ ビ ティ 関 数ポ イ ン タ宣言

6.1.3 列挙型

6.1.3.1 enum RTM::RtcBase::ThreadStates [protected]

ア クティ ビ ティ スレ ッド状態フ ラ グ構造体

-4pt

列挙型の 値:

UNKNOWN

RUNNING

SUSPEND

STOP

6.1.4 コン ストラ クタと デストラ クタ

6.1.4.1 RTM::RtcBase::RtcBase ()

RtcBase(p. 99) クラ スコン ストラ クタ.

RTComponent サー バ ン ト実装の 基 底クラ ス RtcBase(p. 99) の コン ストラ クタ。 こ の コン

ストラ クタを 使用す る 場合、 ユ ー ザは ORB へ の ポ イ ン タと POA の ポ イ ン タ あ る い は 、 マ ネー



6.1 クラ ス RTM::RtcBase 111

ジャ へ の ポ イ ン タを 後で セットす る 必要が あ る 。

6.1.4.2 RTM::RtcBase::RtcBase (CORBA::ORB ptr orb,

PortableServer::POA ptr poa)

RtcBase(p. 99) クラ スコン ストラ クタ.

RTComponent サー バ ン ト実装の 基 底クラ ス RtcBase(p. 99) の コン ストラ クタ。

ORB へ の ポ イ ン タと POA へ の ポ イ ン タが す で に 得ら れ て い る 場合に は 、 こ の コン ストラ

クタを 使用す る こ と が 出来る 。

-4pt

引 数:

orb ORB へ の ポ イ ン タ

poa POA へ の ポ イ ン タ

6.1.4.3 RTM::RtcBase::RtcBase (RtcManager ∗ manager)

RtcBase(p. 99) クラ スコン ストラ クタ.

通常は マ ネー ジャ を 通して コン ポ ー ネン トクラ スを イ ン スタン ス化し、 こ の コン ストラ クタ

を 使用す る こ と を 推奨す る 。

-4pt

引 数:

manager コン ポ ー ネン トマ ネー ジャ RtcManager(p. 152) へ の ポ イ ン タ

6.1.4.4 virtual RTM::RtcBase::∼RtcBase () [virtual]

RtcBase(p. 99) クラ スデストラ クタ.

6.1.5 関 数

6.1.5.1 RtmRes RTM::RtcBase:: check error (RtmRes result) [protected]

ア クティ ビ ティ エラ ー チェック関 数

6.1.5.2 RtmRes RTM::RtcBase:: nop () [inline, protected]

ア クティ ビ ティ 用ダミ ー 関 数

6.1.5.3 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc aborting () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc aborting entry 実行関 数
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6.1.5.4 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc active () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc active do 実行関 数

6.1.5.5 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc active entry () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc active entry 実行関 数

6.1.5.6 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc active exit () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc active exit 実行関 数

6.1.5.7 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc error () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc error do 実行関 数

6.1.5.8 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc error entry () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc error entry 実行関 数

6.1.5.9 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc error exit () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc error exit 実行関 数

6.1.5.10 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc exiting () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc exiting entry 実行関 数

6.1.5.11 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc fatal () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc fatal do 実行関 数

6.1.5.12 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc fatal entry () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc fatal entry 実行関 数

6.1.5.13 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc fatal exit () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc fatal exit 実行関 数
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6.1.5.14 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc initializing () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc init entry 実行関 数

6.1.5.15 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc ready () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc ready do 実行関 数

6.1.5.16 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc ready entry () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc ready entry 実行関 数

6.1.5.17 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc ready exit () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc ready exit 実行関 数

6.1.5.18 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc starting () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc starting entry 実行関 数

6.1.5.19 RtmRes RTM::RtcBase:: rtc stopping () [protected]

ア クティ ビ ティ rtc stippoing entry 実行関 数

6.1.5.20 void RTM::RtcBase::appendAlias (const std::string alias)

コン ポ ー ネン ト名の alias を 登録

コン ポ ー ネン ト名の alias を 登録す る 。 登録さ れ た alias は ネー ミ ン グサー バ に 登録さ れ

る 。 名前の 付け 方は コン テキストの 区切り を ”/”、 id と kind の 区切り を ”|” と す る 。 コ

ン テキスト Manipulator の 下に 自分自身を MyManipulator0 と して bind した い 場合に は

　 ”/Manipualtor/MyManipulator0|rtc” を 文字列と して 渡す 。 マ ネー ジャ に よ り 適切なタイ ミ

ン グで ネー ミ ン グサー バ に 登録さ れ る 。

-4pt

引 数:

alias コン ポ ー ネン ト名の alias

6.1.5.21 void RTM::RtcBase::appendAlias (const char ∗ alias)

コン ポ ー ネン ト名の alias を 登録

コン ポ ー ネン ト名の alias を 登録す る 。 登録さ れ た alias は ネー ミ ン グサー バ に 登録さ れ

る 。 名前の 付け 方は コン テキストの 区切り を ”/”、 id と kind の 区切り を ”|” と す る 。 コ
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ン テキスト Manipulator の 下に 自分自身を MyManipulator0 と して bind した い 場合に は

　 ”/Manipualtor/MyManipulator0|rtc” を 文字列と して 渡す 。 マ ネー ジャ に よ り 適切なタイ ミ

ン グで ネー ミ ン グサー バ に 登録さ れ る 。

-4pt

引 数:

alias コン ポ ー ネン ト名の alias

6.1.5.22 virtual char∗ RTM::RtcBase::category () [virtual]

[CORBA interface] category の 取得

コン ポ ー ネン トの カテゴリ を 取得す る 。

6.1.5.23 virtual int RTM::RtcBase::close (unsigned long flags) [virtual]

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ スレ ッド終了関 数

コン ポ ー ネン トの 内部ア クティ ビ ティ スレ ッド終了時に 呼ば れ る 。 コン ポ ー ネン トオブ ジェ

クトの 非ア クティ ブ 化、 マ ネー ジャ へ の 通知を 行う 。 こ れ は ACE Task サー ビ スクラ スメ ソッ

ドの オー バ ー ラ イ ド。

6.1.5.24 bool RTM::RtcBase::deleteInPort (InPortBase & in ch)

InPort の 登録解除.

登録さ れ て い る InPort の 登録を 解除す る 。

-4pt

引 数:

in ch InPort object of InPort<T>

6.1.5.25 bool RTM::RtcBase::deleteInPortByName (const char ∗ ch name)

InPort の 登録解除.

登録さ れ て い る InPort の 登録を 名前を 指定して 解除す る 。

-4pt

引 数:

ch name InPort 名

6.1.5.26 bool RTM::RtcBase::deleteOutPort (OutPortBase & out ch)

OutPort の 登録.

OutPort を コン ポ ー ネン トに 登録す る 。 登録さ れ た OutPort は 外部か ら 見え る よ う に なる 。

-4pt

引 数:

out ch OutPort object of OutPort<T>
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6.1.5.27 bool RTM::RtcBase::deleteOutPortByName (const char ∗ ch name)

OutPort の 登録解除.

登録さ れ て い る OutPort の 登録を 名前を 指定して 解除す る 。

-4pt

引 数:

ch name OutPort 名

6.1.5.28 bool RTM::RtcBase::deletePort (OutPortBase & out ch) [inline]

OutPort の 登録.

OutPort を コン ポ ー ネン トに 登録す る 。 登録さ れ た OutPort は 外部か ら 見え る よ う に なる 。

-4pt

引 数:

out ch OutPort object of OutPort<T>

6.1.5.29 bool RTM::RtcBase::deletePort (InPortBase & in ch) [inline]

InPort の 登録解除.

登録さ れ て い る InPort の 登録を 解除す る 。

-4pt

引 数:

in ch InPort object of InPort<T>

6.1.5.30 virtual char∗ RTM::RtcBase::description () [virtual]

[CORBA interface] description の 取得

コン ポ ー ネン トの 概要説明を 取得す る 。

6.1.5.31 void RTM::RtcBase::finalize ()

コン ポ ー ネン トの 終了処理

1.OutPort の 終了処理+deactivate、 2.InPort の 終了処理+deactivate、 3. ア クティ ビ ティ の

停止、 4.コン ポ ー ネン トの deactivate 5.

6.1.5.32 void RTM::RtcBase::finalizeInPorts ()

全て の InPort の 終了処理.

全て の InPort に 対して オブ ジェクトの deactivate() を 行う 。
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6.1.5.33 void RTM::RtcBase::finalizeOutPorts ()

全て の OutPort の 終了処理.

全て の OutPort に 対して 各サブ スクラ イ バ を 切断し、 オブ ジェクトの deactivate() を 行う 。

6.1.5.34 void RTM::RtcBase::forceExit ()

6.1.5.35 virtual InPort ptr RTM::RtcBase::get inport (const

char ∗ name) throw (CORBA::SystemException,

RTM::RTComponent::NoSuchName) [virtual]

[CORBA interface] InPort の 取得

InPort の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 取得す る 。

-4pt

引 数:

name InPort 名

6.1.5.36 virtual OutPort ptr RTM::RtcBase::get outport (const

char ∗ name) throw (CORBA::SystemException,

RTM::RTComponent::NoSuchName) [virtual]

[CORBA interface] OutPort の 取得

OutPort の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 取得す る 。

-4pt

引 数:

name OutPort 名

6.1.5.37 std::list<string> RTM::RtcBase::getAliases ()

コン ポ ー ネン ト名の alias を 取得

登録さ れ て い る コン ポ ー ネン ト名の alias を 取得す る 。

6.1.5.38 virtual RtcModuleProfile& RTM::RtcBase::getModuleProfile ()

[inline, virtual]

ModuleProfile の 取得.

ModuleProfile を 取得す る 。
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6.1.5.39 NamingPolicy RTM::RtcBase::getNamingPolicy ()

6.1.5.40 virtual RTM::RTComponent::ComponentState

RTM::RtcBase::getState () [virtual]

コン ポ ー ネン トステー ト取得

コン ポ ー ネン トの 現在の 状態を 取得す る 。

6.1.5.41 virtual char∗ RTM::RtcBase::implementation id () [virtual]

[CORBA interface] implementation id の 取得

コン ポ ー ネン トの イ ン プ リ メ ン テー ショ ン ID を 取得す る 。

6.1.5.42 virtual void RTM::RtcBase::init orb (CORBA::ORB ptr orb,

PortableServer::POA ptr poa) [virtual]

ORB, POA の ポ イ ン タを 与え て 初期 化す る .

コン ポ ー ネン トに ORB と POA の ポ イ ン タを 与え て コン ポ ー ネン トを 初期 化す る 。

-4pt

引 数:

orb ORB へ の ポ イ ン タ

poa POA へ の ポ イ ン タ

6.1.5.43 void RTM::RtcBase::init state func table () [protected]

ア クティ ビ ティ 関 数テー ブ ル の 初期 化

6.1.5.44 virtual void RTM::RtcBase::initModuleProfile (RtcModuleProfile

prof) [virtual]

ModuleProfile の 初期 化.

RtcModuleProfile クラ スの イ ン スタン スを 渡して 、 コン ポ ー ネン トの プ ロ フ ァ イ ル を 初期

化す る 。

-4pt

引 数:

RtcModuleProfSpec モ ジュ ー ル プ ロ フ ァ イ ル

6.1.5.45 virtual InPortList∗ RTM::RtcBase::inports () [virtual]

[CORBA interface] InPortList の 取得

InPort の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スの リ ストを 取得す る 。
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6.1.5.46 virtual char∗ RTM::RtcBase::instance id () [virtual]

[CORBA interface] instance id の 取得

コン ポ ー ネン トの イ ン スタン ス ID を 取得す る 。

6.1.5.47 bool RTM::RtcBase::isAliasEnable ()

6.1.5.48 bool RTM::RtcBase::isLongNameEnable ()

6.1.5.49 bool RTM::RtcBase::isThreadRunning ()

6.1.5.50 virtual char∗ RTM::RtcBase::maker () [virtual]

[CORBA interface] maker の 取得

コン ポ ー ネン トの 作成者を 取得す る 。

6.1.5.51 virtual int RTM::RtcBase::open (void ∗ args) [virtual]

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ スレ ッドを 生成す る

コン ポ ー ネン トの 内部ア クティ ビ ティ スレ ッドを 生成し起 動す る 。 こ れ は ACE Task サー

ビ スクラ スメ ソッドの オー バ ー ラ イ ド。

-4pt

引 数:

args 通常は 0

6.1.5.52 virtual OutPortList∗ RTM::RtcBase::outports () [virtual]

[CORBA interface] OutPortList の 取得

OutPort の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スの リ ストを 取得す る 。

6.1.5.53 virtual RTCProfile∗ RTM::RtcBase::profile () [virtual]

[CORBA interface] profile の 取得

コン ポ ー ネン トの プ ロ フ ァ イ ル を 取得す る 。

6.1.5.54 void RTM::RtcBase::readAllInPorts ()

全て の InPort の デー タ取り 込み.

全て の InPort に 対して InPort::read() を 実行。 予め バ イ ン ドさ れ た 変数に 最新の 値が 代入

さ れ る 。 変数に バ イ ン ドさ れ て い ない InPort で は 何も 起 こ ら ない 。
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6.1.5.55 bool RTM::RtcBase::registerInPort (InPortBase & in ch)

InPort の 登録.

InPort を コン ポ ー ネン トに 登録す る 。 登録さ れ た InPort は 外部か ら 見え る よ う に なる 。

-4pt

引 数:

in ch InPort object of InPort<T>

6.1.5.56 bool RTM::RtcBase::registerOutPort (OutPortBase & out ch)

OutPort の 登録.

OutPort を コン ポ ー ネン トに 登録す る 。 登録さ れ た OutPort は 外部か ら 見え る よ う に なる 。

-4pt

引 数:

out ch OutPort object of OutPort<T>

6.1.5.57 bool RTM::RtcBase::registerPort (OutPortBase & out ch) [inline]

6.1.5.58 bool RTM::RtcBase::registerPort (InPortBase & in ch) [inline]

InPort の 登録.

InPort を コン ポ ー ネン トに 登録す る 。 登録さ れ た InPort は 外部か ら 見え る よ う に なる 。

-4pt

引 数:

in ch InPort object of InPort<T>

6.1.5.59 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc aborting entry () [inline,

virtual]

[CORBA interface] entry: aborting() メ ソッド

ABORTING 状態へ 進入す る と き に 1 度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。 エラ ー が なけ れ ば

READY 状態へ 遷移 す る 。 戻り 値が RTM ERR で ERROR 状態へ 、 RTM FATALERR で

FATAL ERROR 状態へ 遷移 す る 。

6.1.5.60 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc active do () [inline, virtual]

[CORBA interface] do: active() メ ソッド.

ACTIVE 状態に 居る 間 周期 実行さ れ る メ ソッド。
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6.1.5.61 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc active entry () [inline, virtual]

[CORBA interface] entry: active() メ ソッド.

ACTIVE 状態に 進入す る と き に 1度だ け 実行さ れ る メ ソッド。

6.1.5.62 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc active exit () [inline, virtual]

[CORBA interface] exit: active() メ ソッド.

ACTIVE 状態か ら 出る と き に 1度だ け 実行さ れ る メ ソッド。

6.1.5.63 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc add component (RTCBase ptr

comp) [inline, virtual]

[CORBA interface] 子コン ポ ー ネン トを 追加す る

子コン ポ ー ネン トの オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを セットす る 。 単体コン ポ ー ネン トに お い て

こ の メ ソッドは 未使用の た め 、 RTM ERR を 返す 。

6.1.5.64 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc attach inport (InPort ptr in port)

[inline, virtual]

[CORBA interface] InPort を ア タッチす る

子コン ポ ー ネン トの InPort を こ の コン ポ ー ネン トの InPort に ア タッチす る 。 単体コン ポ ー

ネン トに お い て は 自分自身オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 返す 。

6.1.5.65 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc attach inport by name

(RTCBase ptr comp, const char ∗ name) [inline, virtual]

[CORBA interface] InPort を ア タッチす る

子コン ポ ー ネン トの InPort名を 指定して コン ポ ー ネン トの InPort に ア タッチ す る 。 単体コ

ン ポ ー ネン トに お い て は 自分自身オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 返す 。

6.1.5.66 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc attach outport (OutPort ptr

out port) [inline, virtual]

[CORBA interface] OutPort を ア タッチす る

子コン ポ ー ネン トの OutPort を こ の コン ポ ー ネン トの OutPort に ア タッチす る 。 単体コン

ポ ー ネン トに お い て は 自分自身オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 返す 。
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6.1.5.67 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc attach outport by name

(RTCBase ptr comp, const char ∗ name) [inline, virtual]

[CORBA interface] OutPort を ア タッチす る

子コン ポ ー ネン トの OutPort名を 指定して コン ポ ー ネン トの InPort に ア タッチ す る 。 単体

コン ポ ー ネン トに お い て は 自分自身オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 返す 。

6.1.5.68 virtual RTCBaseList∗ RTM::RtcBase::rtc components () [inline,

virtual]

[CORBA interface] 子コン ポ ー ネン トを リ ストと して 取得す る 。

子コン ポ ー ネン トの リ ストを 取得す る 。 単体コン ポ ー ネン トに お い て は 自分自身オブ ジェク

トリ フ ァ レ ン スを 返す 。

6.1.5.69 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc delete component (RTCBase ptr

comp) [inline, virtual]

[CORBA interface] 子コン ポ ー ネン トを 削除す る

子コン ポ ー ネン トの オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 削除す る 。 単体コン ポ ー ネン トに お い て こ

の メ ソッドは 未使用の た め 、 RTM ERR を 返す 。

6.1.5.70 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc detatch inport (InPort ptr

in port) [inline, virtual]

[CORBA interface] InPort を デタッチす る

子コン ポ ー ネン トの InPort を こ の コン ポ ー ネン トの InPort か ら デタッチす る 。 単体コン

ポ ー ネン トに お い て は RTM ERR を 返す 。

6.1.5.71 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc detatch inport by name (const

char ∗ name) [inline, virtual]

[CORBA interface] InPort を デタッチす る

子コン ポ ー ネン トの InPort を 名前を 指定して こ の コン ポ ー ネン トの InPort か ら デタッチす

る 。 単体コン ポ ー ネン トに お い て は RTM ERR を 返す 。

6.1.5.72 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc detatch outport (OutPort ptr

out port) [inline, virtual]

[CORBA interface] OutPort を デタッチす る

子コン ポ ー ネン トの OutPort を こ の コン ポ ー ネン トの OutPort か ら デタッチす る 。 単体コ

ン ポ ー ネン トに お い て は RTM ERR を 返す 。
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6.1.5.73 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc detatch outport by name (const

char ∗ name) [inline, virtual]

[CORBA interface] OutPort を デタッチす る

子コン ポ ー ネン トの OutPort を 名前を 指定して こ の コン ポ ー ネン トの OutPort か ら デタッ

チす る 。 単体コン ポ ー ネン トに お い て は RTM ERR を 返す 。

6.1.5.74 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc error do () [inline, virtual]

[CORBA interface] do: error() メ ソッド.

ERROR 状態に い る 間 周期 実行さ れ る メ ソッド。

6.1.5.75 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc error entry () [inline, virtual]

[CORBA interface] entry: error() メ ソッド

ERROR 状態へ 進入す る と き に 1度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。

6.1.5.76 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc error exit () [inline, virtual]

[CORBA interface] exit: error() メ ソッド.

ERROR 状態か ら 出る と き に 1度だ け 実行さ れ る メ ソッド。

6.1.5.77 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc exit () throw

(CORBA::SystemException, RTM::RTComponent::IllegalTransition)

[virtual]

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの リ セット

コン ポ ー ネン トの 状態を EXITING に 遷移 さ せ る 。 EXITING 状態に 遷移 した コン ポ ー ネ

ン トは 二度と 復帰 す る こ と なく 終了す る 。

6.1.5.78 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc exiting entry () [inline,

virtual]

[CORBA interface] entry: exiting() メ ソッド

EXITING状態へ 進入す る と き に 1度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。 エラ ー が なけ れ ば READY

状態へ 遷移 す る 。 戻り 値が RTM ERR で ERROR 状態へ 、 RTM FATALERR で FATAL -

ERROR 状態へ 遷移 す る 。
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6.1.5.79 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc fatal do () [inline, virtual]

[CORBA interface] do: fatal() メ ソッド.

FATAL ERROR 状態に い る 間 周期 実行さ れ る メ ソッド。

6.1.5.80 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc fatal entry () [inline, virtual]

[CORBA interface] entry: fatal() メ ソッド

FATAL ERROR 状態へ 進入す る と き に 1度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。

6.1.5.81 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc fatal exit () [inline, virtual]

[CORBA interface] exit: fatal() メ ソッド.

READY 状態か ら 出る と き に 1度だ け 実行さ れ る メ ソッド。

6.1.5.82 virtual RTCBase ptr RTM::RtcBase::rtc get component (const char ∗

name) [inline, virtual]

[CORBA interface] 子コン ポ ー ネン トを 名前を 指定して 取得

子コン ポ ー ネン トを 名前を 指定して そ の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 取得す る 。 単体コン

ポ ー ネン トに お い て は 自分自身オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 返す 。

6.1.5.83 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc init entry () [inline, virtual]

[CORBA interface] entry: init() メ ソッド

INITIALIZING 状態へ 進入す る と き に 1度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。 エラ ー が なけ れ ば

READY 状態へ 遷移 す る 。 戻り 値が RTM ERR で ERROR 状態へ 、 RTM FATALERR で

FATAL ERROR 状態へ 遷移 す る 。

6.1.5.84 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc kill () [virtual]

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの 強制終了

FATAL ERROR 状態の コン ポ ー ネン トを EXITING に 遷移 さ せ る 。 EXITING 状態に 遷移

した コン ポ ー ネン トは 二度と 復帰 す る こ と なく 終了す る 。

6.1.5.85 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc ready do () [inline, virtual]

[CORBA interface] do: ready() メ ソッド.

READY 状態に い る 間 周期 実行さ れ る メ ソッド。
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6.1.5.86 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc ready entry () [inline, virtual]

[CORBA interface] entry: ready() メ ソッド

READY 状態へ 進入す る と き に 1度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。

6.1.5.87 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc ready exit () [inline, virtual]

[CORBA interface] exit: ready() メ ソッド.

READY 状態か ら 出る と き に 1度だ け 実行さ れ る メ ソッド。

6.1.5.88 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc replace component (RTCBase ptr

comp1, RTCBase ptr comp2) [inline, virtual]

[CORBA interface] 子コン ポ ー ネン トの 順序を 入れ 替え る

2 つ の 子コン ポ ー ネン トを オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 使用して 順序を 入れ 替え る 。 単体コ

ン ポ ー ネン トに お い て こ の メ ソッドは 未使用の た め 、 RTM ERR を 返す 。

6.1.5.89 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc replace component by name

(const char ∗ name1, const char ∗ name2) [inline, virtual]

[CORBA interface] 子コン ポ ー ネン トの 順序を 入れ 替え る

2 つ の 子コン ポ ー ネン トの 順序を コン ポ ー ネン ト名を 指定して 入れ 替え る 。 単体コン ポ ー ネ

ン トに お い て こ の メ ソッドは 未使用の た め 、 RTM ERR を 返す 。

6.1.5.90 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc reset () throw

(CORBA::SystemException, RTM::RTComponent::IllegalTransition)

[virtual]

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの リ セット

コン ポ ー ネン トの 状態を ERROR か ら INITIALIZE に 遷移 さ せ る 。 INITIALIZE 後エラ ー

が なけ れ ば す ぐ に READY 状態に 遷移 す る 。 こ の オペ レ ー ショ ン を 発行す る と き 、 コン ポ ー

ネン トは ERROR 状態で なけ れ ば なら ない 。 他の 状態の 場合に は IllegalTransition 例外が 発

生す る 。

6.1.5.91 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc set parent (RTCBase ptr comp)

[virtual]

[CORBA interface] 親コン ポ ー ネン トを セットす る

親コン ポ ー ネン トの オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを セットす る 。
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6.1.5.92 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc start () throw

(CORBA::SystemException, RTM::RTComponent::IllegalTransition)

[virtual]

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの ア クティ ブ 化

コン ポ ー ネン トの 状態を READY か ら ACTIVE に 遷移 さ せ る 。 こ の オペ レ ー ショ ン を

発行す る と き 、 コン ポ ー ネン トは READY 状態で なけ れ ば なら ない 。 他の 状態の 場合に は

IllegalTransition 例外が 発生す る 。

6.1.5.93 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc start thread () [virtual]

[CORBA interface] ア クティ ビ ティ スレ ッドの スター ト

コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ の 内部スレ ッドを スター トさ せ る

6.1.5.94 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc starting entry () [inline,

virtual]

[CORBA interface] entry: starting() メ ソッド

STARTING 状態へ 進入す る と き に 1度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。 エラ ー が なけ れ ば AC-

TIVE 状態へ 遷移 す る 。 戻り 値が RTM ERR で ERROR 状態へ 、 RTM FATALERR で

FATAL ERROR 状態へ 遷移 す る 。

6.1.5.95 virtual OutPort ptr RTM::RtcBase::rtc state () [virtual]

[CORBA interface] ア クティ ビ ティ ステー タスの OutPort の 取得

ア クティ ビ ティ ステー タスの OutPort の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 取得す る 。

6.1.5.96 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc stop () throw

(CORBA::SystemException, RTM::RTComponent::IllegalTransition)

[virtual]

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの 非ア クティ ブ 化

コン ポ ー ネン トの 状態を ACTIVE か ら READY に 遷移 さ せ る 。 こ の オペ レ ー ショ ン を

発行す る と き 、 コン ポ ー ネン トは ACTIVE 状態で なけ れ ば なら ない 。 他の 状態の 場合に は

IllegalTransition 例外が 発生す る 。

6.1.5.97 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc stop thread () [virtual]

[CORBA interface] ア クティ ビ ティ スレ ッドの ストップ

コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ の 内部スレ ッドを ストップ さ せ る
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6.1.5.98 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc stopping entry () [inline,

virtual]

[CORBA interface] entry: stopping() メ ソッド

STOPPING 状態へ 進入す る と き に 1 度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。 エラ ー が なけ れ ば

READY 状態へ 遷移 す る 。 戻り 値が RTM ERR で ERROR 状態へ 、 RTM FATALERR で

FATAL ERROR 状態へ 遷移 す る 。

6.1.5.99 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc suspend thread () [virtual]

[CORBA interface] ア クティ ビ ティ スレ ッドの サスペ ン ド

コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ の 内部スレ ッドを サスペ ン ドさ せ る

6.1.5.100 virtual RtmRes RTM::RtcBase::rtc worker () [virtual]

[CORBA interface] メ イ ン ア クティ ビ ティ の メ ソッド

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ の 本体は こ の メ ソッドを 周期 実行す る こ と に よ り 処理さ れ

る 。 単体の コン ポ ー ネン トで は 内部的なスレ ッドに よ り こ の メ ソ ッドを 周期 呼出す る こ と で 処

理を 行っ て い る 。 スレ ッドを 停止さ せ 、 外部か ら こ の オペ レ ー ショ ン を 呼び 出す こ と に よ り 、

任 意 の タイ ミ ン グで ア クティ ビ ティ を 実行す る こ と も 出来る 。

6.1.5.101 virtual string RTM::RtcBase::setComponentName (int num)

[virtual]

コン ポ ー ネン ト名を セットす る

コン ポ ー ネン トの モ ジュ ー ル 名に 引 数で 与え ら れ る 数字を 付加した コン ポ ー ネン ト名を 返

す 。 ユ ー ザは こ の メ ソッドを オー バ ー ラ イ ドして 、 コン ポ ー ネン ト名の 命名 方法を カスタマ イ

ズす る こ と が 出来る 。

-4pt

引 数:

num コン ポ ー ネン トの イ ン スタン ス番号

6.1.5.102 void RTM::RtcBase::setNamingPolicy (NamingPolicy policy)

6.1.5.103 virtual int RTM::RtcBase::svc (void) [virtual]

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ スレ ッド関 数

コン ポ ー ネン トの 内部ア クティ ビ ティ スレ ッドの 実行関 数。 こ れ は ACE Task サー ビ スク

ラ スメ ソッドの オー バ ー ラ イ ド。
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6.1.5.104 virtual char∗ RTM::RtcBase::version () [virtual]

[CORBA interface] version の 取得

コン ポ ー ネン トの バ ー ジョ ン を 取得す る 。

6.1.5.105 void RTM::RtcBase::writeAllOutPorts ()

全て の OutPort の デー タ書き 出し.

全て の OutPort に 対して OutPort::write() を 実行。 予め バ イ ン ドさ れ た 変数の 値を サブ ス

クラ イ バ に 書き 出す た め の バ ッフ ァ に 書き 込ま れ る 。 変数に バ イ ン ドさ れ て い ない InPort で

は 何も 起 こ ら ない 。

6.1.6 変数

6.1.6.1 StateFunc RTM::RtcBase:: do func[11] [protected]

ア クティ ビ ティ の do 関 数テー ブ ル

6.1.6.2 StateFunc RTM::RtcBase:: entry func[11] [protected]

ア クティ ビ ティ の entry 関 数テー ブ ル

6.1.6.3 StateFunc RTM::RtcBase:: exit func[11] [protected]

ア クティ ビ ティ の exit 関 数テー ブ ル

6.1.6.4 std::list<string> RTM::RtcBase::m Alias [protected]

コン ポ ー ネン ト名の alias

6.1.6.5 ComponentStateMtx RTM::RtcBase::m CurrentState [protected]

ア クティ ビ ティ の 現在状態変数

6.1.6.6 InPorts RTM::RtcBase::m InPorts [protected]

mutex 付き InPort リ スト
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6.1.6.7 RtcMedLogbuf RTM::RtcBase::m MedLogbuf [protected]

ロ ガー 仲介バ ッフ ァ

6.1.6.8 NamingPolicy RTM::RtcBase::m NamingPolicy [protected]

6.1.6.9 ComponentStateMtx RTM::RtcBase::m NextState [protected]

ア クティ ビ ティ の 次状態変数

6.1.6.10 OutPorts RTM::RtcBase::m OutPorts [protected]

mutex 付き OutPort リ スト

6.1.6.11 RTCBase var RTM::RtcBase::m Parent [protected]

親コン ポ ー ネン トの オブ ジェクトリ フ ァ レ ン ス

6.1.6.12 RtcManager∗ RTM::RtcBase::m pManager [protected]

Manager ポ イ ン タ変数.

6.1.6.13 CORBA::ORB ptr RTM::RtcBase::m pORB [protected]

ORB ポ イ ン タ変数.

6.1.6.14 PortableServer::POA ptr RTM::RtcBase::m pPOA [protected]

POA ポ イ ン タ変数.

6.1.6.15 RtcModuleProfile RTM::RtcBase::m Profile [protected]

コン ポ ー ネン トプ ロ フ ァ イ ル

6.1.6.16 OutPortAny<TimedState> RTM::RtcBase::m StatePort [protected]

ア クティ ビ ティ 状態OutPort
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6.1.6.17 ThreadState RTM::RtcBase::m ThreadState [protected]

ア クティ ビ ティ スレ ッド状態変数

6.1.6.18 TimedState RTM::RtcBase::m TimedState [protected]

Input port flag list ア クティ ビ ティ 状態変数.

6.1.6.19 RtcLogStream RTM::RtcBase::rtcout [protected]

ロ ガー ストリ ー ム

こ の クラ スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RtcBase.h
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6.2 構造体 RTM::RtcBase::ComponentStateMtx

ア クティ ビ ティ 状態変数クラ ス

#include <RtcBase.h>

Public メ ソッド

• ComponentStateMtx ()

ア クティ ビ ティ 状態変数クラ スコン ストラ クタ

Public 変数

• ComponentState state

ア クティ ビ ティ 状態

• ACE Thread Mutex mutex

ア クティ ビ ティ 状態変数Mutex

6.2.1 説明

ア クティ ビ ティ 状態変数クラ ス

6.2.2 コン ストラ クタと デストラ クタ

6.2.2.1 RTM::RtcBase::ComponentStateMtx::ComponentStateMtx ()

[inline]

ア クティ ビ ティ 状態変数クラ スコン ストラ クタ

6.2.3 変数

6.2.3.1 ACE Thread Mutex RTM::RtcBase::ComponentStateMtx:: mutex

ア クティ ビ ティ 状態変数Mutex

6.2.3.2 ComponentState RTM::RtcBase::ComponentStateMtx:: state

ア クティ ビ ティ 状態

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :
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• RtcBase.h
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6.3 クラ ス RTM::RtcBase::eq name

コン ポ ー ネン ト名比較 Fanctor クラ ス

#include <RtcBase.h>

Public メ ソッド

• eq name (const char ∗name)

• bool operator() (InPortBase ∗ch)

• bool operator() (OutPortBase ∗ch)

Public 変数

• const string m name

6.3.1 説明

コン ポ ー ネン ト名比較 Fanctor クラ ス

6.3.2 コン ストラ クタと デストラ クタ

6.3.2.1 RTM::RtcBase::eq name::eq name (const char ∗ name) [inline]

6.3.3 関 数

6.3.3.1 bool RTM::RtcBase::eq name::operator() (OutPortBase ∗ ch) [inline]

6.3.3.2 bool RTM::RtcBase::eq name::operator() (InPortBase ∗ ch) [inline]

6.3.4 変数

6.3.4.1 const string RTM::RtcBase::eq name::m name

こ の クラ スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RtcBase.h
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6.4 構造体 RTM::RtcBase::InPorts

mutex 付き InPort リ スト構造体

#include <RtcBase.h>

Public 変数

• list< InPortBase ∗ > m List

• ACE Thread Mutex m Mutex

6.4.1 説明

mutex 付き InPort リ スト構造体

6.4.2 変数

6.4.2.1 list<InPortBase∗> RTM::RtcBase::InPorts::m List

6.4.2.2 ACE Thread Mutex RTM::RtcBase::InPorts::m Mutex

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RtcBase.h
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6.5 構造体 RTM::RtcBase::OutPorts

mutex 付き OutPort リ スト構造体

#include <RtcBase.h>

Public 変数

• list< OutPortBase ∗ > m List

• ACE Thread Mutex m Mutex

6.5.1 説明

mutex 付き OutPort リ スト構造体

6.5.2 変数

6.5.2.1 list<OutPortBase∗> RTM::RtcBase::OutPorts::m List

6.5.2.2 ACE Thread Mutex RTM::RtcBase::OutPorts::m Mutex

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RtcBase.h
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6.6 クラ ス RTM::RtcBase::ThreadState

#include <RtcBase.h>

Public メ ソッド

• ThreadState ()

Public 変数

• ThreadStates m Flag

• ACE Thread Mutex m Mutex

6.6.1 コン ストラ クタと デストラ クタ

6.6.1.1 RTM::RtcBase::ThreadState::ThreadState () [inline]

6.6.2 変数

6.6.2.1 ThreadStates RTM::RtcBase::ThreadState::m Flag

6.6.2.2 ACE Thread Mutex RTM::RtcBase::ThreadState::m Mutex

こ の クラ スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RtcBase.h
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6.7 クラ ス RTM::InPortBase

InPort 基 底クラ ス.

#include <RtcInPortBase.h>

RTM::InPortBase に 対す る 継承グラ フ :

RTM::InPortBase

RTM::InPortAny< T >

Public メ ソッド

• InPortBase ()

InPortBase(p.134) クラ スコン ストラ クタ.

• virtual ∼InPortBase ()

InPortBase(p.134) クラ スデストラ クタ.

• virtual void put (const CORBA::Any &value)=0 throw (CORBA::SystemException,

RTM::InPort::Disconnected)

[CORBA interface] InPort に 値を 渡す

• virtual PortProfile ∗ profile () throw (CORBA::SystemException)

[CORBA interface] InPort の プ ロ フ ァ イ ル を 取得す る

• const char ∗ name ()

InPort の 名前を 取得す る .

• virtual void read pm ()=0

バ イ ン ドさ れ た T 型の 変数に InPort バ ッフ ァ の 最新値を 読み込む

Protected 変数

• PortProfile m Profile

InPort の プ ロ フ ァ イ ル .

6.7.1 説明

InPort 基 底クラ ス.

InPort の 実装で あ る InPort<T> の 基 底クラ ス。 CORBA interface へ の 実装を 提供す る 。
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6.7.2 コン ストラ クタと デストラ クタ

6.7.2.1 RTM::InPortBase::InPortBase () [inline]

InPortBase(p. 134) クラ スコン ストラ クタ.

InPortBase(p. 134) の クラ スコン ストラ クタ。

6.7.2.2 virtual RTM::InPortBase::∼InPortBase () [inline, virtual]

InPortBase(p. 134) クラ スデストラ クタ.

InPortBase(p. 134) の クラ スデストラ クタ。

6.7.3 関 数

6.7.3.1 const char∗ RTM::InPortBase::name () [inline]

InPort の 名前を 取得す る .

6.7.3.2 virtual PortProfile∗ RTM::InPortBase::profile () throw

(CORBA::SystemException) [virtual]

[CORBA interface] InPort の プ ロ フ ァ イ ル を 取得す る

6.7.3.3 virtual void RTM::InPortBase::put (const CORBA::Any & value)

throw (CORBA::SystemException, RTM::InPort::Disconnected) [pure

virtual]

[CORBA interface] InPort に 値を 渡す

RTM::InPortAny< T > (p. 140) を 実装して い ま す .

6.7.3.4 virtual void RTM::InPortBase::read pm () [pure virtual]

バ イ ン ドさ れ た T 型の 変数に InPort バ ッフ ァ の 最新値を 読み込む

純粋仮想関 数。 派生クラ スに よ り オー バ ー ラ イ ドさ れ ポ リ モ ー フ ィ ックに 使用さ れ る 事を 企

図した メ ソッド。

RTM::InPortAny< T > (p. 140) を 実装して い ま す .
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6.7.4 変数

6.7.4.1 PortProfile RTM::InPortBase::m Profile [protected]

InPort の プ ロ フ ァ イ ル .

こ の クラ スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RtcInPortBase.h
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6.8 クラ ス テン プ レ ー トRTM::InPortAny< T >

InPort テン プ レ ー トクラ ス.

#include <RtcInPort.h>

RTM::InPortAny< T > に 対す る 継承グラ フ :

RTM::InPortAny< T >

RTM::InPortBase

Public メ ソッド

• InPortAny (const char ∗name, T &value, int bufsize=64)

InPortAny(p.137) クラ スコン ストラ クタ.

• InPortAny (const char ∗name, int bufsize=64)

InPortAny(p.137) クラ スコン ストラ クタ.

• virtual ∼InPortAny ()

InPortAny(p.137) クラ スデストラ クタ.

• virtual void put (const CORBA::Any &value) throw (RTM::InPort::Disconnected,

CORBA::SystemException)

[CORBA interface] InPort に 値を 与え る

• virtual void initBuffer (T &value)

InPort 内の リ ン グバ ッフ ァ の 値を 初期 化.

• virtual void read pm ()

バ イ ン ドさ れ た T 型の 変数に InPort バ ッフ ァ の 最新値を 読み込む

• virtual T read ()

バ イ ン ドさ れ た T 型の 変数に InPort バ ッフ ァ の 最新値を 読み込む

• virtual bool operator>> (T &rhs)

T 型の デー タへ InPort の 最新値デー タを 読み込む .

• virtual bool isNew ()

最新デー タが 未読の 新しい デー タか ど う か を 調べ る

• virtual int getNewDataLen ()

未読の 新しい デー タ数を 取得す る .

• virtual std::vector< T > getNewList ()

未読の 新しい デー タを 取得す る .



140 第 6 章 OpenRTM クラ スリ フ ァ レ ン ス

• virtual std::vector< T > getNewListReverse ()

未読の 新しい デー タを 逆 順 (新->古) で 取得す る .

• virtual PortProfile ∗ profile () throw (CORBA::SystemException)

[CORBA interface] InPort の プ ロ フ ァ イ ル を 取得す る

• const char ∗ name ()

InPort の 名前を 取得す る .

Protected 変数

• PortProfile m Profile

InPort の プ ロ フ ァ イ ル .

6.8.1 説明

template<class T> class RTM::InPortAny< T >

InPort テン プ レ ー トクラ ス.

InPort の 実装で あ る InPortAny<T> の テン プ レ ー トクラ ス。 は RTCDataType.idl に て 定

義 さ れ て い る 型で 、 メ ン バ と して Time 型の tm , お よ び T型の data を 持つ 構造体で なく て

は なら ない 。 InPort は 内部に リ ン グバ ッフ ァ を 持ち 、 外部か ら 送信さ れ た デー タを 順次 こ の

リ ン グバ ッフ ァ に 格 納す る 。 リ ン グバ ッフ ァ の サイ ズは デフ ォル トで 64 と なっ て い る が 、 コ

ン ストラ クタ引 数に よ り サイ ズを 指定す る こ と が で き る 。 デー タは フ ラ グに よ っ て 未読、 既 読

状態が 管 理さ れ 、 isNew(), getNewDataLen()(p. 139) getNewList()(p. 139), getNewList-

Reverse()(p. 139) 等の メ ソッドに よ り ハ ン ドリ ン グす る こ と が で き る 。

6.8.2 コン ストラ クタと デストラ クタ

6.8.2.1 template<class T> RTM::InPortAny< T >::InPortAny (const char ∗

name, T & value, int bufsize = 64) [inline]

InPortAny(p. 137) クラ スコン ストラ クタ.

InPortAny<T> クラ スの コン ストラ クタ。 パ ラ メ ー タと して 与え ら れ る T 型の 変数に バ イ

ン ドさ れ る 。
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引 数:

name InPort 名。 InPortBase:name()(p. 140) に よ り 参照さ れ る 。

value こ の InPort に バ イ ン ドさ れ る T 型の 変数

bufsize InPort 内部の リ ン グバ ッフ ァ の バ ッフ ァ 長
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6.8.2.2 template<class T> RTM::InPortAny< T >::InPortAny (const char ∗

name, int bufsize = 64) [inline]

InPortAny(p. 137) クラ スコン ストラ クタ.

InPortAny<T> クラ スの コン ストラ クタ。

-4pt

引 数:

name InPort 名。 InPortBase:name()(p. 140) に よ り 参照さ れ る 。

bufsize InPort 内部の リ ン グバ ッフ ァ の バ ッフ ァ 長

6.8.2.3 template<class T> virtual RTM::InPortAny< T >::∼InPortAny ()

[inline, virtual]

InPortAny(p. 137) クラ スデストラ クタ.

InPortAny<T> クラ スの デストラ クタ。

6.8.3 関 数

6.8.3.1 template<class T> virtual int RTM::InPortAny< T >::getNewDataLen

() [inline, virtual]

未読の 新しい デー タ数を 取得す る .

6.8.3.2 template<class T> virtual std::vector<T> RTM::InPortAny< T

>::getNewList () [inline, virtual]

未読の 新しい デー タを 取得す る .

6.8.3.3 template<class T> virtual std::vector<T> RTM::InPortAny< T

>::getNewListReverse () [inline, virtual]

未読の 新しい デー タを 逆 順 (新->古) で 取得す る .

6.8.3.4 template<class T> virtual void RTM::InPortAny< T >::initBuffer (T

& value) [inline, virtual]

InPort 内の リ ン グバ ッフ ァ の 値を 初期 化.

InPort 内の リ ン グバ ッフ ァ の 値を 初期 化す る 。
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6.8.3.5 template<class T> virtual bool RTM::InPortAny< T >::isNew ()

[inline, virtual]

最新デー タが 未読の 新しい デー タか ど う か を 調べ る

6.8.3.6 const char∗ RTM::InPortBase::name () [inline, inherited]

InPort の 名前を 取得す る .

6.8.3.7 template<class T> virtual bool RTM::InPortAny< T >::operator>> (T

& rhs) [inline, virtual]

T 型の デー タへ InPort の 最新値デー タを 読み込む .
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引 数:

rhs InPort バ ッフ ァ か ら 値を 読み込む T 型変数

6.8.3.8 virtual PortProfile∗ RTM::InPortBase::profile () throw

(CORBA::SystemException) [virtual, inherited]

[CORBA interface] InPort の プ ロ フ ァ イ ル を 取得す る

6.8.3.9 template<class T> virtual void RTM::InPortAny< T >::put

(const CORBA::Any & value) throw (RTM::InPort::Disconnected,

CORBA::SystemException) [inline, virtual]

[CORBA interface] InPort に 値を 与え る

InPort に 値を put す る 。

RTM::InPortBase (p. 135) に 実装さ れ て い ま す .

6.8.3.10 template<class T> virtual T RTM::InPortAny< T >::read () [inline,

virtual]

バ イ ン ドさ れ た T 型の 変数に InPort バ ッフ ァ の 最新値を 読み込む

バ イ ン ドさ れ た T 型の デー タに InPort の 最新値を 読み込む 。 コン ストラ クタで T 型の 変

数と InPort が バ イ ン ドさ れ て い なけ れ ば なら ない 。

6.8.3.11 template<class T> virtual void RTM::InPortAny< T >::read pm ()

[inline, virtual]

バ イ ン ドさ れ た T 型の 変数に InPort バ ッフ ァ の 最新値を 読み込む
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バ イ ン ドさ れ た T 型の デー タに InPort の 最新値を 読み込む 。 コン ストラ クタで T 型の 変

数と InPort が バ イ ン ドさ れ て い なけ れ ば なら ない 。 こ の メ ソッドは ポ リ モ ー フ ィ ックに 使用

さ れ る 事を 前提と して い る た め 、 型に 依 存しない 引 数、 戻り 値と なっ て い る 。

RTM::InPortBase (p. 135) に 実装さ れ て い ま す .

6.8.4 変数

6.8.4.1 PortProfile RTM::InPortBase::m Profile [protected, inherited]

InPort の プ ロ フ ァ イ ル .

こ の クラ スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RtcInPort.h
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6.9 クラ ス RTM::OutPortBase

OutPort 基 底クラ ス.

#include <RtcOutPortBase.h>

RTM::OutPortBase に 対す る 継承グラ フ :

RTM::OutPortBase

RTM::OutPortAny< T >

Public メ ソッド

• OutPortBase ()

OutPortBase(p.142) クラ スコン ストラ クタ.

• virtual ∼OutPortBase ()

OutPortBase(p.142) クラ スデストラ クタ.

• virtual CORBA::Any ∗ get ()=0 throw (CORBA::SystemException)

[CORBA interface] OutPort の 現在値を 取得す る

• virtual RtmRes subscribe (InPort ptr in port, SubscriptionID out id, const Subscriber-

Profile &profile) throw (CORBA::SystemException)

CORBA interface Return type code of port value. OutPort を サブ スクラ イ ブ す る .

• virtual RtmRes unsubscribe (const char ∗id) throw (CORBA::SystemException)

OutPort の サブ スクラ イ ブ を 解除す る .

• virtual InPortList ∗ inports () throw (CORBA::SystemException)

現在サブ スクラ イ ブ して い る InPort の リ ストを 取得す る

• virtual PortProfile ∗ profile () throw (CORBA::SystemException)

[CORBA interface] OutPort の プ ロ フ ァ イ ル を 取得す る

• virtual RtmRes push (const InPort ptr &inport, std::string &subsid)=0

現在の OutPort の 値を サブ スクラ イ バ に push す る

• virtual void updateall ()

現在の OutPort の 値を サブ スクラ イ バ に 対して 更新

• virtual void disconnect all ()

現在の サブ スクラ イ バ を 全て 切断

• virtual const char ∗ name ()

OutPort の 名前を 取得す る .
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• virtual void write pm ()=0

バ イ ン ドさ れ た T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む

Protected メ ソッド

• virtual RtmRes unsubscribeNoLocked (const char ∗id)

Protected 変数

• Subscribers m Subscribers

• PortProfile m Profile

OutPort の プ ロ フ ァ イ ル .

6.9.1 説明

OutPort 基 底クラ ス.

OutPort の 実装で あ る OutPort<T> の 基 底クラ ス。 CORBA interface へ の 実装を 提供す る 。

6.9.2 コン ストラ クタと デストラ クタ

6.9.2.1 RTM::OutPortBase::OutPortBase () [inline]

OutPortBase(p. 142) クラ スコン ストラ クタ.

OutPortBase(p. 142) の クラ スコン ストラ クタ。

6.9.2.2 virtual RTM::OutPortBase::∼OutPortBase () [inline, virtual]

OutPortBase(p. 142) クラ スデストラ クタ.

OutPortBase(p. 142) の クラ スデストラ クタ。

6.9.3 関 数

6.9.3.1 virtual void RTM::OutPortBase::disconnect all () [virtual]

現在の サブ スクラ イ バ を 全て 切断
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6.9.3.2 virtual CORBA::Any∗ RTM::OutPortBase::get () throw

(CORBA::SystemException) [pure virtual]

[CORBA interface] OutPort の 現在値を 取得す る

RTM::OutPortAny< T > (p. 148), RTM::OutPortAny< TimedState > (p. 148), と

RTM::OutPortAny< TimedString > (p. 148) を 実装して い ま す .

6.9.3.3 virtual InPortList∗ RTM::OutPortBase::inports () throw

(CORBA::SystemException) [virtual]

現在サブ スクラ イ ブ して い る InPort の リ ストを 取得す る

6.9.3.4 virtual const char∗ RTM::OutPortBase::name () [inline, virtual]

OutPort の 名前を 取得す る .

6.9.3.5 virtual PortProfile∗ RTM::OutPortBase::profile () throw

(CORBA::SystemException) [virtual]

[CORBA interface] OutPort の プ ロ フ ァ イ ル を 取得す る

6.9.3.6 virtual RtmRes RTM::OutPortBase::push (const InPort ptr & inport,

std::string & subsid) [pure virtual]

現在の OutPort の 値を サブ スクラ イ バ に push す る

RTM::OutPortAny< T > (p. 149), RTM::OutPortAny< TimedState > (p. 149), と

RTM::OutPortAny< TimedString > (p. 149) を 実装して い ま す .

6.9.3.7 virtual RtmRes RTM::OutPortBase::subscribe (InPort ptr in port,

SubscriptionID out id, const SubscriberProfile & profile) throw

(CORBA::SystemException) [virtual]

CORBA interface Return type code of port value. OutPort を サブ スクラ イ ブ す る .

6.9.3.8 virtual RtmRes RTM::OutPortBase::unsubscribe (const char ∗ id)

throw (CORBA::SystemException) [virtual]

OutPort の サブ スクラ イ ブ を 解除す る .
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6.9.3.9 virtual RtmRes RTM::OutPortBase::unsubscribeNoLocked (const char

∗ id) [protected, virtual]

6.9.3.10 virtual void RTM::OutPortBase::updateall () [virtual]

現在の OutPort の 値を サブ スクラ イ バ に 対して 更新

6.9.3.11 virtual void RTM::OutPortBase::write pm () [pure virtual]

バ イ ン ドさ れ た T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む

純粋仮想関 数。 派生クラ スに よ り オー バ ー ラ イ ドさ れ ポ リ モ ー フ ィ ックに 使用さ れ る 事を 企

図した メ ソッド。

RTM::OutPortAny< T > (p. 150), RTM::OutPortAny< TimedState > (p. 150), と

RTM::OutPortAny< TimedString > (p. 150) を 実装して い ま す .

6.9.4 変数

6.9.4.1 PortProfile RTM::OutPortBase::m Profile [protected]

OutPort の プ ロ フ ァ イ ル .

6.9.4.2 Subscribers RTM::OutPortBase::m Subscribers [protected]

こ の クラ スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RtcOutPortBase.h
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6.10 クラ ス テン プ レ ー トRTM::OutPortAny< T >

OutPort テン プ レ ー トクラ ス.

#include <RtcOutPort.h>

RTM::OutPortAny< T > に 対す る 継承グラ フ :

RTM::OutPortAny< T >

RTM::OutPortBase

Public メ ソッド

• OutPortAny (const char ∗name, T &value, int bufsize=DEFAULT BUFFER SIZE)

OutPortAny(p.146) クラ スコン ストラ クタ.

• OutPortAny (const char ∗name, int bufsize=DEFAULT BUFFER SIZE)

OutPortAny(p.146) クラ スコン ストラ クタ.

• virtual ∼OutPortAny ()

OutPortAny(p.146) クラ スデストラ クタ.

• CORBA::Any ∗ get () throw (CORBA::SystemException)

[CORBA interface] 現在の OutPort の 最新の 値を 取得

• RtmRes push (const InPort ptr &inport, std::string &subsid)

現在の OutPort の 値を サブ スクラ イ バ に 転送

• virtual void initBuffer (T &value)

OutPort 内の リ ン グバ ッフ ァ の 値を 初期 化.

• virtual void write ()

バ イ ン ドさ れ た T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む

• virtual void write pm ()

バ イ ン ドさ れ た T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む

• virtual void write (T value)

T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む .

• virtual void operator<< (T &value)

T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む .

• virtual RtmRes subscribe (InPort ptr in port, SubscriptionID out id, const Subscriber-

Profile &profile) throw (CORBA::SystemException)

CORBA interface Return type code of port value. OutPort を サブ スクラ イ ブ す る .
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• virtual RtmRes unsubscribe (const char ∗id) throw (CORBA::SystemException)

OutPort の サブ スクラ イ ブ を 解除す る .

• virtual InPortList ∗ inports () throw (CORBA::SystemException)

現在サブ スクラ イ ブ して い る InPort の リ ストを 取得す る

• virtual PortProfile ∗ profile () throw (CORBA::SystemException)

[CORBA interface] OutPort の プ ロ フ ァ イ ル を 取得す る

• virtual void updateall ()

現在の OutPort の 値を サブ スクラ イ バ に 対して 更新

• virtual void disconnect all ()

現在の サブ スクラ イ バ を 全て 切断

• virtual const char ∗ name ()

OutPort の 名前を 取得す る .

Protected メ ソッド

• virtual RtmRes unsubscribeNoLocked (const char ∗id)

Protected 変数

• Subscribers m Subscribers

• PortProfile m Profile

OutPort の プ ロ フ ァ イ ル .

6.10.1 説明

template<class T> class RTM::OutPortAny< T >

OutPort テン プ レ ー トクラ ス.

OutPort の 実装で あ る OutPortAny<T> の テン プ レ ー トクラ ス。 は RTCDataType.idl に

て 定義 さ れ て い る 型で 、 メ ン バ と して Time 型の tm , お よ び T型の data を 持つ 構造体で な

く て は なら ない 。
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6.10.2 コン ストラ クタと デストラ クタ

6.10.2.1 template<class T> RTM::OutPortAny< T >::OutPortAny (const char

∗ name, T & value, int bufsize = DEFAULT BUFFER SIZE) [inline]

OutPortAny(p. 146) クラ スコン ストラ クタ.

OutPortAny<T> クラ スの コン ストラ クタ。 パ ラ メ ー タと して 与え ら れ る T 型の 変数に バ

イ ン ドさ れ る 。
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引 数:

name OutPort 名。 OutPortBase:name()(p. 149) に よ り 参照さ れ る 。

value こ の OutPort に バ イ ン ドさ れ る T 型の 変数

bufsize OutPort 内部の リ ン グバ ッフ ァ の バ ッフ ァ 長

6.10.2.2 template<class T> RTM::OutPortAny< T >::OutPortAny (const char

∗ name, int bufsize = DEFAULT BUFFER SIZE) [inline]

OutPortAny(p. 146) クラ スコン ストラ クタ.

OutPortAny<T> クラ スの コン ストラ クタ。
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引 数:

name OutPort 名。 OutPortBase:name()(p. 149) に よ り 参照さ れ る 。

bufsize OutPort 内部の リ ン グバ ッフ ァ の バ ッフ ァ 長

6.10.2.3 template<class T> virtual RTM::OutPortAny< T >::∼OutPortAny ()

[inline, virtual]

OutPortAny(p. 146) クラ スデストラ クタ.

OutPortAny<T> クラ スの デストラ クタ。

6.10.3 関 数

6.10.3.1 virtual void RTM::OutPortBase::disconnect all () [virtual,

inherited]

現在の サブ スクラ イ バ を 全て 切断

6.10.3.2 template<class T> CORBA::Any∗ RTM::OutPortAny< T >::get ()

throw (CORBA::SystemException) [inline, virtual]

[CORBA interface] 現在の OutPort の 最新の 値を 取得
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現在の OutPort の 最新の 値を 取得す る

RTM::OutPortBase (p. 144) に 実装さ れ て い ま す .

6.10.3.3 template<class T> virtual void RTM::OutPortAny< T >::initBuffer

(T & value) [inline, virtual]

OutPort 内の リ ン グバ ッフ ァ の 値を 初期 化.

OutPort 内の リ ン グバ ッフ ァ の 値を 初期 化す る 。

6.10.3.4 virtual InPortList∗ RTM::OutPortBase::inports () throw

(CORBA::SystemException) [virtual, inherited]

現在サブ スクラ イ ブ して い る InPort の リ ストを 取得す る

6.10.3.5 virtual const char∗ RTM::OutPortBase::name () [inline, virtual,

inherited]

OutPort の 名前を 取得す る .

6.10.3.6 template<class T> virtual void RTM::OutPortAny< T >::operator<<

(T & value) [inline, virtual]

T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む .

引 数と して 与え ら れ た T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む 。
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引 数:

value OutPort バ ッフ ァ に 書き 込む T 型の 値

6.10.3.7 virtual PortProfile∗ RTM::OutPortBase::profile () throw

(CORBA::SystemException) [virtual, inherited]

[CORBA interface] OutPort の プ ロ フ ァ イ ル を 取得す る

6.10.3.8 template<class T> RtmRes RTM::OutPortAny< T >::push (const

InPort ptr & inport, std::string & subsid) [inline, virtual]

現在の OutPort の 値を サブ スクラ イ バ に 転送

現在の OutPort の 値を サブ スクラ イ バ に 転送す る

RTM::OutPortBase (p. 144) に 実装さ れ て い ま す .
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6.10.3.9 virtual RtmRes RTM::OutPortBase::subscribe (InPort ptr in port,

SubscriptionID out id, const SubscriberProfile & profile) throw

(CORBA::SystemException) [virtual, inherited]

CORBA interface Return type code of port value. OutPort を サブ スクラ イ ブ す る .

6.10.3.10 virtual RtmRes RTM::OutPortBase::unsubscribe (const char ∗ id)

throw (CORBA::SystemException) [virtual, inherited]

OutPort の サブ スクラ イ ブ を 解除す る .

6.10.3.11 virtual RtmRes RTM::OutPortBase::unsubscribeNoLocked (const

char ∗ id) [protected, virtual, inherited]

6.10.3.12 virtual void RTM::OutPortBase::updateall () [virtual, inherited]

現在の OutPort の 値を サブ スクラ イ バ に 対して 更新

6.10.3.13 template<class T> virtual void RTM::OutPortAny< T >::write (T

value) [inline, virtual]

T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む .

引 数と して 与え ら れ た T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む 。
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引 数:

value OutPort バ ッフ ァ に 書き 込む T 型の 値

6.10.3.14 template<class T> virtual void RTM::OutPortAny< T >::write ()

[inline, virtual]

バ イ ン ドさ れ た T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む

バ イ ン ドさ れ た T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む 。 コン ストラ クタで T

型の 変数と OutPort が バ イ ン ドさ れ て い る 必要が あ る 。

6.10.3.15 template<class T> virtual void RTM::OutPortAny< T >::write pm

() [inline, virtual]

バ イ ン ドさ れ た T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む

バ イ ン ドさ れ た T 型の デー タを OutPort の 最新値と して 書き 込む 。 コン ストラ クタで T

型の 変数と OutPort が バ イ ン ドさ れ て い る 必要が あ る 。 こ の メ ソッドは ポ リ モ ー フ ィ ックに 使

用さ れ る 事を 前提と して い る た め 、 型に 依 存しない 引 数、 戻り 値と なっ て い る 。

RTM::OutPortBase (p. 145) に 実装さ れ て い ま す .
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6.10.4 変数

6.10.4.1 PortProfile RTM::OutPortBase::m Profile [protected, inherited]

OutPort の プ ロ フ ァ イ ル .

6.10.4.2 Subscribers RTM::OutPortBase::m Subscribers [protected,

inherited]

こ の クラ スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RtcOutPort.h
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6.11 クラ ス RTM::RtcManager

RTComponent マ ネー ジャ クラ ス.

#include <RtcManager.h>

Public 型

• typedef bool(∗ RtcComponentInit )(RtcManager ∗manager)

コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル 初期 化関 数

• typedef OutPortAny< TimedString > LogOutPort

Public メ ソッド

• RtcManager (int argc, char ∗∗argv)

RtcManager(p. 152) クラ スコン ストラ クタ.

• void shutdown ()

• virtual ∼RtcManager ()

RtcManager(p. 152) クラ スデストラ クタ.

• int open (void ∗args)

マ ネー ジャ タスクを スター トさ せ る

• int svc (void)

サー ビ スの スレ ッド関 数

• int close (unsigned long flags)

• virtual RtmRes load (const char ∗pathname, const char ∗initfunc)

[CORBA interface] モ ジュ ー ル の ロ ー ド

• virtual RtmRes unload (const char ∗pathname)

[CORBA interface] モ ジュ ー ル の ア ン ロ ー ド

• virtual RTCBase ptr create component (const char ∗module name, const char

∗category name, CORBA::String out instance name)

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの 生成

• virtual RtmRes delete component (const char ∗instance name, const char ∗category -

name)

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの 削除

• virtual RTCFactoryList ∗ factory list ()

[CORBA interface] コン ポ ー ネン ト Factory リ ストの 取得
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• virtual RTCBaseList ∗ component list ()

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トリ ストの 取得

• virtual RtmRes command (const char ∗cmd, CORBA::String out ret)

[CORBA interface] 簡 易 イ ン タプ リ タ

• void initManager ()

マ ネー ジャ の 初期 化

• void runManager ()

マ ネー ジャ の 実行

• void runManagerNoBlocking ()

マ ネー ジャ の 実行 (非ブ ロ ックモ ー ド)

• bool activateManager ()

マ ネー ジャ サー バ ン トの ア クティ ブ 化

• void initModuleProc (RtcModuleInitProc proc)

モ ジュ ー ル 初期 化ル ー チン の 実行

• bool createCommand (string cmd, boost::function2< bool, vector< string > &,

vector< string > & > func)

簡 易 イ ン タプ リ タコマ ン ドの 登録

• bool registerComponent (RtcModuleProfile &profile, RtcNewFunc new func, Rtc-

DeleteFunc delete func)

コン ポ ー ネン トフ ァ クトリ の 登録

• bool registerComponent (RtcFactoryBase ∗factory)

コン ポ ー ネン トフ ァ クトリ の 登録

• RtcBase ∗ createComponent (const string &module name, const string &category -

name, string &comp name)

コン ポ ー ネン ト生成

• RtcBase ∗ createComponent (const string &module name, const string &category -

name)

コン ポ ー ネン ト生成

• void cleanupComponent (const string &instance name, const string &category -

name)

コン ポ ー ネン ト削除の た め の 処理

• std::vector< RTCBase ptr > findComponents (const string &comp name)

コン ポ ー ネン ト検索
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• std::string bindInOut (RTCBase ptr comp in, const std::string &inp name,

RTCBase ptr comp out, const std::string &outp name, RTM::SubscriptionType sub -

type=RTM::OPS NEW)

InPort と OutPort を 接続.

• std::string bindInOutByName (const std::string &comp name in, const std::string

&inp name, const std::string &comp name out, const std::string &outp name,

RTM::SubscriptionType sub type=RTM::OPS NEW)

InPort と OutPort を 名前に よ り 接続.

• CORBA::ORB var getORB ()

ORB の ポ イ ン タを 取得.

• PortableServer::POA var getPOA ()

POA の ポ イ ン タを 取得.

• RtcLogbuf & getLogbuf ()

• RtcConfig & getConfig ()

• bool loadCmd (const vector< string > &cmd, vector< string > &retval)

• bool unloadCmd (const vector< string > &cmd, vector< string > &retval)

• bool createComponentCmd (const vector< string > &cmd, vector< string > &ret-

val)

• bool listComponent (const vector< string > &cmd, vector< string > &retval)

• bool listModule (const vector< string > &cmd, vector< string > &retval)

• bool commandListCmd (const vector< string > &cmd, vector< string > &retval)

Public 変数

• ComponentMap m Components

コン ポ ー ネン トイ ン スタン スデー タベ ー スマ ップ

• string m ManagerName

マ ネー ジャ 名

• RtcLogbuf m Logbuf

ロ ガー バ ッフ ァ

• RtcMedLogbuf m MedLogbuf

ロ ガー 仲介バ ッフ ァ

• RtcLogStream rtcout

ロ ガー ストリ ー ム

• TimedString m LoggerOut

• LogOutPort ∗ m pLoggerOutPort

• LogEmitter ∗ m pLogEmitter

• RTCBase var m pMasterLogger
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6.11.1 説明

RTComponent マ ネー ジャ クラ ス.

RtcManager(p. 152) は コン ポ ー ネン トの ロ ー ド、 生成、 破棄など の ラ イ フ サイ クル を 管 理

す る 。 ま た コン ポ ー ネン トに 対して 各種サー ビ スを 提供す る 。

6.11.2 型定義

6.11.2.1 typedef OutPortAny<TimedString> RTM::RtcManager::LogOutPort

6.11.2.2 typedef bool(∗ RTM::RtcManager::RtcComponentInit)(RtcManager∗

manager)

コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル 初期 化関 数

6.11.3 コン ストラ クタと デストラ クタ

6.11.3.1 RTM::RtcManager::RtcManager (int argc, char ∗∗ argv)

RtcManager(p. 152) クラ スコン ストラ クタ.

通常コマ ン ドラ イ ン 引 数を 引 数と して と る 。

6.11.3.2 virtual RTM::RtcManager::∼RtcManager () [virtual]

RtcManager(p. 152) クラ スデストラ クタ.

6.11.4 関 数

6.11.4.1 bool RTM::RtcManager::activateManager ()

マ ネー ジャ サー バ ン トの ア クティ ブ 化

6.11.4.2 std::string RTM::RtcManager::bindInOut (RTCBase ptr comp in,

const std::string & inp name, RTCBase ptr comp out, const std::string

& outp name, RTM::SubscriptionType sub type = RTM::OPS NEW)

InPort と OutPort を 接続.
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6.11.4.3 std::string RTM::RtcManager::bindInOutByName (const

std::string & comp name in, const std::string & inp name, const

std::string & comp name out, const std::string & outp name,

RTM::SubscriptionType sub type = RTM::OPS NEW)

InPort と OutPort を 名前に よ り 接続.

6.11.4.4 void RTM::RtcManager::cleanupComponent (const string &

instance name, const string & category name)

コン ポ ー ネン ト削除の た め の 処理

6.11.4.5 int RTM::RtcManager::close (unsigned long flags)

6.11.4.6 virtual RtmRes RTM::RtcManager::command (const char ∗ cmd,

CORBA::String out ret) [virtual]

[CORBA interface] 簡 易 イ ン タプ リ タ

マ ネー ジャ の 簡 易 イ ン タプ リ タコマ ン ドの 実行

6.11.4.7 bool RTM::RtcManager::commandListCmd (const vector< string > &

cmd, vector< string > & retval)

6.11.4.8 virtual RTCBaseList∗ RTM::RtcManager::component list ()

[virtual]

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トリ ストの 取得

コン ポ ー ネン トの リ ストを 取得す る

6.11.4.9 virtual RTCBase ptr RTM::RtcManager::create component (const

char ∗ module name, const char ∗ category name, CORBA::String out

instance name) [virtual]

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの 生成

コン ポ ー ネン トの イ ン スタン スを 生成す る
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引 数:

comp name コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル 名

comp name イ ン スタン ス名 (戻値)
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6.11.4.10 bool RTM::RtcManager::createCommand (string cmd,

boost::function2< bool, vector< string > &, vector< string > & >

func)

簡 易 イ ン タプ リ タコマ ン ドの 登録

6.11.4.11 RtcBase∗ RTM::RtcManager::createComponent (const string &

module name, const string & category name)

コン ポ ー ネン ト生成

6.11.4.12 RtcBase∗ RTM::RtcManager::createComponent (const string &

module name, const string & category name, string & comp name)

コン ポ ー ネン ト生成

6.11.4.13 bool RTM::RtcManager::createComponentCmd (const vector<

string > & cmd, vector< string > & retval)

6.11.4.14 virtual RtmRes RTM::RtcManager::delete component (const char ∗

instance name, const char ∗ category name) [virtual]

[CORBA interface] コン ポ ー ネン トの 削除

コン ポ ー ネン トの イ ン スタン スを 削除す る
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引 数:

instance name イ ン スタン ス名

category name カテゴリ 名

6.11.4.15 virtual RTCFactoryList∗ RTM::RtcManager::factory list ()

[virtual]

[CORBA interface] コン ポ ー ネン ト Factory リ ストの 取得

コン ポ ー ネン ト Factory の リ ストを 取得す る

6.11.4.16 std::vector<RTCBase ptr> RTM::RtcManager::findComponents

(const string & comp name)

コン ポ ー ネン ト検索
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6.11.4.17 RtcConfig& RTM::RtcManager::getConfig () [inline]

6.11.4.18 RtcLogbuf& RTM::RtcManager::getLogbuf () [inline]

6.11.4.19 CORBA::ORB var RTM::RtcManager::getORB ()

ORB の ポ イ ン タを 取得.

6.11.4.20 PortableServer::POA var RTM::RtcManager::getPOA ()

POA の ポ イ ン タを 取得.

6.11.4.21 void RTM::RtcManager::initManager ()

マ ネー ジャ の 初期 化

6.11.4.22 void RTM::RtcManager::initModuleProc (RtcModuleInitProc proc)

モ ジュ ー ル 初期 化ル ー チン の 実行

6.11.4.23 bool RTM::RtcManager::listComponent (const vector< string > &

cmd, vector< string > & retval)

6.11.4.24 bool RTM::RtcManager::listModule (const vector< string > & cmd,

vector< string > & retval)

6.11.4.25 virtual RtmRes RTM::RtcManager::load (const char ∗ pathname,

const char ∗ initfunc) [virtual]

[CORBA interface] モ ジュ ー ル の ロ ー ド

コン ポ ー ネン トの モ ジュ ー ル を ロ ー ドして 初期 化関 数を 実行す る 。
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引 数:

pathname コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル フ ァ イ ル 名

initfunc 初期 化関 数名

6.11.4.26 bool RTM::RtcManager::loadCmd (const vector< string > & cmd,

vector< string > & retval)

6.11.4.27 int RTM::RtcManager::open (void ∗ args)

マ ネー ジャ タスクを スター トさ せ る
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6.11.4.28 bool RTM::RtcManager::registerComponent (RtcFactoryBase ∗

factory)

コン ポ ー ネン トフ ァ クトリ の 登録

6.11.4.29 bool RTM::RtcManager::registerComponent (RtcModuleProfile &

profile, RtcNewFunc new func, RtcDeleteFunc delete func)

コン ポ ー ネン トフ ァ クトリ の 登録

6.11.4.30 void RTM::RtcManager::runManager ()

マ ネー ジャ の 実行

6.11.4.31 void RTM::RtcManager::runManagerNoBlocking ()

マ ネー ジャ の 実行 (非ブ ロ ックモ ー ド)

6.11.4.32 void RTM::RtcManager::shutdown ()

6.11.4.33 int RTM::RtcManager::svc (void)

サー ビ スの スレ ッド関 数

6.11.4.34 virtual RtmRes RTM::RtcManager::unload (const char ∗ pathname)

[virtual]

[CORBA interface] モ ジュ ー ル の ア ン ロ ー ド

コン ポ ー ネン トの モ ジュ ー ル を ア ン ロ ー ドす る
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引 数:

pathnae コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル の フ ァ イ ル 名

6.11.4.35 bool RTM::RtcManager::unloadCmd (const vector< string > & cmd,

vector< string > & retval)

6.11.5 変数

6.11.5.1 ComponentMap RTM::RtcManager::m Components

コン ポ ー ネン トイ ン スタン スデー タベ ー スマ ップ

m Components. map[ category name ][ instance name ]
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6.11.5.2 RtcLogbuf RTM::RtcManager::m Logbuf

ロ ガー バ ッフ ァ

6.11.5.3 TimedString RTM::RtcManager::m LoggerOut

6.11.5.4 string RTM::RtcManager::m ManagerName

マ ネー ジャ 名

6.11.5.5 RtcMedLogbuf RTM::RtcManager::m MedLogbuf

ロ ガー 仲介バ ッフ ァ

6.11.5.6 LogEmitter∗ RTM::RtcManager::m pLogEmitter

6.11.5.7 LogOutPort∗ RTM::RtcManager::m pLoggerOutPort

6.11.5.8 RTCBase var RTM::RtcManager::m pMasterLogger

6.11.5.9 RtcLogStream RTM::RtcManager::rtcout

ロ ガー ストリ ー ム

こ の クラ スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RtcManager.h
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6.12 クラ ス RTM::RtcConfig

RtcManager(p. 152) コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン クラ ス.

#include <RtcConfig.h>

Public メ ソッド

• RtcConfig ()

RtcConfig(p. 161) クラ スコン ストラ クタ.

• RtcConfig (int argc, char ∗∗argv)

RtcConfig(p. 161) クラ スコン ストラ クタ.

• virtual ∼RtcConfig ()

RtcConfig(p. 161) クラ スデストラ クタ.

• bool initConfig (int argc, char ∗∗argv)

RtcConfig(p. 161) クラ スの 初期 化.

• char ∗∗ getOrbInitArgv () const

ORB init() に 渡す 引 数を 取得す る .

• int getOrbInitArgc () const

ORB init() に 渡す 引 数の 数を 取得す る .

• string getNameServer () const

ネー ム サー バ 名を 取得

• list< string > & getComponentLoadPath ()

コン ポ ー ネン トロ ー ドパ スを 取得

• string getBinName () const

現在の 実行フ ァ イ ル 名を 取得

• string getOSname () const

現在の OS名を 取得

• string getHostname () const

現在の host名を 取得

• string getOSrelease () const

現在の OS release level を 取得

• string getOSversion () const

現在の OS version を 取得

• string getArch () const
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現在の machien architecture を 取得

• string getPid () const

現在の プ ロ セス ID を 取得

• string getLogFileName ()

• string getErrorLogFileName ()

• int getLogLevel ()

• int getLogLock ()

• std::string getLogTimeFormat ()

Protected メ ソッド

• bool parseCommandArgs (int argc, char ∗∗argv)

コマ ン ドラ イ ン 引 数を パ ー スす る

• bool findConfigFile ()

コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン フ ァ イ ル を デフ ォル トパ スか ら 探す

• bool parseConfigFile ()

コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン フ ァ イ ル を パ ー スす る

• bool collectSysInfo ()

システム 情報を 取得す る

• void printUsage (char ∗arg)

ヘ ル プ を 表示す る

• void argsToArgv ()

引 数形式を 変換 す る

• bool fileExist (const char ∗filename)

フ ァ イ ル 存在チェック

• bool split (const string &input, const string &delimiter, list< string > &results)

文字列の 分割 .

6.12.1 説明

RtcManager(p. 152) コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン クラ ス.

コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン フ ァ イ ル を 読み込み RtcManager(p. 152) の コン フ ィ ギュ レ ー シ ョ

ン を 行う 。
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6.12.2 コン ストラ クタと デストラ クタ

6.12.2.1 RTM::RtcConfig::RtcConfig () [inline]

RtcConfig(p. 161) クラ スコン ストラ クタ.

RtcConfig(p. 161) クラ スの コン ストラ クタ。

6.12.2.2 RTM::RtcConfig::RtcConfig (int argc, char ∗∗ argv)

RtcConfig(p. 161) クラ スコン ストラ クタ.

RtcConfig(p. 161) クラ スの コン ストラ クタ。
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引 数:

argc コマ ン ドラ イ ン 引 数の 数

argv コマ ン ドラ イ ン 引 数の 配列

6.12.2.3 virtual RTM::RtcConfig::∼RtcConfig () [virtual]

RtcConfig(p. 161) クラ スデストラ クタ.

6.12.3 関 数

6.12.3.1 void RTM::RtcConfig::argsToArgv () [protected]

引 数形式を 変換 す る

6.12.3.2 bool RTM::RtcConfig::collectSysInfo () [protected]

システム 情報を 取得す る

6.12.3.3 bool RTM::RtcConfig::fileExist (const char ∗ filename) [protected]

フ ァ イ ル 存在チェック

6.12.3.4 bool RTM::RtcConfig::findConfigFile () [protected]

コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン フ ァ イ ル を デフ ォル トパ スか ら 探す

6.12.3.5 string RTM::RtcConfig::getArch () const [inline]

現在の machien architecture を 取得
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6.12.3.6 string RTM::RtcConfig::getBinName () const [inline]

現在の 実行フ ァ イ ル 名を 取得

6.12.3.7 list<string>& RTM::RtcConfig::getComponentLoadPath () [inline]

コン ポ ー ネン トロ ー ドパ スを 取得

コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン フ ァ イ ル か ら 得た コン ポ ー ネン トロ ー ドパ スを 取得す る 。

6.12.3.8 string RTM::RtcConfig::getErrorLogFileName ()

6.12.3.9 string RTM::RtcConfig::getHostname () const [inline]

現在の host名を 取得

6.12.3.10 string RTM::RtcConfig::getLogFileName ()

6.12.3.11 int RTM::RtcConfig::getLogLevel ()

6.12.3.12 int RTM::RtcConfig::getLogLock ()

6.12.3.13 std::string RTM::RtcConfig::getLogTimeFormat ()

6.12.3.14 string RTM::RtcConfig::getNameServer () const [inline]

ネー ム サー バ 名を 取得

コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン フ ァ イ ル か ら 得た ネー ム サー バ 名を 取得す る 。

6.12.3.15 int RTM::RtcConfig::getOrbInitArgc () const [inline]

ORB init() に 渡す 引 数の 数を 取得す る .

ORB init() に 渡す 引 数の 数を 取得す る 。

6.12.3.16 char∗∗ RTM::RtcConfig::getOrbInitArgv () const [inline]

ORB init() に 渡す 引 数を 取得す る .

コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン フ ァ イ ル か ら 得た コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン 情報の 内 ORB の 初期 化

に 必要な情報を ORB init() に 渡す 引 数と して 取得す る 。

6.12.3.17 string RTM::RtcConfig::getOSname () const [inline]

現在の OS名を 取得
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6.12.3.18 string RTM::RtcConfig::getOSrelease () const [inline]

現在の OS release level を 取得

6.12.3.19 string RTM::RtcConfig::getOSversion () const [inline]

現在の OS version を 取得

6.12.3.20 string RTM::RtcConfig::getPid () const [inline]

現在の プ ロ セス ID を 取得

6.12.3.21 bool RTM::RtcConfig::initConfig (int argc, char ∗∗ argv)

RtcConfig(p. 161) クラ スの 初期 化.

RtcConfig(p. 161) クラ スを コマ ン ドラ イ ン 引 数で 初期 化す る

-4pt

引 数:

argc コマ ン ドラ イ ン 引 数の 数

argv コマ ン ドラ イ ン 引 数の 配列

6.12.3.22 bool RTM::RtcConfig::parseCommandArgs (int argc, char ∗∗ argv)

[protected]

コマ ン ドラ イ ン 引 数を パ ー スす る

6.12.3.23 bool RTM::RtcConfig::parseConfigFile () [protected]

コン フ ィ ギュ レ ー ショ ン フ ァ イ ル を パ ー スす る

6.12.3.24 void RTM::RtcConfig::printUsage (char ∗ arg) [protected]

ヘ ル プ を 表示す る

6.12.3.25 bool RTM::RtcConfig::split (const string & input, const string &

delimiter, list< string > & results) [protected]

文字列の 分割 .

こ の クラ スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RtcConfig.h
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6.13 クラ ス RTM::RtcNaming

CORBA Naming Service ア クセスヘ ル パ ー クラ ス.

#include <RtcNaming.h>

Public メ ソッド

• RtcNaming ()

RtcNaming(p. 166) クラ スコン ストラ クタ.

• RtcNaming (CORBA::ORB ptr orb)

RtcNaming(p. 166) クラ スコン ストラ クタ.

• ∼RtcNaming ()

RtcNaming(p. 166) クラ スデストラ クタ.

• bool initNaming (const CORBA::ORB ptr orb)

RtcNaming(p. 166) クラ スデストラ クタ.

• CosNaming::NamingContextExt var createContext (CosNaming::NamingContext-

Ext var context, const std::string &id, const std::string &kind)

ネー ミ ン グコン テキストの 生成

• bool createHostContext (const std::string &id)

ホ ストコン テキストの 生成

• bool createManagerContext (const std::string &id)

マ ネー ジャ コン テキストの 生成

• bool createCategoryContext (const std::string &category)

カテゴリ コン テキストの 生成

• bool createModuleContext (const std::string &module, const std::string &cate-

gory)

モ ジュ ー ル コン テキストの 生成

• bool bindObject (CosNaming::NamingContextExt var context, const std::string &id,

const std::string &kind, CORBA::Object ptr obj)

オブ ジェクトの バ イ ン ド

• bool bindObjectByFullPath (const std::string &path, CORBA::Object ptr obj)

オブ ジェクトを フ ル パ ス指定で バ イ ン ド

• bool bindComponent (const std::string &component, const std::string &module, const

std::string &category, CORBA::Object ptr obj)

コン ポ ー ネン トの バ イ ン ド



6.13 クラ ス RTM::RtcNaming 169

• bool bindManager (const std::string &id, CORBA::Object ptr obj)

マ ネー ジャ の バ イ ン ド

• bool destroyHostContext ()

自分の ホ ストコン テキストの 削除

• bool destroyManagerContext ()

自分の マ ネー ジャ コン テキストの 削除

• bool destroyCategoryContext (const std::string &id)

カテゴリ コン テキストの 削除

• bool destroyModuleContext (const std::string &module, const std::string &cate-

gory)

モ ジュ ー ル コン テキストの 削除

• bool unbindObject (CosNaming::NamingContextExt var context, const std::string

&id, const std::string &kind)

オブ ジェクトの ア ン バ イ ン ド

• bool unbindObjectByFullPath (const std::string &path)

オブ ジェクトを フ ル パ ス指定で ア ン バ イ ン ド

• bool unbindLocalComponent (const std::string category, const std::string module,

const std::string instance)

コン ポ ー ネン トオブ ジェクトを ア ン バ イ ン ド

• bool findHostContext (const std::string &id seq, ContextList &context)

ホ ストコン テキストの 検索

• bool findCategoryContext (const std::string &id seq, ContextList &context)

カテゴリ コン テキストの 検索

• bool findModuleContext (const std::string &id seq, ContextList &context)

モ ジュ ー ル コン テキストの 検索

• bool findManagerContext (const std::string &id seq, ContextList &context)

マ ネー ジャ コン テキストの 検索

• bool findManager (std::string &id, ObjectList &objects)

マ ネー ジャ オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スの 検索・ 取得

• bool findComponents (const std::string &id seq, ObjectList &objects)

コン ポ ー ネン トオブ ジェクトリ フ ァ レ ン スの 検索・ 取得
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Protected メ ソッド

• bool destroyRecursive (CosNaming::NamingContextExt var context)

ネー ミ ン グコン テキストの 再帰 的削除

• void findObjectsRecursive (CosNaming::NamingContextExt ptr context, const

std::string &path, ObjectList &obj)

オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 再帰 的に 取得

• void findContextRecursive (CosNaming::NamingContextExt var context, const

std::string &path, ContextList &context list)

ネー ミ ン グコン テキストを 再帰 的に 取得

• void bindObjectRecursive (CosNaming::NamingContextExt var context, const

std::string &path, CORBA::Object ptr obj)

コン テキスト・ オブ ジェクトを 再帰 的に バ イ ン ド

6.13.1 説明

CORBA Naming Service ア クセスヘ ル パ ー クラ ス.

6.13.2 コン ストラ クタと デストラ クタ

6.13.2.1 RTM::RtcNaming::RtcNaming () [inline]

RtcNaming(p. 166) クラ スコン ストラ クタ.

6.13.2.2 RTM::RtcNaming::RtcNaming (CORBA::ORB ptr orb) [inline]

RtcNaming(p. 166) クラ スコン ストラ クタ.

6.13.2.3 RTM::RtcNaming::∼RtcNaming ()

RtcNaming(p. 166) クラ スデストラ クタ.

6.13.3 関 数

6.13.3.1 bool RTM::RtcNaming::bindComponent (const std::string &

component, const std::string & module, const std::string & category,

CORBA::Object ptr obj)

コン ポ ー ネン トの バ イ ン ド
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オブ ジェクトを 指定した コン テキスト下に バ イ ン ド

-4pt

引 数:

id コン ポ ー ネン トの ID

category コン ポ ー ネン トの カテゴリ

obj コン ポ ー ネン トの オブ ジェクトリ フ ァ レ ン ス

6.13.3.2 bool RTM::RtcNaming::bindManager (const std::string & id,

CORBA::Object ptr obj)

マ ネー ジャ の バ イ ン ド

マ ネー ジャ を 指定した コン テキスト下に バ イ ン ド

-4pt

引 数:

id マ ネー ジャ 名

obj マ ネー ジャ の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン ス

6.13.3.3 bool RTM::RtcNaming::bindObject (CosNaming::NamingContext-

Ext var context, const std::string & id, const std::string & kind,

CORBA::Object ptr obj)

オブ ジェクトの バ イ ン ド

オブ ジェクトを 指定した コン テキスト下に バ イ ン ド

-4pt

引 数:

context オブ ジェクトを バ イ ン ドす る コン テキスト

id オブ ジェクト ID

kind オブ ジェクト KIND

obj バ イ ン ドす る オブ ジェクトの オブ ジェクトリ フ ァ レ ン ス

6.13.3.4 bool RTM::RtcNaming::bindObjectByFullPath (const std::string &

path, CORBA::Object ptr obj)

オブ ジェクトを フ ル パ ス指定で バ イ ン ド

オブ ジェクトを 指定フ ル パ スに 従っ て バ イ ン ドす る 。

-4pt

引 数:

path オブ ジェクトを バ イ ン ドす る ネー ミ ン グツリ ー の フ ル パ ス

obj バ イ ン ドす る オブ ジェクトの オブ ジェクトリ フ ァ レ ン ス



172 第 6 章 OpenRTM クラ スリ フ ァ レ ン ス

6.13.3.5 void RTM::RtcNaming::bindObjectRecursive (CosNaming::Naming-

ContextExt var context, const std::string & path, CORBA::Object ptr

obj) [protected]

コン テキスト・ オブ ジェクトを 再帰 的に バ イ ン ド

-4pt

引 数:

context バ イ ン ドを 開始す る コン テキスト

path 検索パ ス

obj オブ ジェクトリ フ ァ レ ン ス

6.13.3.6 bool RTM::RtcNaming::createCategoryContext (const std::string &

category)

カテゴリ コン テキストの 生成

カテゴリ コン テキストレ ベ ル に マ ネー ジャ 名の コン テキストを 生成す る

-4pt

引 数:

id コン テキスト名と して 与え る カテゴリ 名

6.13.3.7 CosNaming::NamingContextExt var RTM::RtcNaming::createContext

(CosNaming::NamingContextExt var context, const std::string & id,

const std::string & kind)

ネー ミ ン グコン テキストの 生成

与え ら れ た ネー ミ ン グコン テキスト上に id,kind の コン テキストを 生成

-4pt

引 数:

context コン テキストを 生成す る 親ネー ミ ン グコン テキスト

id コン テキスト ID

kind コン テキスト KIND

6.13.3.8 bool RTM::RtcNaming::createHostContext (const std::string & id)

ホ ストコン テキストの 生成

ホ ストコン テキストレ ベ ル に ホ スト名の コン テキストを 生成す る

-4pt

引 数:

id コン テキスト名と して 与え る ホ スト名
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6.13.3.9 bool RTM::RtcNaming::createManagerContext (const std::string &

id)

マ ネー ジャ コン テキストの 生成

マ ネー ジャ コン テキストレ ベ ル に マ ネー ジャ 名の コン テキストを 生成す る

-4pt

引 数:

id コン テキスト名と して 与え る マ ネー ジャ 名

6.13.3.10 bool RTM::RtcNaming::createModuleContext (const std::string &

module, const std::string & category)

モ ジュ ー ル コン テキストの 生成

モ ジュ ー ル コン テキストレ ベ ル に マ ネー ジャ 名の コン テキストを 生成す る

-4pt

引 数:

module コン テキスト名と して 与え る モ ジュ ー ル 名

category モ ジュ ー ル コン テキストを 作成す る カテゴリ 名

6.13.3.11 bool RTM::RtcNaming::destroyCategoryContext (const std::string &

id)

カテゴリ コン テキストの 削除

-4pt

引 数:

id カテゴリ 名

6.13.3.12 bool RTM::RtcNaming::destroyHostContext ()

自分の ホ ストコン テキストの 削除

6.13.3.13 bool RTM::RtcNaming::destroyManagerContext ()

自分の マ ネー ジャ コン テキストの 削除

6.13.3.14 bool RTM::RtcNaming::destroyModuleContext (const std::string &

module, const std::string & category)

モ ジュ ー ル コン テキストの 削除

-4pt

引 数:

module モ ジュ ー ル 名

category カテゴリ 名
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6.13.3.15 bool RTM::RtcNaming::destroyRecursive (CosNaming::Naming-

ContextExt var context) [protected]

ネー ミ ン グコン テキストの 再帰 的削除

-4pt

引 数:

context 削除を 開始す る コン テキスト

6.13.3.16 bool RTM::RtcNaming::findCategoryContext (const std::string &

id seq, ContextList & context)

カテゴリ コン テキストの 検索

-4pt

引 数:

id seq 検索す る ID列

context コン テキスト列 (戻り 値)

6.13.3.17 bool RTM::RtcNaming::findComponents (const std::string & id seq,

ObjectList & objects)

コン ポ ー ネン トオブ ジェクトリ フ ァ レ ン スの 検索・ 取得

-4pt

引 数:

id seq 検索す る ID列

object オブ ジェクトリ フ ァ レ ン ス列 (戻り 値)

6.13.3.18 void RTM::RtcNaming::findContextRecursive (CosNaming::Naming-

ContextExt var context, const std::string & path, ContextList &

context list) [protected]

ネー ミ ン グコン テキストを 再帰 的に 取得

-4pt

引 数:

context 検索を 開始す る コン テキスト

path 検索パ ス

context list コン テキスト列 (戻り 値)

6.13.3.19 bool RTM::RtcNaming::findHostContext (const std::string & id seq,

ContextList & context)

ホ ストコン テキストの 検索
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-4pt

引 数:

id seq 検索す る ID列

context コン テキスト列 (戻り 値)

6.13.3.20 bool RTM::RtcNaming::findManager (std::string & id, ObjectList &

objects)

マ ネー ジャ オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スの 検索・ 取得

-4pt

引 数:

id seq 検索す る ID列

object オブ ジェクトリ フ ァ レ ン ス列 (戻り 値)

6.13.3.21 bool RTM::RtcNaming::findManagerContext (const std::string &

id seq, ContextList & context)

マ ネー ジャ コン テキストの 検索

-4pt

引 数:

id seq 検索す る ID列

context コン テキスト列 (戻り 値)

6.13.3.22 bool RTM::RtcNaming::findModuleContext (const std::string &

id seq, ContextList & context)

モ ジュ ー ル コン テキストの 検索

-4pt

引 数:

id seq 検索す る ID列

context コン テキスト列 (戻り 値)

6.13.3.23 void RTM::RtcNaming::findObjectsRecursive (CosNaming::Naming-

ContextExt ptr context, const std::string & path, ObjectList & obj)

[protected]

オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 再帰 的に 取得

-4pt

引 数:

context 検索を 開始す る コン テキスト

path 検索パ ス

obj オブ ジェクトリ フ ァ レ ン ス列 (戻り 値)
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6.13.3.24 bool RTM::RtcNaming::initNaming (const CORBA::ORB ptr orb)

RtcNaming(p. 166) クラ スデストラ クタ.

-4pt

引 数:

orb ORB へ の ポ イ ン タ

6.13.3.25 bool RTM::RtcNaming::unbindLocalComponent (const std::string

category, const std::string module, const std::string instance)

コン ポ ー ネン トオブ ジェクトを ア ン バ イ ン ド

当該RtcNamingクラ スで バ イ ン ドさ れ た ロ ン グネー ム の オブ ジェクトを ア ン バ イ ン ドす る 。

-4pt

引 数:

category ア ン バ イ ン ドす る オブ ジェクトの カテゴリ 名

module ア ン バ イ ン ドす る オブ ジェクトの モ ジュ ー ル 名

instance ア ン バ イ ン ドす る オブ ジェクトの イ ン スタン ス名

6.13.3.26 bool RTM::RtcNaming::unbindObject (CosNaming::Naming-

ContextExt var context, const std::string & id, const std::string &

kind)

オブ ジェクトの ア ン バ イ ン ド

指定した コン テキスト下の オブ ジェクトを ア ン バ イ ン ド

-4pt

引 数:

context オブ ジェクトを バ イ ン ドす る コン テキスト

id オブ ジェクト ID

kind オブ ジェクト KIND

6.13.3.27 bool RTM::RtcNaming::unbindObjectByFullPath (const std::string

& path)

オブ ジェクトを フ ル パ ス指定で ア ン バ イ ン ド

オブ ジェクトを 指定フ ル パ スに 従っ て ア ン バ イ ン ドす る 。

-4pt

引 数:

path ア ン バ イ ン ドす る オブ ジェクトの フ ル パ ス

こ の クラ スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RtcNaming.h
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7.1 イ ン タフ ェー スRTM::RTComponent

RTComponent(p. 175) イ ン ター フ ェー ス.

import "RTComponent.idl";

RTM::RTComponent に 対す る 継承グラ フ :

RTM::RTComponent

RTM::RTCBase

Public 型

• typedef short ComponentState

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ 状態

Public メ ソッド

• RtmRes rtc start () raises (IllegalTransition)

コン ポ ー ネン トの ア クティ ブ 化

• RtmRes rtc stop () raises (IllegalTransition)

コン ポ ー ネン トの 非ア クティ ブ 化

• RtmRes rtc reset () raises (IllegalTransition)

コン ポ ー ネン トの リ セット

• RtmRes rtc exit () raises (IllegalTransition)

コン ポ ー ネン トの リ セット

• RtmRes rtc kill ()

コン ポ ー ネン トの 強制終了

• RtmRes rtc worker ()

メ イ ン ア クティ ビ ティ の メ ソッド
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• InPort get inport (in string name) raises (NoSuchName)

InPort(p.??) の 取得.

• OutPort get outport (in string name) raises (NoSuchName)

OutPort(p.186) の 取得.

Public 変数

• readonly attribute string instance id

コン ポ ー ネン トの イ ン スタン ス ID

• readonly attribute string implementation id

コン ポ ー ネン トの イ ン プ リ メ ン テー ショ ン ID

• readonly attribute string description

コン ポ ー ネン トの 概要

• readonly attribute string version

コン ポ ー ネン トの バ ー ジョ ン

• readonly attribute string maker

コン ポ ー ネン トの 作成者

• readonly attribute string category

コン ポ ー ネン トの カテゴリ

• const ComponentState RTC UNKNOWN = 0

UNKNOWN state.

• const ComponentState RTC BORN = 1

BORN state.

• const ComponentState RTC INITIALIZING = 2

INITIALIZING state.

• const ComponentState RTC READY = 3

READY state.

• const ComponentState RTC STARTING = 4

STARTING state.

• const ComponentState RTC ACTIVE = 5

ACTIVE state.

• const ComponentState RTC STOPPING = 6

STOPPING state.
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• const ComponentState RTC ABORTING = 7

ABORTING state.

• const ComponentState RTC ERROR = 8

ERROR state.

• const ComponentState RTC FATAL ERROR = 9

FATAL ERROR state.

• const ComponentState RTC EXITING = 10

EXITING state.

• readonly attribute OutPort rtc state

ア クティ ビ ティ ステー タスの OutPort の 取得

• readonly attribute InPortList inports

InPortList の 取得.

• readonly attribute OutPortList outports

OutPortList の 取得.

7.1.1 説明

RTComponent(p. 175) イ ン ター フ ェー ス.

7.1.2 型定義

7.1.2.1 typedef short RTM::RTComponent::ComponentState

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ 状態

7.1.3 関 数

7.1.3.1 InPort RTM::RTComponent::get inport (in string name) raises

(NoSuchName)

InPort(p.??) の 取得.

InPort(p.??) の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 取得す る 。

-4pt

引 数:

name InPort(p.??) 名
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7.1.3.2 OutPort RTM::RTComponent::get outport (in string name) raises

(NoSuchName)

OutPort(p. 186) の 取得.

OutPort(p. 186) の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 取得す る 。

-4pt

引 数:

name OutPort(p. 186) 名

7.1.3.3 RtmRes RTM::RTComponent::rtc exit () raises (IllegalTransition)

コン ポ ー ネン トの リ セット

コン ポ ー ネン トの 状態を EXITING に 遷移 さ せ る 。 EXITING 状態に 遷移 した コン ポ ー ネ

ン トは 二度と 復帰 す る こ と なく 終了す る 。

7.1.3.4 RtmRes RTM::RTComponent::rtc kill ()

コン ポ ー ネン トの 強制終了

FATAL ERROR 状態の コン ポ ー ネン トを EXITING に 遷移 さ せ る 。 EXITING 状態に 遷移

した コン ポ ー ネン トは 二度と 復帰 す る こ と なく 終了す る 。

7.1.3.5 RtmRes RTM::RTComponent::rtc reset () raises (IllegalTransition)

コン ポ ー ネン トの リ セット

コン ポ ー ネン トの 状態を ERROR か ら INITIALIZE に 遷移 さ せ る 。 INITIALIZE 後エラ ー

が なけ れ ば す ぐ に READY 状態に 遷移 す る 。 こ の オペ レ ー ショ ン を 発行す る と き 、 コン ポ ー

ネン トは ERROR 状態で なけ れ ば なら ない 。 他の 状態の 場合に は IllegalTransition(p. 182)

例外が 発生す る 。

7.1.3.6 RtmRes RTM::RTComponent::rtc start () raises (IllegalTransition)

コン ポ ー ネン トの ア クティ ブ 化

コン ポ ー ネン トの 状態を READY か ら ACTIVE に 遷移 さ せ る 。 こ の オペ レ ー ショ ン を

発行す る と き 、 コン ポ ー ネン トは READY 状態で なけ れ ば なら ない 。 他の 状態の 場合に は

IllegalTransition(p. 182) 例外が 発生す る 。

7.1.3.7 RtmRes RTM::RTComponent::rtc stop () raises (IllegalTransition)

コン ポ ー ネン トの 非ア クティ ブ 化

コン ポ ー ネン トの 状態を ACTIVE か ら READY に 遷移 さ せ る 。 こ の オペ レ ー ショ ン を

発行す る と き 、 コン ポ ー ネン トは ACTIVE 状態で なけ れ ば なら ない 。 他の 状態の 場合に は
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IllegalTransition(p. 182) 例外が 発生す る 。

7.1.3.8 RtmRes RTM::RTComponent::rtc worker ()

メ イ ン ア クティ ビ ティ の メ ソッド

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ の 本体は こ の メ ソッドを 周期 実行す る こ と に よ り 処理さ れ

る 。 単体の コン ポ ー ネン トで は 内部的なスレ ッドに よ り こ の メ ソ ッドを 周期 呼出す る こ と で 処

理を 行っ て い る 。 スレ ッドを 停止さ せ 、 外部か ら こ の オペ レ ー ショ ン を 呼び 出す こ と に よ り 、

任 意 の タイ ミ ン グで ア クティ ビ ティ を 実行す る こ と も 出来る 。

7.1.4 変数

7.1.4.1 readonly attribute string RTM::RTComponent::category

コン ポ ー ネン トの カテゴリ

7.1.4.2 readonly attribute string RTM::RTComponent::description

コン ポ ー ネン トの 概要

7.1.4.3 readonly attribute string RTM::RTComponent::implementation id

コン ポ ー ネン トの イ ン プ リ メ ン テー ショ ン ID

7.1.4.4 readonly attribute InPortList RTM::RTComponent::inports

InPortList の 取得.

InPort(p.??) の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スの リ ストを 取得す る 。

7.1.4.5 readonly attribute string RTM::RTComponent::instance id

コン ポ ー ネン トの イ ン スタン ス ID

7.1.4.6 readonly attribute string RTM::RTComponent::maker

コン ポ ー ネン トの 作成者

7.1.4.7 readonly attribute OutPortList RTM::RTComponent::outports

OutPortList の 取得.
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OutPort(p. 186) の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スの リ ストを 取得す る 。

7.1.4.8 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC ABORTING = 7

ABORTING state.

7.1.4.9 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC ACTIVE = 5

ACTIVE state.

7.1.4.10 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC BORN = 1

BORN state.

7.1.4.11 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC ERROR = 8

ERROR state.

7.1.4.12 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC EXITING = 10

EXITING state.

7.1.4.13 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC FATAL ERROR =

9

FATAL ERROR state.

7.1.4.14 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC INITIALIZING =

2

INITIALIZING state.

7.1.4.15 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC READY = 3

READY state.

7.1.4.16 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC STARTING = 4

STARTING state.
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7.1.4.17 readonly attribute OutPort RTM::RTComponent::rtc state

ア クティ ビ ティ ステー タスの OutPort の 取得

ア クティ ビ ティ ステー タスの OutPort の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 取得す る 。

7.1.4.18 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC STOPPING = 6

STOPPING state.

7.1.4.19 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC UNKNOWN = 0

UNKNOWN state.

7.1.4.20 readonly attribute string RTM::RTComponent::version

コン ポ ー ネン トの バ ー ジョ ン

こ の イ ン タフ ェー スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTComponent.idl
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7.2 例外RTM::RTComponent::IllegalTransition

不正状態遷移 例外.

import "RTComponent.idl";

7.2.1 説明

不正状態遷移 例外.

こ の 例外の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTComponent.idl
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7.3 例外RTM::RTComponent::NoSuchName

不正な名前指定例外.

import "RTComponent.idl";

Public 変数

• string name

7.3.1 説明

不正な名前指定例外.

名前指定で InPort/OutPort等を 取得す る と き 、 該当す る 名前の オブ ジェクトが なか っ た 。

7.3.2 変数

7.3.2.1 string RTM::RTComponent::NoSuchName::name

こ の 例外の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTComponent.idl
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7.4 例外RTM::InPort::Disconnected

切断例外.

import "RTCInPort.idl";

7.4.1 説明

切断例外.

す で に 切断して い る ポ ー トか ら 入力を 受け 付け た と き 発生

こ の 例外の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCInPort.idl
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7.5 構造体 RTM::NamedValue

名前付き 変数値.

import "RTMBase.idl";

Public 変数

• string name

Name of calue.

• any value

Any value.

• short flag

7.5.1 説明

名前付き 変数値.

任意 の 型の 値を 名前付き で 格 納す る 構造体

7.5.2 変数

7.5.2.1 short RTM::NamedValue::flag

7.5.2.2 string RTM::NamedValue::name

Name of calue.

7.5.2.3 any RTM::NamedValue::value

Any value.

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTMBase.idl
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7.6 イ ン タフ ェー スRTM::OutPort

OutPort(p. 186) イ ン ター フ ェー ス.

import "RTCOutPort.idl";

Public メ ソッド

• any get ()

OutPort(p.186) の 値を Any型で 取得.

• RtmRes subscribe (in InPort in port, out SubscriptionID id, in Subscriber-

Profile profile)

OutPort(p.186) を サブ スクラ イ ブ す る .

• RtmRes unsubscribe (in SubscriptionID id)

OutPort(p.186) を ア ン サブ スクラ イ ブ す る .

Public 変数

• readonly attribute InPortList inports

OutPort(p.186) を サブ スクラ イ ブ して い る InPort の リ スト.

• readonly attribute PortProfile profile

OutPort(p.186) の プ ロ フ ァ イ ル .

7.6.1 説明

OutPort(p. 186) イ ン ター フ ェー ス.

OutPort(p. 186) の イ ン ター フ ェー スを 定義 。

7.6.2 関 数

7.6.2.1 any RTM::OutPort::get ()

OutPort(p. 186) の 値を Any型で 取得.

7.6.2.2 RtmRes RTM::OutPort::subscribe (in InPort in port, out

SubscriptionID id, in SubscriberProfile profile)

OutPort(p. 186) を サブ スクラ イ ブ す る .
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7.6.2.3 RtmRes RTM::OutPort::unsubscribe (in SubscriptionID id)

OutPort(p. 186) を ア ン サブ スクラ イ ブ す る .

7.6.3 変数

7.6.3.1 readonly attribute InPortList RTM::OutPort::inports

OutPort(p. 186) を サブ スクラ イ ブ して い る InPort の リ スト.

7.6.3.2 readonly attribute PortProfile RTM::OutPort::profile

OutPort(p. 186) の プ ロ フ ァ イ ル .

こ の イ ン タフ ェー スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCOutPort.idl
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7.7 構造体 RTM::PortProfile

InPort/OutPort の プ ロ フ ァ イ ル 構造体.

import "RTCInPort.idl";

Public 変数

• string name

InPort/OutPort の 名前.

• CORBA::TypeCode port type

InPort/OutPort の デー タ型.

• NVList properties

InPort/OutPort の プ ロ パ ティ リ スト.

7.7.1 説明

InPort/OutPort の プ ロ フ ァ イ ル 構造体.

7.7.2 変数

7.7.2.1 string RTM::PortProfile::name

InPort/OutPort の 名前.

7.7.2.2 CORBA::TypeCode RTM::PortProfile::port type

InPort/OutPort の デー タ型.

InPort/OutPort の デー タ型の CORBA TypeCode を 格 納す る 。

7.7.2.3 NVList RTM::PortProfile::properties

InPort/OutPort の プ ロ パ ティ リ スト.

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCInPort.idl
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7.8 構造体 RTM::SubscriberProfile

SubscriberProfile(p. 189).

import "RTCOutPort.idl";

Public 変数

• SubscriptionType subscription type

サブ スクラ イ ブ 型

• boolean event base

イ ベ ン ト型サブ スクラ イ ブ フ ラ グ

• NVList properties

サブ スクラ イ ブ プ ロ パ ティ

7.8.1 説明

SubscriberProfile(p. 189).

サブ スクラ イ ブ に 関 す る サブ スクラ イ バ の プ ロ フ ァ イ ル を 定義 。

7.8.2 変数

7.8.2.1 boolean RTM::SubscriberProfile::event base

イ ベ ン ト型サブ スクラ イ ブ フ ラ グ

7.8.2.2 NVList RTM::SubscriberProfile::properties

サブ スクラ イ ブ プ ロ パ ティ

7.8.2.3 SubscriptionType RTM::SubscriberProfile::subscription type

サブ スクラ イ ブ 型

サブ スクラ イ ブ に 関 す る サブ スクラ イ バ の プ ロ フ ァ イ ル を 定義 。 OPS ONCE OPS -

PERIODIC OPS NEW OPS TRIGGERED OSP PERIODIC NEW OPS NEW PERIODIC

OPS PERIODIC TRIGGERED OPS TRIGGERRED PERIODIC の い ず れ か を 指定。

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCOutPort.idl
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8.1 イ ン タフ ェー スRTM::RTCBase

RTCBase(p. 191) イ ン ター フ ェー ス.

import "RTCBase.idl";

RTM::RTCBase に 対す る 継承グラ フ :

RTM::RTCBase

RTM::RTComponent

Public 型

• typedef short ComponentState

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ 状態

Public メ ソッド

• RtmRes rtc ready entry ()

entry: ready() メ ソッド

• RtmRes rtc ready do ()

do: ready() メ ソッド.

• RtmRes rtc ready exit ()

exit: ready() メ ソッド.

• RtmRes rtc active entry ()

entry: active() メ ソッド.

• RtmRes rtc active do ()

do: active() メ ソッド.

• RtmRes rtc active exit ()

exit: active() メ ソッド.
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• RtmRes rtc error entry ()

entry: error() メ ソッド

• RtmRes rtc error do ()

do: error() メ ソッド.

• RtmRes rtc error exit ()

exit: error() メ ソッド.

• RtmRes rtc fatal entry ()

entry: fatal() メ ソッド

• RtmRes rtc fatal do ()

do: fatal() メ ソッド.

• RtmRes rtc fatal exit ()

exit: fatal() メ ソッド.

• RtmRes rtc init entry ()

entry: init() メ ソッド

• RtmRes rtc starting entry ()

entry: starting() メ ソッド

• RtmRes rtc stopping entry ()

entry: stopping() メ ソッド

• RtmRes rtc aborting entry ()

entry: aborting() メ ソッド

• RtmRes rtc exiting entry ()

entry: exiting() メ ソッド

• RtmRes rtc stop thread ()

ア クティ ビ ティ スレ ッドの スター ト

• RtmRes rtc start thread ()

ア クティ ビ ティ スレ ッドの ストップ

• RtmRes rtc set parent (in RTCBase comp)

親コン ポ ー ネン トを セットす る

• RtmRes rtc add component (in RTCBase comp)

子コン ポ ー ネン トを 追加す る

• RtmRes rtc delete component (in RTCBase comp)

子コン ポ ー ネン トを 削除す る
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• RtmRes rtc replace component (in RTCBase comp1, in RTCBase comp2)

子コン ポ ー ネン トの 順序を 入れ 替え る

• RtmRes rtc replace component by name (in string name1, in string name2)

子コン ポ ー ネン トの 順序を 入れ 替え る

• RTCBaseList rtc components ()

子コン ポ ー ネン トを リ ストと して 取得す る 。

• RTCBase rtc get component (in string name)

子コン ポ ー ネン トを 名前を 指定して 取得

• RtmRes rtc attach inport (in InPort in port)

InPort を ア タッチす る .

• RtmRes rtc attach inport by name (in RTCBase comp, in string name)

InPort を ア タッチす る .

• RtmRes rtc detatch inport (in InPort in port)

InPort を デタッチす る .

• RtmRes rtc detatch inport by name (in string name)

InPort を デタッチす る .

• RtmRes rtc attach outport (in OutPort out port)

OutPort を ア タッチす る .

• RtmRes rtc attach outport by name (in RTCBase comp, in string name)

OutPort を ア タッチす る .

• RtmRes rtc detatch outport (in OutPort out port)

OutPort を デタッチす る .

• RtmRes rtc detatch outport by name (in string name)

OutPort を デタッチす る .

• RtmRes rtc start () raises (IllegalTransition)

コン ポ ー ネン トの ア クティ ブ 化

• RtmRes rtc stop () raises (IllegalTransition)

コン ポ ー ネン トの 非ア クティ ブ 化

• RtmRes rtc reset () raises (IllegalTransition)

コン ポ ー ネン トの リ セット

• RtmRes rtc exit () raises (IllegalTransition)

コン ポ ー ネン トの リ セット
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• RtmRes rtc kill ()

コン ポ ー ネン トの 強制終了

• RtmRes rtc worker ()

メ イ ン ア クティ ビ ティ の メ ソッド

• InPort get inport (in string name) raises (NoSuchName)

InPort(p.??) の 取得.

• OutPort get outport (in string name) raises (NoSuchName)

OutPort(p.186) の 取得.

Public 変数

• readonly attribute RTCProfile profile

コン ポ ー ネン トの プ ロ フ ァ イ ル 構造体

• readonly attribute string instance id

コン ポ ー ネン トの イ ン スタン ス ID

• readonly attribute string implementation id

コン ポ ー ネン トの イ ン プ リ メ ン テー ショ ン ID

• readonly attribute string description

コン ポ ー ネン トの 概要

• readonly attribute string version

コン ポ ー ネン トの バ ー ジョ ン

• readonly attribute string maker

コン ポ ー ネン トの 作成者

• readonly attribute string category

コン ポ ー ネン トの カテゴリ

• const ComponentState RTC UNKNOWN = 0

UNKNOWN state.

• const ComponentState RTC BORN = 1

BORN state.

• const ComponentState RTC INITIALIZING = 2

INITIALIZING state.

• const ComponentState RTC READY = 3

READY state.
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• const ComponentState RTC STARTING = 4

STARTING state.

• const ComponentState RTC ACTIVE = 5

ACTIVE state.

• const ComponentState RTC STOPPING = 6

STOPPING state.

• const ComponentState RTC ABORTING = 7

ABORTING state.

• const ComponentState RTC ERROR = 8

ERROR state.

• const ComponentState RTC FATAL ERROR = 9

FATAL ERROR state.

• const ComponentState RTC EXITING = 10

EXITING state.

• readonly attribute OutPort rtc state

ア クティ ビ ティ ステー タスの OutPort の 取得

• readonly attribute InPortList inports

InPortList の 取得.

• readonly attribute OutPortList outports

OutPortList の 取得.

8.1.1 説明

RTCBase(p. 191) イ ン ター フ ェー ス.

RTComponent(p. 175) イ ン ター フ ェー スを 継承し、 主に 複合コン ポ ー ネン ト化に 必要な メ

ソッドを 追加した イ ン ター フ ェー ス。 コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ 状態に 対応す る メ ソッド、

ア クティ ビ ティ スレ ッド の 制御、 子コン ポ ー ネン トの 追加、 削除、 置換 を 行う オペ レ ー ショ ン

が 追加さ れ て い る .

8.1.2 型定義

8.1.2.1 typedef short RTM::RTComponent::ComponentState [inherited]

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ 状態
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8.1.3 関 数

8.1.3.1 InPort RTM::RTComponent::get inport (in string name) raises

(NoSuchName) [inherited]

InPort(p.??) の 取得.

InPort(p.??) の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 取得す る 。

-4pt

引 数:

name InPort(p.??) 名

8.1.3.2 OutPort RTM::RTComponent::get outport (in string name) raises

(NoSuchName) [inherited]

OutPort(p. 186) の 取得.

OutPort(p. 186) の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 取得す る 。

-4pt

引 数:

name OutPort(p. 186) 名

8.1.3.3 RtmRes RTM::RTCBase::rtc aborting entry ()

entry: aborting() メ ソッド

ABORTING 状態へ 進入す る と き に 1 度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。 エラ ー が なけ れ ば

READY 状態へ 遷移 す る 。 戻り 値が RTM ERR で ERROR 状態へ 、 RTM FATALERR で

FATAL ERROR 状態へ 遷移 す る 。

8.1.3.4 RtmRes RTM::RTCBase::rtc active do ()

do: active() メ ソッド.

ACTIVE 状態に 居る 間 周期 実行さ れ る メ ソッド。

8.1.3.5 RtmRes RTM::RTCBase::rtc active entry ()

entry: active() メ ソッド.

ACTIVE 状態に 進入す る と き に 1度だ け 実行さ れ る メ ソッド。

8.1.3.6 RtmRes RTM::RTCBase::rtc active exit ()

exit: active() メ ソッド.

ACTIVE 状態か ら 出る と き に 1度だ け 実行さ れ る メ ソッド。
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8.1.3.7 RtmRes RTM::RTCBase::rtc add component (in RTCBase comp)

子コン ポ ー ネン トを 追加す る

子コン ポ ー ネン トの オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを セットす る 。 単体コン ポ ー ネン トに お い て

こ の メ ソッドは 未使用の た め 、 RTM ERR を 返す 。

8.1.3.8 RtmRes RTM::RTCBase::rtc attach inport (in InPort in port)

InPort を ア タッチす る .

子コン ポ ー ネン トの InPort を こ の コン ポ ー ネン トの InPort に ア タッチす る 。 単体コン ポ ー

ネン トに お い て は 自分自身オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 返す 。

8.1.3.9 RtmRes RTM::RTCBase::rtc attach inport by name (in RTCBase

comp, in string name)

InPort を ア タッチす る .

子コン ポ ー ネン トの InPort名を 指定して コン ポ ー ネン トの InPort に ア タッチ す る 。 単体コ

ン ポ ー ネン トに お い て は 自分自身オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 返す 。

8.1.3.10 RtmRes RTM::RTCBase::rtc attach outport (in OutPort out port)

OutPort を ア タッチす る .

子コン ポ ー ネン トの OutPort を こ の コン ポ ー ネン トの OutPort に ア タッチす る 。 単体コン

ポ ー ネン トに お い て は 自分自身オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 返す 。

8.1.3.11 RtmRes RTM::RTCBase::rtc attach outport by name (in RTCBase

comp, in string name)

OutPort を ア タッチす る .

子コン ポ ー ネン トの OutPort名を 指定して コン ポ ー ネン トの InPort に ア タッチ す る 。 単体

コン ポ ー ネン トに お い て は 自分自身オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 返す 。

8.1.3.12 RTCBaseList RTM::RTCBase::rtc components ()

子コン ポ ー ネン トを リ ストと して 取得す る 。

子コン ポ ー ネン トの リ ストを 取得す る 。 単体コン ポ ー ネン トに お い て は 自分自身オブ ジェク

トリ フ ァ レ ン スを 返す 。
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8.1.3.13 RtmRes RTM::RTCBase::rtc delete component (in RTCBase comp)

子コン ポ ー ネン トを 削除す る

子コン ポ ー ネン トの オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 削除す る 。 単体コン ポ ー ネン トに お い て こ

の メ ソッドは 未使用の た め 、 RTM ERR を 返す 。

8.1.3.14 RtmRes RTM::RTCBase::rtc detatch inport (in InPort in port)

InPort を デタッチす る .

子コン ポ ー ネン トの InPort を こ の コン ポ ー ネン トの InPort か ら デタッチす る 。 単体コン

ポ ー ネン トに お い て は RTM ERR を 返す 。

8.1.3.15 RtmRes RTM::RTCBase::rtc detatch inport by name (in string

name)

InPort を デタッチす る .

子コン ポ ー ネン トの InPort を 名前を 指定して こ の コン ポ ー ネン トの InPort か ら デタッチす

る 。 単体コン ポ ー ネン トに お い て は RTM ERR を 返す 。

8.1.3.16 RtmRes RTM::RTCBase::rtc detatch outport (in OutPort out port)

OutPort を デタッチす る .

子コン ポ ー ネン トの OutPort を こ の コン ポ ー ネン トの OutPort か ら デタッチす る 。 単体コ

ン ポ ー ネン トに お い て は RTM ERR を 返す 。

8.1.3.17 RtmRes RTM::RTCBase::rtc detatch outport by name (in string

name)

OutPort を デタッチす る .

子コン ポ ー ネン トの OutPort を 名前を 指定して こ の コン ポ ー ネン トの OutPort か ら デタッ

チす る 。 単体コン ポ ー ネン トに お い て は RTM ERR を 返す 。

8.1.3.18 RtmRes RTM::RTCBase::rtc error do ()

do: error() メ ソッド.

ERROR 状態に い る 間 周期 実行さ れ る メ ソッド。

8.1.3.19 RtmRes RTM::RTCBase::rtc error entry ()

entry: error() メ ソッド
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ERROR 状態へ 進入す る と き に 1度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。

8.1.3.20 RtmRes RTM::RTCBase::rtc error exit ()

exit: error() メ ソッド.

ERROR 状態か ら 出る と き に 1度だ け 実行さ れ る メ ソッド。

8.1.3.21 RtmRes RTM::RTComponent::rtc exit () raises (IllegalTransition)

[inherited]

コン ポ ー ネン トの リ セット

コン ポ ー ネン トの 状態を EXITING に 遷移 さ せ る 。 EXITING 状態に 遷移 した コン ポ ー ネ

ン トは 二度と 復帰 す る こ と なく 終了す る 。

8.1.3.22 RtmRes RTM::RTCBase::rtc exiting entry ()

entry: exiting() メ ソッド

EXITING状態へ 進入す る と き に 1度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。 エラ ー が なけ れ ば READY

状態へ 遷移 す る 。 戻り 値が RTM ERR で ERROR 状態へ 、 RTM FATALERR で FATAL -

ERROR 状態へ 遷移 す る 。

8.1.3.23 RtmRes RTM::RTCBase::rtc fatal do ()

do: fatal() メ ソッド.

FATAL ERROR 状態に い る 間 周期 実行さ れ る メ ソッド。

8.1.3.24 RtmRes RTM::RTCBase::rtc fatal entry ()

entry: fatal() メ ソッド

FATAL ERROR 状態へ 進入す る と き に 1度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。

8.1.3.25 RtmRes RTM::RTCBase::rtc fatal exit ()

exit: fatal() メ ソッド.

READY 状態か ら 出る と き に 1度だ け 実行さ れ る メ ソッド。

8.1.3.26 RTCBase RTM::RTCBase::rtc get component (in string name)

子コン ポ ー ネン トを 名前を 指定して 取得
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子コン ポ ー ネン トを 名前を 指定して そ の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 取得す る 。 単体コン

ポ ー ネン トに お い て は 自分自身オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 返す 。

8.1.3.27 RtmRes RTM::RTCBase::rtc init entry ()

entry: init() メ ソッド

INITIALIZING 状態へ 進入す る と き に 1度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。 エラ ー が なけ れ ば

READY 状態へ 遷移 す る 。 戻り 値が RTM ERR で ERROR 状態へ 、 RTM FATALERR で

FATAL ERROR 状態へ 遷移 す る 。

8.1.3.28 RtmRes RTM::RTComponent::rtc kill () [inherited]

コン ポ ー ネン トの 強制終了

FATAL ERROR 状態の コン ポ ー ネン トを EXITING に 遷移 さ せ る 。 EXITING 状態に 遷移

した コン ポ ー ネン トは 二度と 復帰 す る こ と なく 終了す る 。

8.1.3.29 RtmRes RTM::RTCBase::rtc ready do ()

do: ready() メ ソッド.

READY 状態に い る 間 周期 実行さ れ る メ ソッド。

8.1.3.30 RtmRes RTM::RTCBase::rtc ready entry ()

entry: ready() メ ソッド

READY 状態へ 進入す る と き に 1度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。

8.1.3.31 RtmRes RTM::RTCBase::rtc ready exit ()

exit: ready() メ ソッド.

READY 状態か ら 出る と き に 1度だ け 実行さ れ る メ ソッド。

8.1.3.32 RtmRes RTM::RTCBase::rtc replace component (in RTCBase comp1,

in RTCBase comp2)

子コン ポ ー ネン トの 順序を 入れ 替え る

2 つ の 子コン ポ ー ネン トを オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 使用して 順序を 入れ 替え る 。 単体コ

ン ポ ー ネン トに お い て こ の メ ソッドは 未使用の た め 、 RTM ERR を 返す 。
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8.1.3.33 RtmRes RTM::RTCBase::rtc replace component by name (in string

name1, in string name2)

子コン ポ ー ネン トの 順序を 入れ 替え る

2 つ の 子コン ポ ー ネン トの 順序を コン ポ ー ネン ト名を 指定して 入れ 替え る 。 単体コン ポ ー ネ

ン トに お い て こ の メ ソッドは 未使用の た め 、 RTM ERR を 返す 。

8.1.3.34 RtmRes RTM::RTComponent::rtc reset () raises (IllegalTransition)

[inherited]

コン ポ ー ネン トの リ セット

コン ポ ー ネン トの 状態を ERROR か ら INITIALIZE に 遷移 さ せ る 。 INITIALIZE 後エラ ー

が なけ れ ば す ぐ に READY 状態に 遷移 す る 。 こ の オペ レ ー ショ ン を 発行す る と き 、 コン ポ ー

ネン トは ERROR 状態で なけ れ ば なら ない 。 他の 状態の 場合に は IllegalTransition(p. 182)

例外が 発生す る 。

8.1.3.35 RtmRes RTM::RTCBase::rtc set parent (in RTCBase comp)

親コン ポ ー ネン トを セットす る

親コン ポ ー ネン トの オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを セットす る 。

8.1.3.36 RtmRes RTM::RTComponent::rtc start () raises (IllegalTransition)

[inherited]

コン ポ ー ネン トの ア クティ ブ 化

コン ポ ー ネン トの 状態を READY か ら ACTIVE に 遷移 さ せ る 。 こ の オペ レ ー ショ ン を

発行す る と き 、 コン ポ ー ネン トは READY 状態で なけ れ ば なら ない 。 他の 状態の 場合に は

IllegalTransition(p. 182) 例外が 発生す る 。

8.1.3.37 RtmRes RTM::RTCBase::rtc start thread ()

ア クティ ビ ティ スレ ッドの ストップ

コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ の 内部スレ ッドを ストップ さ せ る

8.1.3.38 RtmRes RTM::RTCBase::rtc starting entry ()

entry: starting() メ ソッド

STARTING 状態へ 進入す る と き に 1度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。 エラ ー が なけ れ ば AC-

TIVE 状態へ 遷移 す る 。 戻り 値が RTM ERR で ERROR 状態へ 、 RTM FATALERR で

FATAL ERROR 状態へ 遷移 す る 。
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8.1.3.39 RtmRes RTM::RTComponent::rtc stop () raises (IllegalTransition)

[inherited]

コン ポ ー ネン トの 非ア クティ ブ 化

コン ポ ー ネン トの 状態を ACTIVE か ら READY に 遷移 さ せ る 。 こ の オペ レ ー ショ ン を

発行す る と き 、 コン ポ ー ネン トは ACTIVE 状態で なけ れ ば なら ない 。 他の 状態の 場合に は

IllegalTransition(p. 182) 例外が 発生す る 。

8.1.3.40 RtmRes RTM::RTCBase::rtc stop thread ()

ア クティ ビ ティ スレ ッドの スター ト

コン ポ ー ネン トア クティ ビ ティ の 内部スレ ッドを スター トさ せ る

8.1.3.41 RtmRes RTM::RTCBase::rtc stopping entry ()

entry: stopping() メ ソッド

STOPPING 状態へ 進入す る と き に 1 度だ け 呼び 出さ れ る メ ソッド。 エラ ー が なけ れ ば

READY 状態へ 遷移 す る 。 戻り 値が RTM ERR で ERROR 状態へ 、 RTM FATALERR で

FATAL ERROR 状態へ 遷移 す る 。

8.1.3.42 RtmRes RTM::RTComponent::rtc worker () [inherited]

メ イ ン ア クティ ビ ティ の メ ソッド

コン ポ ー ネン トの ア クティ ビ ティ の 本体は こ の メ ソッドを 周期 実行す る こ と に よ り 処理さ れ

る 。 単体の コン ポ ー ネン トで は 内部的なスレ ッドに よ り こ の メ ソ ッドを 周期 呼出す る こ と で 処

理を 行っ て い る 。 スレ ッドを 停止さ せ 、 外部か ら こ の オペ レ ー ショ ン を 呼び 出す こ と に よ り 、

任 意 の タイ ミ ン グで ア クティ ビ ティ を 実行す る こ と も 出来る 。

8.1.4 変数

8.1.4.1 readonly attribute string RTM::RTComponent::category [inherited]

コン ポ ー ネン トの カテゴリ

8.1.4.2 readonly attribute string RTM::RTComponent::description

[inherited]

コン ポ ー ネン トの 概要
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8.1.4.3 readonly attribute string RTM::RTComponent::implementation id

[inherited]

コン ポ ー ネン トの イ ン プ リ メ ン テー ショ ン ID

8.1.4.4 readonly attribute InPortList RTM::RTComponent::inports

[inherited]

InPortList の 取得.

InPort(p.??) の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スの リ ストを 取得す る 。

8.1.4.5 readonly attribute string RTM::RTComponent::instance id

[inherited]

コン ポ ー ネン トの イ ン スタン ス ID

8.1.4.6 readonly attribute string RTM::RTComponent::maker [inherited]

コン ポ ー ネン トの 作成者

8.1.4.7 readonly attribute OutPortList RTM::RTComponent::outports

[inherited]

OutPortList の 取得.

OutPort(p. 186) の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スの リ ストを 取得す る 。

8.1.4.8 readonly attribute RTCProfile RTM::RTCBase::profile

コン ポ ー ネン トの プ ロ フ ァ イ ル 構造体

8.1.4.9 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC ABORTING = 7

[inherited]

ABORTING state.

8.1.4.10 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC ACTIVE = 5

[inherited]

ACTIVE state.
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8.1.4.11 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC BORN = 1

[inherited]

BORN state.

8.1.4.12 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC ERROR = 8

[inherited]

ERROR state.

8.1.4.13 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC EXITING = 10

[inherited]

EXITING state.

8.1.4.14 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC FATAL ERROR =

9 [inherited]

FATAL ERROR state.

8.1.4.15 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC INITIALIZING =

2 [inherited]

INITIALIZING state.

8.1.4.16 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC READY = 3

[inherited]

READY state.

8.1.4.17 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC STARTING = 4

[inherited]

STARTING state.

8.1.4.18 readonly attribute OutPort RTM::RTComponent::rtc state

[inherited]

ア クティ ビ ティ ステー タスの OutPort の 取得

ア クティ ビ ティ ステー タスの OutPort の オブ ジェクトリ フ ァ レ ン スを 取得す る 。
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8.1.4.19 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC STOPPING = 6

[inherited]

STOPPING state.

8.1.4.20 const ComponentState RTM::RTComponent::RTC UNKNOWN = 0

[inherited]

UNKNOWN state.

8.1.4.21 readonly attribute string RTM::RTComponent::version [inherited]

コン ポ ー ネン トの バ ー ジョ ン

こ の イ ン タフ ェー スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCBase.idl
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8.2 イ ン タフ ェー スRTM::RTCManager

RTComponent(p. 175) イ ン ター フ ェー ス.

import "RTCManager.idl";

Public メ ソッド

• RtmRes load (in string pathname, in string initfunc)

モ ジュ ー ル の ロ ー ド

• RtmRes unload (in string pathname)

モ ジュ ー ル の ア ン ロ ー ド

• RTCBase create component (in string module name, in string category name, out

string instance name)

コン ポ ー ネン トの 生成

• RtmRes delete component (in string instance name, in string category name)

コン ポ ー ネン トの 削除

• RTCFactoryList factory list ()

コン ポ ー ネン ト Factory リ ストの 取得

• RTCBaseList component list ()

コン ポ ー ネン トリ ストの 取得

• RtmRes command (in string cmd, out string ret)

簡 易 イ ン タプ リ タ

8.2.1 説明

RTComponent(p. 175) イ ン ター フ ェー ス.

RTCManager(p. 206) は コン ポ ー ネン トの ロ ー ド、 生成、 破棄など の ラ イ フ サイ クル を 管

理 す る 。 ま た コン ポ ー ネン トに 対して 各種サー ビ スを 提供す る 。

8.2.2 関 数

8.2.2.1 RtmRes RTM::RTCManager::command (in string cmd, out string ret)

簡 易 イ ン タプ リ タ

マ ネー ジャ の 簡 易 イ ン タプ リ タコマ ン ドの 実行
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8.2.2.2 RTCBaseList RTM::RTCManager::component list ()

コン ポ ー ネン トリ ストの 取得

コン ポ ー ネン トの リ ストを 取得す る

8.2.2.3 RTCBase RTM::RTCManager::create component (in string

module name, in string category name, out string instance name)

コン ポ ー ネン トの 生成

コン ポ ー ネン トの イ ン スタン スを 生成す る

-4pt

引 数:

module name コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル 名

category name コン ポ ー ネン トカテゴリ

instance name イ ン スタン ス名 (戻値)

8.2.2.4 RtmRes RTM::RTCManager::delete component (in string

instance name, in string category name)

コン ポ ー ネン トの 削除

コン ポ ー ネン トの イ ン スタン スを 削除す る

-4pt

引 数:

comp name イ ン スタン ス名

8.2.2.5 RTCFactoryList RTM::RTCManager::factory list ()

コン ポ ー ネン ト Factory リ ストの 取得

コン ポ ー ネン ト Factory の リ ストを 取得す る

8.2.2.6 RtmRes RTM::RTCManager::load (in string pathname, in string

initfunc)

モ ジュ ー ル の ロ ー ド

コン ポ ー ネン トの モ ジュ ー ル を ロ ー ドして 初期 化関 数を 実行す る 。

-4pt

引 数:

pathname コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル フ ァ イ ル 名

initfunc 初期 化関 数名
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8.2.2.7 RtmRes RTM::RTCManager::unload (in string pathname)

モ ジュ ー ル の ア ン ロ ー ド

コン ポ ー ネン トの モ ジュ ー ル を ア ン ロ ー ドす る

-4pt

引 数:

pathnae コン ポ ー ネン トモ ジュ ー ル の フ ァ イ ル 名

こ の イ ン タフ ェー スの 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCManager.idl
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8.3 構造体 RTM::Time

時刻構造体

import "RTMBase.idl";

Public 変数

• unsigned long sec

• unsigned long nsec

8.3.1 説明

時刻構造体

時刻を 格 納す る 構造体。 デー タの タイ ム スタン プ など に 使用。

8.3.2 変数

8.3.2.1 unsigned long RTM::Time::nsec

8.3.2.2 unsigned long RTM::Time::sec

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTMBase.idl
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8.4 構造体 RTM::TimedBoolean

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• boolean data

8.4.1 変数

8.4.1.1 boolean RTM::TimedBoolean::data

8.4.1.2 Time RTM::TimedBoolean::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.5 構造体 RTM::TimedBooleanSeq

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• sequence< boolean > data

8.5.1 変数

8.5.1.1 sequence<boolean> RTM::TimedBooleanSeq::data

8.5.1.2 Time RTM::TimedBooleanSeq::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.6 構造体 RTM::TimedChar

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• char data

8.6.1 変数

8.6.1.1 char RTM::TimedChar::data

8.6.1.2 Time RTM::TimedChar::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.7 構造体 RTM::TimedCharSeq

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• sequence< char > data

8.7.1 変数

8.7.1.1 sequence<char> RTM::TimedCharSeq::data

8.7.1.2 Time RTM::TimedCharSeq::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.8 構造体 RTM::TimedDouble

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• double data

8.8.1 変数

8.8.1.1 double RTM::TimedDouble::data

8.8.1.2 Time RTM::TimedDouble::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.9 構造体 RTM::TimedDoubleSeq

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• sequence< double > data

8.9.1 変数

8.9.1.1 sequence<double> RTM::TimedDoubleSeq::data

8.9.1.2 Time RTM::TimedDoubleSeq::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.10 構造体 RTM::TimedFloat

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• float data

8.10.1 変数

8.10.1.1 float RTM::TimedFloat::data

8.10.1.2 Time RTM::TimedFloat::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.11 構造体 RTM::TimedFloatSeq

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• sequence< float > data

8.11.1 変数

8.11.1.1 sequence<float> RTM::TimedFloatSeq::data

8.11.1.2 Time RTM::TimedFloatSeq::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.12 構造体 RTM::TimedLong

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• long data

8.12.1 変数

8.12.1.1 long RTM::TimedLong::data

8.12.1.2 Time RTM::TimedLong::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.13 構造体 RTM::TimedLongSeq

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• sequence< long > data

8.13.1 変数

8.13.1.1 sequence<long> RTM::TimedLongSeq::data

8.13.1.2 Time RTM::TimedLongSeq::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.14 構造体 RTM::TimedOctet

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• octet data

8.14.1 変数

8.14.1.1 octet RTM::TimedOctet::data

8.14.1.2 Time RTM::TimedOctet::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.15 構造体 RTM::TimedOctetSeq

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• sequence< octet > data

8.15.1 変数

8.15.1.1 sequence<octet> RTM::TimedOctetSeq::data

8.15.1.2 Time RTM::TimedOctetSeq::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.16 構造体 RTM::TimedShort

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• short data

8.16.1 変数

8.16.1.1 short RTM::TimedShort::data

8.16.1.2 Time RTM::TimedShort::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.17 構造体 RTM::TimedShortSeq

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• sequence< short > data

8.17.1 説明

Sequence data type

8.17.2 変数

8.17.2.1 sequence<short> RTM::TimedShortSeq::data

8.17.2.2 Time RTM::TimedShortSeq::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.18 構造体 RTM::TimedState

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• short data

8.18.1 変数

8.18.1.1 short RTM::TimedState::data

8.18.1.2 Time RTM::TimedState::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.19 構造体 RTM::TimedString

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• string data

8.19.1 変数

8.19.1.1 string RTM::TimedString::data

8.19.1.2 Time RTM::TimedString::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.20 構造体 RTM::TimedStringSeq

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• sequence< string > data

8.20.1 変数

8.20.1.1 sequence<string> RTM::TimedStringSeq::data

8.20.1.2 Time RTM::TimedStringSeq::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.21 構造体 RTM::TimedULong

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• unsigned long data

8.21.1 変数

8.21.1.1 unsigned long RTM::TimedULong::data

8.21.1.2 Time RTM::TimedULong::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl



230 第 8 章 OpenRTM 拡張 IDL リ フ ァ レ ン ス

8.22 構造体 RTM::TimedULongSeq

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• sequence< unsigned long > data

8.22.1 変数

8.22.1.1 sequence<unsigned long> RTM::TimedULongSeq::data

8.22.1.2 Time RTM::TimedULongSeq::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.23 構造体 RTM::TimedUShort

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• unsigned short data

8.23.1 変数

8.23.1.1 unsigned short RTM::TimedUShort::data

8.23.1.2 Time RTM::TimedUShort::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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8.24 構造体 RTM::TimedUShortSeq

import "RTCDataType.idl";

Public 変数

• Time tm

• sequence< unsigned short > data

8.24.1 変数

8.24.1.1 sequence<unsigned short> RTM::TimedUShortSeq::data

8.24.1.2 Time RTM::TimedUShortSeq::tm

こ の 構造体の 説明は 次の フ ァ イ ル か ら 生成さ れ ま した :

• RTCDataType.idl
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A.1 ACE の ビ ル ド

A.1.1 ACE (The ADAPTIVE Communication Environment)

The ADAPTIVE Communication Environment (ACE) は オー プ ン ソー スの フ リ ー なオブ

ジェクト指向フ レ ー ム ワ ー クで す 。 オブ ジェクト指向を 有効に 利用す る た め の 数多く の デザイ

ン パ ター ン が 適用さ れ た て お り 、 ネットワ ー ク通信の た め の 共通の 基 盤を 提供しま す 。 ACE の

主な特長は 、

• 移 植性の 向上

• デザイ ン パ ター ン の 適用に よ る 高品質なソフ トウ エア 開発

• QoS の サポ ー ト

• よ り 高レ ベ ル なミ ドル ウ エア (た と え ば CORBA) の た め の 再利用可能なコン ポ ー ネン ト

や パ ター ン の 提供

など が 挙げ ら れ ま す 。

ACE は 非常に 多く の プ ラ ットフ ォー ム を サポ ー トして お り 、 フ ラ ットフ ォー ム 間 で 異 なる 各

種の 関 数や スレ ッドモ デル を 隠 蔽し、 共通の イ ン ター フ ェー スを 提供して い ま す 。 AIST-RTM

は 、 ACE の スレ ッドモ デル 、 動的ラ イ ブ ラ リ の 読み込み、 時刻取得・ 計測に 関 す る 機 能、 各種

デザイ ン パ ター ン を 利用して 実装さ れ て い ま す 。 ACE が サポ ー トして い る プ ラ ットフ ォー ム は

以 下の と お り で す 。

● ACE が 動作可能なプ ラ ットフ ォー ム 一 覧

Windows (WinNT 3.5.x, 4.x, 2000, Embedded NT, XP, Win95/98, WinCE)

お よ び 各種開発環 境 (MSVC++, Borland C++ Builder, IBM Visual Age (32-

, 64-bit Intel/Alpha) Mac OS X, Solaris 1.x, 2.x (SPARC / Intel), SGI IRIX

5.x, 6.x, DG/UX, HP-UX 9.x, 10.x, 11.x, Tru64UNIX 3.x, 4.x, AIX 3.x,

4.x, 5.x, UnixWare, SCO, Debian Linux 2.x, RedHat Linux 5.2, 6.x, 7.x, 8x,

and 9.x, Timesys Linux, FreeBSD, NetBSD, LynxOS, VxWorks, ChorusOS,

QnX Neutrino, RTEMS, OS9, PSoS, OpenVMS, MVS OpenEdition, CRAY

UNICOS

A.1.2 ACE の ダウ ン ロ ー ド

ACE お よ び ACE を 用い た ORB(TAO) は 以 下の URL で 配布さ れ て い ま す 。
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ACE http://www.cs.wustl.edu/ schmidt/ACE.html

TAO http://www.cs.wustl.edu/ schmidt/TAO.html

以 下の URL か ら ソー スコー ドが ダウ ン ロ ー ドで き ま す 。

http://deuce.doc.wustl.edu/Download.html

ソー スコー ドは tar.gz, tar.bz, zip 形式で 圧 縮さ れ て い ま す 。 そ れ ぞ れ 、 適切な方法で 展開し

ま す 。

A.1.3 UNIX系OS で の ビ ル ド

ビ ル ドは 基 本的に 展開した ディ レ クトリ ACE wrapper に あ る INSTALL フ ァ イ ル の 記 述に

従っ て 行っ て く だ さ い 。 手順は 以 下の と お り で す 。

• 環 境変数 ACE ROOT の 設定

• platform.macros.GNU の 編集

• config.h の 編集

• ビ ル ド

A.1.4 環 境変数 ACE ROOT の 設定

ま ず は じ め に 、 環 境変数 ACE ROOT を 設定しま す 。

「 csh系の 場合」

$ setenv ACE_ROOT [展開した ディ レ クトリ ]

「 bash系の 場合」

$ ACE_ROOT=[展開した ディ レ クトリ ]

$ export ACE_ROOT

A.1.4.1 platform.macros.GNU の 設定

以 後、 ACE を 展開した ディ レ クトリ ACE wrapper を $ACE ROOT と して 話を 進め ま す 。

platform.macros.GNU の 設定を 行い ま す 。 ディ レ クトリ $ACE ROOT/include/makeinclude/

内に 、 対応プ ラ ットフ ォー ム 毎の Makefile用マ クロ が 用意 さ れ て い ま す 。 こ こ で は 、 Linux お

よ び gcc(g++) を 用い て ビ ル ドす る も の と 仮定しま す 。 Linux お よ び gcc(g++) の マ クロ は
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platform linux.GNU で す の で 、 こ れ を platform.macros.GNU と して シン ボ リ ックリ ン クを

張り ま す 。

> cd $ACE_ROOT/include/makeinclude/

> ln -s platform_linux.GNU platform.macros.GNU

A.1.4.2 config.h の 設定

次に 、 config.h の 設定を 行い ま す 。 ディ レ クトリ $ACE ROOT/ace/ 内に 、 対応プ ラ ットフ ォー

ム 毎の config.h が 用意 さ れ て い ま す 。 プ ラ ットフ ォー ム は Linux と 仮定して ま す の で 、 config.h

を config-linux.h へ の シン ボ リ ックリ ン クと して 作成しま す 。

> cd $ACE_ROOT/ace/

> ln -s config-linux.h config.h

A.1.5 ビ ル ド

こ れ で 準備が 整い ま した 。 $ACE ROOT に 移 動して makeしま す 。

> cd $ACE_ROOT

> make

ACE は か なり 大き なシステム なの で 、 ビ ル ドに は 若干 時間 が か か り ま す 。
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A.2 boost の ビ ル ド

A.2.1 The boost C++ Library

boost は C++ の テン プ レ ー トラ イ ブ ラ リ 集で す 。 C++ の 標準的なテン プ レ ー トラ イ ブ ラ

リ と して は STL が あ り ま す が 、 boost は さ ら に 強力な標準ラ イ ブ ラ リ を 求 め て 、 標準化委 員 会

の メ ン バ ー 達が 立ち 上げ た プ ロ ジェクトに よ っ て 開発さ れ て い る テン プ レ ー トラ イ ブ ラ リ 集で

す 。 した が っ て 、 boost は 次の C++の 標準ラ イ ブ ラ リ と なる か も しれ ま せ ん 。

現在の と こ ろ は 標準で は ない の で 、 ほ と ん ど の 開発環 境に は 付属して い ま せ ん の で 、 入っ て

い なけ れ ば 自分で ビ ル ド・ イ ン ストー ル しなけ れ ば なり ま せ ん 。

ビ ル ドと い っ て も 、 boost は ほ と ん ど が テン プ レ ー トラ イ ブ ラ リ なの で 、 ヘ ッダを イ ン ストー

ル す す る だ け で ビ ル ドす る 必要の ない も の が ほ と ん ど で す 。 しか し、 OpenRTM で は boost の

正規 表現ラ イ ブ ラ リ を 使用して お り 、 こ れ は コン パ イ ル が 必要な boost ラ イ ブ ラ リ の ひ と つ で

す の で 、 boost を ビ ル ドす る 必要が あ り ま す 。 以 下で は 、 boost の ビ ル ドの 仕方を 順を 追っ て 説

明しま す 。

なお 、 使用して い る システム の パ ッケー ジに boost が 含 ま れ て い る 場合に は そ れ を 利用して

も よ い で しょ う 。

A.2.2 ダウ ン ロ ー ド

http://www.boost.org/ の “Download” メ ニュ ー か ら boost を ダウ ン ロ ー ドして く だ さ い 。

ダウ ン ロ ー ドした ソー スコー ドを 展開しま す 。

> tar vxzf boost_1_32_0.tar.gz

A.2.3 bjam の ビ ル ド

ま ず 、 boost の ビ ル ドツー ル bjam を ビ ル ドしま す 。 bjam の ビ ル ドは 付属の bild.sh に よ

り 行い ま す 。 た い て い の 場合は 、 適切に 環 境を 判断して 自動的に ビ ル ドを 行い ま す 。

> cd boost_1_32_0

> cd tools/build/jam_src

> ./build.sh

: (ビ ル ドさ れ る )

> ls bin.(system_name)

> ls bin.linuxx86 : 例

> ls

bjam* jam* mkjambase* yyacc*

> cd - (boost ソー スの トップ ティ レ クトリ に 戻る )
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ビ ル ドさ れ た バ イ ナリ は bin.(system_name) の ディ レ クトリ 内に お か れ ま す 。

A.2.4 boost の ビ ル ド

ま ず 、 boost の Python拡張ラ イ ブ ラ リ を ビ ル ドす る た め に は tools/build/v1/python.jam

で 定義 さ れ て い る 、 PYTHON_VERSION を 適切なバ ー ジョ ン に 設定す る 必要が あ り ま す 。 上記 の

バ ー ジョ ン で は デフ ォル トは Python2.2 を 使用す る よ う に なっ て い ま す 。

そ の 他の 設定に つ い て は 、 付属の ドキュ メ ン ト等を 参照して く だ さ い 。

bjam に よ る boost の ビ ル ドは 以 下の よ う に 行い ま す 。

> tools/build/jam_src/bin.(システム 名)/bjam -sTOOLS=gcc \

--prefix=/usr/local -sPYTHON_ROOT=/usr -sPYTHON_VERSION=2.3

:

ビ ル ドが 始ま る

:

こ こ で は 、 boost の イ ン ストー ル ディ レ クトリ を /usr/local/[include|lib] と し、 Python

の イ ン ストー ル ディ レ クトリ を /usr、 Python の バ ー ジョ ン を 2.3 と して ビ ル ドして い ま す 。 細

か い ビ ル ドオプ ショ ン に つ い て は 、 付属の ドキュ メ ン トを 参照して く だ さ い 。

ビ ル ドは CPU の 速度に も 依 り ま す が 、 Pen4数 GHz 程度の マ シン で 数十分ほ ど か か る で

しょ う 。

A.2.5 boost の イ ン ストー ル

最後に root に なり 、 イ ン ストー ル を 行い ま す 。

> su

# tools/build/jam_src/bin.(システム 名)/bjam -sTOOLS=gcc \

--prefix=/usr/local -sPYTHON_ROOT=/usr -sPYTHON_VERSION=2.3 install

:

イ ン ストー ル さ れ る

:

イ ン ストー ル さ れ た boost の 共有ラ イ ブ ラ リ は 、 libboost_regex-gcc-1_32.so.1.32.0 や

libboost_regex-gcc-1_32.so など の バ ー ジョ ン 名、 ビ ル ドツー ル 名を 含 ん だ 名前で イ ン ス

トー ル さ れ る 場合が あ り ま す 。 そ う い う 場合に は 、

# cd /usr/local/lib

# ln -s libboost_regex-gcc-1_32.so.1.32.0 libboost_regex.so
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の よ う に 、 シン ボ リ ックリ ン クを 張っ て や る 必要が あ る か も しれ ま せ ん 。 と く に OpenRTM を コ

ン パ イ ル す る 際に は 少なく と も libboost_regex.so が 必要と なり ま す の で 、 /usr/local/lib

や /usr/lib の 下に libboost_regex.so が 存在す る 必要が あ り ま す 。
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A.3 omniORB の ビ ル ド

A.3.1 omniORB

omniORB は 、 ORB (object request broker) に 準拠した CORBA (Common Object Request

Broker Architecture) 2.6 の フ リ ー な実装で す 。 も と も と は AT&T Lab. で 開発さ れ て い ま し

た が 、 AT&T研究 所の 閉鎖に と も ない 、 sourceforge に ホ ストさ れ る よ う に なり ま した 。 フ リ ー

な CORBA実装の 中で も omniORB は TAO や MICOなど に 比べ る と CORBAサー ビ ス類が

少ない と い っ た デメ リ ットが あ り ま す が 、 も っ と も パ フ ォー マ ン スが 高く 、 スピ ー ドが 速い 実

装と い わ れ て い ま す 。

A.3.2 omniORB の ダウ ン ロ ー ド

omniORB の 開発は sourceforge で 行わ れ て い ま す の で 、 ソー スコー ドは omniORB の source-

forge サイ ト上の http://omniorb.sourceforge.net/ か ら ダウ ン ロ ー ドで き ま す 。 google な

ど で omniORB を 検索す る と た ま に 昔の AT&T Lab. の ペ ー ジに た ど り 着く こ と が あ り ま す の

で 間 違え ない よ う に して く だ さ い 。

ダウ ン ロ ー ドした ソー スコー ドを 任意 の ディ レ クトリ に 展開しま す 。

> tar vxzf omniORB-4.0.5.tar.gz

> cd omniORB-4.0.5

A.3.3 omniORB の ビ ル ド

原則と して 付属の ドキュ メ ン トに した が っ て ビ ル ド・ イ ン ストー ル を 行い ま す 。

以 下に 、 簡 単な手順を 示しま す 。 omniORB の ソー スディ レ クトリ 下に お い て 、 以 下の よ う な

手順で ビ ル ドしま す 。 基 本的に は autoconf, automake を 利用して い る の で ./configure; make

の みで ビ ル ドで き る は ず で す 。

build ディ レ クトリ は 、 configure コマ ン ドに よ っ て 生成さ れ る イ ン ストー ル 用の ソー ス

フ ァ イ ル 、 オブ ジェクトフ ァ イ ル を 保存す る た め に 作成しま す 。 こ れ は マ ニュ ア ル で も 推奨さ

れ て い る 方法で す 。

> tar vxzf omniORB-4.0.5.tar.gz

> cd omniORB-4.0.5

> mkdir build

> ../configure [options]

configure コマ ン ドの 主なオプ ショ ン を 以 下に 示しま す 。

configureオプ ショ ン
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--prefix=dir イ ン ストー ル 先の デイ レ クトリ を 設定しま す 。

--disable-static 静的なラ イ ブ ラ リ に よ る ビ ル ドを 禁止しま す 。

--enable-thread-tracing omniORB に お け る スレ ッドの バ グを 発見しや す

く しま す 。 (デフ ォル ト) た だ し実行パ フ ォー マ ン

スを 多少低下さ せ る の で 、 そ う した く ない 場合に

は 、 --disable-thread-tracing オプ ショ ン を

使用して く だ さ い 。

--with-openssl=dir openSSL を 使用す る 場合に 、 openSSL の イ ン ス

トー ル さ れ た デイ レ クトリ を 指定しま す 。

--with-omniORB-config=dir/file omniORB設定フ ァ イ ル の 場所と フ ァ イ ル 名を 指

定しま す 。 デフ ォル トは /etc/omniORB.cfg で

す 。

--with-omniNames-logdir=dir/file omniORB ロ グフ ァ イ ル の 場所と フ ァ イ ル 名を 指

定しま す 。 デフ ォル トは /var/omninames で す 。

A.3.4 omniORB の イ ン ストー ル

build ディ レ クトリ 下で root に なり make install で イ ン ストー ル しま す 。

> su

# make install
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